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発 刊 に よ せ て

青森県道徳教育推進協議会

会 長 原 子 雄 治

文部科学省は、令和３年度道徳教育実施状況調査の結果、「教師の意識が高まった」な

ど、「特別の教科」化が目指した量的確保、質的転換の面で一定の成果を認めながらも、

道徳教育の更なる充実に向けた課題として、指導力の維持・向上等を挙げています。本

県では、学校教育指導の重点として、道徳教育の充実が掲げられていますが、この「道

徳教育の抜本的改善・充実に係る支援事業」もその方策の一つであり、特に、道徳的判

断力、心情、実践意欲と態度を育てる指導の工夫に重点を置き、教員の指導力向上、道

徳科の授業実践（特に「発問の吟味」や「指導と評価の一体化」）について、更なる研

究に取り組む必要が求められているものと理解しています。

その中で、今年度は、階上町立石鉢小学校並びに階上町立道仏中学校が支援事業の委

託を受け、研究を深めました。

階上町立石鉢小学校では、「児童の実態に応じた『考え、議論する道徳』～児童の道徳

的価値に対する考え方、感じ方、生き方を善進させる授業づくり～」を研究主題とし、

児童一人一人の実態を踏まえながら、議論につながる主発問を中心とした授業づくりの

工夫に取り組みました。加えて、特別活動における道徳教育を学校名に絡め「石鉢磨き」

として行ったことは、児童の一体感を高めることにもつながっていきました。

階上町立道仏中学校では、「対話を通じ自分の考えを広げ深める力を育てる指導方法の

研究～自分の考えを再構築し、より深く理解する活動を通して～」を研究主題に、全体

計画に道徳教育に係る重点項目を設け、自校の教育課題の解決に向けて取り組んできま

した。とりわけ、道徳科の授業では「道徳的価値にせまる内容になっているか」「自分

事として考えられているか」「思考が再構成され、深まっているか」を教師が強く意識

するようになりました。

両校は共に、「道徳性調査」「道徳科アンケート」等を実施し、ＰＤＣＡサイクルで研

究を深め、組織的に実践研究に取り組みました。結果として、教師の授業に対する自信

や児童生徒の自己肯定感が高まったり、内容によっては、自分をより厳しく評価したり

と興味深い結果も得られています。

学習指導要領で育成を求められている資質・能力の一つ「学びに向かう力、人間性等」

の涵養や、「自己の考えを広げ深める」「問題を見いだして解決策を考えたり、思いや考

えを基に創造したりする」ことの視点について考えていくためには、道徳性を切り離す

ことはできないでしょう。道徳科の目標には、小学校では「自己の生き方についての考

えを深める」、中学校では「人間としての生き方についての考え方を深める」という言

葉があります。両校は、小・中学校の発達の段階を俯瞰したことにより、分かりきった

課題ではなく、「話し合いたい」と思う授業にまで高まったのではないでしょうか。

各学校におかれましても、両校のすばらしい実践を参考にしつつ、実態に即した形で

生かしていただければ幸いに存じます。

最後に、本事業推進に当たり御支援、御尽力いただきました階上町立石鉢小学校並び

に階上町立道仏中学校、三八教育事務所、階上町教育委員会をはじめ、関係の皆様に御

礼を申し上げますととともに、本報告集が道徳教育の指針の一つとして活用されること

を祈念し、発刊の挨拶といたします。



挨 拶

青森県教育庁

学校教育課長 高 橋 英 樹

道徳教育については、「特別の教科 道徳」が全面実施となってから、小学校では５

年目、中学校では４年目となりました。また、高等学校においては、今年度から年次進

行で実施となる新学習指導要領において、道徳教育推進教師を設置すること、公民の「公

共」「倫理」及び特別活動が道徳活動の中核的な指導の場面であることが明記されてお

り、学校教育における道徳教育の充実がより一層重要となっております。今後は、更な

る道徳教育の充実に向けた研修の機会充実のため、教科化以降の実践的知見の見える化

・共有化を図っていくことが求められます。

このため、県教育委員会では、人間尊重の精神と生命に対する畏敬の念を家庭、学校、

その他社会における具体的な生活の中に生かし、豊かな心をもつことができるよう、道

徳教育の充実を学校教育指導の方針と重点の一つに掲げ、地区道徳教育研究協議会や県

総合学校教育センターでの研修など、道徳教育推進のための様々な施策を展開するとと

もに、文部科学省委託事業「道徳教育の抜本的改善・充実に係る支援事業」の中で、道

徳教育推進協議会の開催、研究指定校による特色ある道徳教育の実践、道徳教育パワー

アップ協議会の開催等に取り組んで参りました。

今年度は、階上町教育委員会の御指導の下、階上町立石鉢小学校、階上町立道仏中学

校が研究指定校として研究実践に当たってくださいました。両校とも、道徳教育を推進

する指導体制の整備・充実、道徳科における多様で効果的な指導方法の改善・充実、家

庭・地域との連携による道徳教育の取組など、学習指導要領の趣旨に沿った道徳教育の

充実に向けた実践を通した研究が行われました。

両校の実践は、道徳教育パワーアップ協議会において全県から集まった参加者に対し

て発表され、今年度の研究の成果を広く周知することができました。グループ協議では、

意見交換が活発になされるなど、参加者の興味・関心の高さがうかがわれるとともに、

自校の道徳教育の取組への参考になったことと思います。

本報告集は、両校の取組の成果等をまとめたものですが、県内全ての学校において、

児童生徒の豊かな心の育成のため積極的に活用し、教育活動全体を通して自校の道徳教

育の充実に役立てていただきたいと思います。

最後に、本報告集の作成に当たり、日々の教育実践を積み重ね、大きな研究成果を挙

げられた階上町立石鉢小学校、階上町立道仏中学校、御指導いただいた階上町教育委員

会、県道徳教育推進協議会会長である青森市立浪打小学校原子校長及び副会長である青

森市立南中学校渡邊校長をはじめとする協議会委員の皆様に感謝申し上げ、御挨拶とい

たします。
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道徳教育の抜本的改善・充実に係る支援事業

完 了 報 告 書
（階上町立石鉢小学校）

１ 道徳教育に関する改善状況の概要

本校は昨年度までの４年間、児童のコミュニケーション能力を向上させることをねらいとして校

内研修を進めてきた。それは学力向上を図るというねらいであることのほかに、友達とのトラブル

が多かったり、不登校傾向の児童が多かったりするなどの諸問題が多いという実態を改善するとい

う側面ももっていた。

しかし、諸問題は増加する一方で、その対処に追われ、教育活動が停滞してしまうこともあり、

道徳教育や特別活動教育に力を入れる必要性があった。

他方、道徳の教科化、新学習指導要領の完全実施を受けて道徳教育の充実を目指してきたが、今

年度春に本校職員にアンケートをとったところ、道徳の授業の進め方に不安をもつ職員が非常に多

いことが分かった。

これらを受け、今年度は道徳教育の抜本的改善・充実を図るために校内研修において、「児童の

実態に応じた『考え、議論する道徳』～児童の道徳的価値に対する考え方、感じ方、生き方を善進

させる授業づくり～」を研究主題に掲げた。そして、学校目標を受けて設定した道徳教育の重点目

標「正しく判断する力」の育成を目指し、課題解決までのプロセス（課題を【つかむ】、考えを【も

つ】、【聞く、話す】、他者の考えを【認める】、色々な考えを【磨く】、自分で【決める】、【ふり返

る】、次に【いかす】）を「石鉢磨き」と位置付け、身に付けさせるべく、次の３点を改善項目と

して挙げた。

※善進：本校の造語。今の自分より少しでもよりよい生き方になるよう、気付いたり、考えが広

がったり深まったり実際に行動できるようになったりすること。

（１）石鉢磨き

道徳科の授業における石鉢磨きを研究することにより、多種多様な環境の中で様々な関わり

を大切にしながら、教育活動全体を通して道徳性を養い、学校目標の具現化を目指す。

（２）教科道徳

教師が自信をもって授業に取り組むことができるよう授業改善に取り組み、児童が、自他を

見つめ、認め合い、磨き合いながら、より正しい判断ができるよう、学習を通して「道徳的判

断力・心情・実践意欲と態度」を育てる道徳性を養えるよう目指す。

（３）連携

児童を中心におくことを忘れることなく、価値の押しつけ等にならないよう気を付けながら、

家庭や地域と連携し共に児童の生活力向上を目指す。

その結果、以下のような改善が見られた。

（１）「石鉢磨き」において、議論につながる主発問を中心とした授業づくりについて研究を進め

たことで、指導者が発問を吟味して教材研究を行うようになった。また、対話が目的ではなく、

ねらいを達成するための対話をどのように展開の中に盛り込んでいくかについても意識できる

ようになり、児童の思考や発言をより活性化させることができた。

（２）道徳科の授業における『善進』について研究を深めたことにより、児童の実態に即した一人
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一人の評価を意識した授業づくりができるようになった。また、役割演技や「心のメーター」

などのツールが、児童に多面的・多角的な思考を促すことに有効であることが分かった。

（３）各学級に「善進の足あと」という、道徳の授業で学習した内容を掲示するコーナーを設ける

ことにより、年間指導計画に沿った道徳の授業が行われるようになるとともに、児童が授業で

学習したことをいつでも振り返られ、教科道徳についての意識が、指導者と児童ともに向上し

た。

「心情メーター」を用いた授業 役割演技の場面 ペアでの対話の様子

２ 実施した研究内容

（１）研究の共通理解を図るための校内研修及び授業研修 ＜教科道徳＞

ア 本校職員 根城由紀子教諭による講話

『新しい教科 道徳』について

これを受け、道徳の授業を進めていくための本校職員の考えを共有できた。

○「考え、議論する道徳」

・教師の話す時間を極力減らし、児童が話す時間を増やしていくこと。

・児童が、課題を自分事として考えるための方法

○本校児童の実態をもとにした授業のあり方（めあて、発問、役割演技等のツール）

○授業の流れが見える板書

イ 青森県総合学校教育センター 齋藤 紀行 指導主事

松尾 和明 指導主事 による講話

『特別の教科 道徳』における授業展開の具体例～指導案作成と発問～

これを受け、次の２点が重要だと考えた。

（ア）児童が考えを多面的・多角的な見方へ発展させること。

（イ）道徳的価値の理解を自分自身とのかかわりの中で深めるような対話を教師が意図的に

授業の中に仕組むこと。

このことと、本校児童の実態を照らし合わせ、議論の形を次のように定めた。

○レベル１：考えを広めて、自分事として捉えること。

○レベル２：出された考えの中から、よりよい価値を意識すること。

○レベル３：様々な立場や状況と照らし合わせながら、よりよい考えは何か考えること。
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以上のような研修を経て、今年度の校内研の研究主題等が決定した。

研究主題

児童の実態に応じた『考え、議論する道徳』

～児童の道徳的価値に対する考え方、感じ方、生き方を善進させる授業づくり～

※善進：本校の造語。今の自分より少しでもよりよい生き方になるよう、気付いたり、考えが広がっ

たり深まったり実際に行動できるようになったりすること。

研究目標

児童の道徳的価値に対する考え方、感じ方、生き方を善進させるためには、児童一人一人

の実態を踏まえながら、議論につながる主発問を中心とした授業づくりの工夫が有効である

ことを、実践を通して明らかにしていく。

ウ 提案授業の実施

１０月に行う三八管内道徳教育研究協議会公開授業へ向けて、第６学年の道徳科の授業を提案

授業として行った。

主題名 豊かな人間関係をつくる 〈 Ｂ 主として人とのつながりに関わること 〉

教材名 友だちだからこそ （出典名 教育出版 小学道徳６ はばたこう明日へ）

ねらい 友達との関わり方について考え、よりよい友達関係を築いていこうとする態度を養う。

仮説の検証

（ア）対話の場面で教師のコーディネートによる学級全体での話合いと、少人数グループでの話

合いを織り交ぜながら対話をさせる。

（イ）発問の工夫として資料の中で起こるできごとを自分事として捉えやすくなるように、必要

に応じて資料の人物を実際の友達に置き換えて考えさせる働きかけを行う。

授業後に行われた研究協議では、以下のような意見が出された。

○対話の形式が、児童の実態に合っていた。

○ネームプレートを動かして視覚化することにより、意見を整理できていた。

○全体で意見が出ないときにグループでの対話に切り替えることにより、児童が自分の思い

を話し始めたところがよかった。

○もし自分がその場にいたらどんな行動をとるかなどと自分事として捉えている児童や、考

えを伝えることの難しさを感じている児童がいた。

○友達の意見を聞いて、考えが変わっていた児童がいた。

▲グループで話す時間をもう少しとりたい。

▲全体での共有方法や交流の仕方は考えていきたい。

▲児童の実態として、フォーマルな形の話合いの形態は現段階では難しい。話し合わせなが

らワークシートをまとめる形でもよかった。

▲事前アンケートが、残る形になっていればよかった。

授業で行われた話合い活動 児童の考えの変容がわかる板書 協議会の記録
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この提案授業を受けて、今後の研究の方向性を見出すことができた。

・ねらいとする道徳的価値に迫るための発問や授業展開の工夫（テーマ発問や児童にゆさぶりを

かけるための主発問）

・児童にとって必要感のある対話の場面を取り入れること

・石鉢磨きを授業の中に取り入れる→心の引き出しを意識した展開

・授業における児童の「善進」は何かを教師が把握しておくこと

（２）児童の実態や課題に応じた道徳教育の取組 ＜教科道徳＞

ア 道徳教育全体計画・別葉の改善

令和４年度は、本校の課題に沿った道徳教育を展開し、全職員が重点目標を意識しながら教

育活動を展開していくために、次のことに取り組んだ。

・児童の実態に即した重点目標の設定

・別葉の作成と全教育活動における道徳教育の推進

イ 特別活動における道徳教育の推進 ＜石鉢磨き＞

・『ふわっとの木』に、友達からされてうれしかったことや友達のがんばりを書いて貼る。

・『縦割班交流会』において、話合い活動や遊び活動を行って、異学年間の交流を図る。

・『石フワリン』という児童が考えた学校のイメージキャラクターに、様々な活動のシンボル

となってもらい、児童の一体感を高める。

ふわっとの木 縦割班交流会の様子 『石フワリン』

ウ 地域・保護者への情報発信 ＜連携＞

道徳教育の効果が各家庭や地域へ波及し、より高い教育効

果を目指すべく、以下のことに取り組んだ。

・道徳参観日における道徳科の授業の公開（全学級）

・学校だよりや学級通信において、道徳教育に関する内容を

掲載

学年通信の道徳コーナー
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エ 道徳に関する環境の整備 ＜教科道徳＞

道徳の時間に、どのようなことを学んだのかが分かるよ

うに『善進の足あと』コーナーを各教室に設定し、学習の

足跡を教師や児童が感じられるようにした。

３ 実施経過とその体制 『善進の足あと』コーナー

（１）実施経過

月 取 り 組 み の 内 容 備 考

５月 ・校内研修（講師招聘） 講師

・事業実施計画書の確認 青森県総合学校教育センター

・検証授業①のための指導案検討会 齋藤 紀行 指導主事

・児童及び職員、保護者へ向けた道徳アンケートの実施 松尾 和明 指導主事

６月 ・道徳アンケート集計

・全体計画及び年間指導計画、別葉の見直し

・検証授業①・研究協議 指導助言

６年 教材名「友だちだからこそ」 三八教育事務所

授業者 赤塚 徹 川井 利之 指導主事

７月 ・第１回県道徳推進協議会への参加（研修主任）

・道徳参観日の実施（保護者参観）

・校内研修（公開授業へ向けて）

８月 ・全国小学校道徳教育研究会夏季中央研修講座（オンライ

ン開催）出席（研修主任）

・校内研修（公開授業指導案検討会の実施）

９月 ・校内研修（公開授業指導案検討会の実施）

１０月 ・三八管内道徳教育研究協議会公開授業 指導助言

２年 教材名 「ぽんたとかんた」 新郷村立新郷小学校

授業者 柿崎 倫子 戸来 暁子 教諭

３年 教材名 「新聞係」 八戸市立桔梗野小学校

授業者 岩村 恭也 吉田 朝子 校長

５年 教材名 「ほのぼのテスト」 八戸市立白銀小学校

授業者 松生 大介 本宮 共子 校長

・道徳教育の抜本的改善・充実に係る支援事業道仏中学校

公開授業出席（校長、研修主任）

１１月 ・授業改善研修会（公開授業報告会）

・児童及び職員、保護者へ向けた道徳アンケートの実施

１２月 ・道徳アンケート分析

１月 ・県道徳推進協議会への参加（研修主任）

・道徳教育パワーアップ協議会にて実践事例発表

２月 ・研究紀要作成

・次年度研究へ向けての検討

戸耒
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（２）研究体制

４ 取組の成果と課題

（１）「道徳意識に関するアンケート」の比較（５月と１１月に実施 調査対象：全校児童）

①自分によいところはある。 ②夢や目標がある。

③勉強や係の仕事、そうじなどをきちんと最 ④難しいことや嫌なことでもやらなければ
後までやっている。 いけないことに挑戦している。
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後までやっている。 いけないことに挑戦している。

19.8 

20.8 

50.5 

48.0 

19.0 

22.3 

10.8 

9.0 

5⽉

11⽉

40.5 

39.0 

32.3 

37.3 

14.0 

15.0 

13.3 

8.8 

5⽉

11⽉

50.8 

47.3 

37.3 

42.0 

9.8 

8.5 

2.3 

2.3 

5⽉

11⽉

45.8 

38.8 

34.3 

40.0 

17.5 

16.8 

2.5 

4.5 

5⽉

11⽉

（２）研究体制
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４ 取組の成果と課題
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①自分によいところはある。 ②夢や目標がある。

③勉強や係の仕事、そうじなどをきちんと最 ④難しいことや嫌なことでもやらなければ
後までやっている。 いけないことに挑戦している。
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○次の質問項目で、「とてもある（できている）」「ある（だいたいできている）」と回答（以

下：肯定的に回答）した割合に増加傾向がうかがえる。

②夢や目標がある。

③勉強や係の仕事、そうじなどをきちんと最後までやっている。

⑤友達にやさしくしている。

⑩人の役に立ちたいと思う。

○次の質問項目で肯定的に回答した割合は、若干の減少傾向がうかがえる。

①自分によいところはある。

④難しいことやいやなことでもやらなければいけないことには挑戦している。

⑥学校のきまりや学級のルールを守っている。

⑧動物や植物を大事にしている。

○次の質問項目で肯定的に回答した割合は、大きな変化は見られない。

⑦困っている人がいたとき、助けている。

⑨石鉢小学校の児童であることに誇りをもっている。

（２）「道徳意識に関するアンケート」の比較（５月と１１月に実施 調査対象：保護者）

①お子さんは自分のよいところを言える。 ②お子さんに夢や目標はある。

（言える／言えないの２択）
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⑤友達にやさしくしている。 ⑥学校のきまりや学級のルールを

守っている。

⑦困っている人がいたとき、助けている。 ⑧動物や植物を大事にしている。

⑨石鉢小学校の児童であることに誇りを ⑩人の役に立ちたいと思う。

もっている。
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○次の質問項目で、「とてもある（できている）」「ある（だいたいできている）」と回答（以

下：肯定的に回答）した割合に増加傾向がうかがえる。

②夢や目標がある。

③勉強や係の仕事、そうじなどをきちんと最後までやっている。

⑤友達にやさしくしている。

⑩人の役に立ちたいと思う。

○次の質問項目で肯定的に回答した割合は、若干の減少傾向がうかがえる。

①自分によいところはある。

④難しいことやいやなことでもやらなければいけないことには挑戦している。

⑥学校のきまりや学級のルールを守っている。

⑧動物や植物を大事にしている。

○次の質問項目で肯定的に回答した割合は、大きな変化は見られない。

⑦困っている人がいたとき、助けている。

⑨石鉢小学校の児童であることに誇りをもっている。

（２）「道徳意識に関するアンケート」の比較（５月と１１月に実施 調査対象：保護者）

①お子さんは自分のよいところを言える。 ②お子さんに夢や目標はある。

（言える／言えないの２択）
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後までやっている。 いけないことに挑戦している。
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○次の質問項目で、「とてもある（できている）」「ある（だいたいできている）」と回答（以

下：肯定的に回答）した割合に増加傾向がうかがえる。

②夢や目標がある。

③勉強や係の仕事、そうじなどをきちんと最後までやっている。

⑤友達にやさしくしている。

⑩人の役に立ちたいと思う。
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⑨石鉢小学校の児童であることに誇りをもっている。

（２）「道徳意識に関するアンケート」の比較（５月と１１月に実施 調査対象：保護者）

①お子さんは自分のよいところを言える。 ②お子さんに夢や目標はある。

（言える／言えないの２択）
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③お子さんは宿題や手伝い、片付けなどを ④お子さんは難しいことや嫌なことでも、

最後まできちんとやる。 やらなければいけないことには挑戦する。

⑤お子さんは友達にやさしくしている。 ⑥お子さんはきまりやルールを守っている。

⑦お子さんは家の手伝いをする。 ⑧お子さんは動物や植物を大事にする。
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⑨お子さんはその場に応じてマナーよく ⑩お子さんと道徳的なこと（マナーや交通

生活している。 ルールなど）についてよく話をする。

○次の質問項目で、「よくあてはまる」「あてはまる」と回答（以下：肯定的に回答）した割合に

増加傾向がうかがえる。

①お子さんは自分のよいところを言える。

③お子さんは宿題や手伝い、片付けなどを最後まできちんとやる。

④お子さんは難しいことや嫌なことでもやらなければいけないことには挑戦する。

⑥お子さんはきまりやルールを守っている。

⑦お子さんは家の手伝いをする。

⑨お子さんはその場に応じてマナーよく生活している。

○次の質問項目で肯定的に回答した割合は、大きな変化は見られない。

②お子さんに夢や目標はある。

⑤お子さんは友達にやさしくしている。

⑧お子さんは動物や植物を大事にする。

⑩お子さんと道徳的なこと（マナーや交通ルールなど）についてよく話をする。
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（３）「道徳意識に関するアンケート」の比較（５月と１１月に実施 調査対象：本校職員）

①学級の児童の自己肯定感は高い。 ②言動のレベルは学年の発達段階に合って

いる。

③勉強や係の仕事、そうじなどをきちんと ④難しいことや嫌なことでもやらなければ

最後までやっている。 ならないことには挑戦している。

⑤友達にやさしくしている。 ⑥学校のきまりや学級のルールを守ってい

る。
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（２）研究体制

４ 取組の成果と課題

（１）「道徳意識に関するアンケート」の比較（５月と１１月に実施 調査対象：全校児童）

①自分によいところはある。 ②夢や目標がある。

③勉強や係の仕事、そうじなどをきちんと最 ④難しいことや嫌なことでもやらなければ
後までやっている。 いけないことに挑戦している。
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（２）研究体制

４ 取組の成果と課題

（１）「道徳意識に関するアンケート」の比較（５月と１１月に実施 調査対象：全校児童）

①自分によいところはある。 ②夢や目標がある。

③勉強や係の仕事、そうじなどをきちんと最 ④難しいことや嫌なことでもやらなければ
後までやっている。 いけないことに挑戦している。
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（２）研究体制

４ 取組の成果と課題

（１）「道徳意識に関するアンケート」の比較（５月と１１月に実施 調査対象：全校児童）

①自分によいところはある。 ②夢や目標がある。

③勉強や係の仕事、そうじなどをきちんと最 ④難しいことや嫌なことでもやらなければ
後までやっている。 いけないことに挑戦している。
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○次の質問項目で、「とてもある（できている）」「ある（だいたいできている）」と回答（以

下：肯定的に回答）した割合に増加傾向がうかがえる。

②夢や目標がある。

③勉強や係の仕事、そうじなどをきちんと最後までやっている。

⑤友達にやさしくしている。

⑩人の役に立ちたいと思う。

○次の質問項目で肯定的に回答した割合は、若干の減少傾向がうかがえる。

①自分によいところはある。

④難しいことやいやなことでもやらなければいけないことには挑戦している。

⑥学校のきまりや学級のルールを守っている。

⑧動物や植物を大事にしている。

○次の質問項目で肯定的に回答した割合は、大きな変化は見られない。

⑦困っている人がいたとき、助けている。

⑨石鉢小学校の児童であることに誇りをもっている。

（２）「道徳意識に関するアンケート」の比較（５月と１１月に実施 調査対象：保護者）

①お子さんは自分のよいところを言える。 ②お子さんに夢や目標はある。

（言える／言えないの２択）
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⑦困っている人がいたとき、助けている。 ⑧動物や植物を大事にしている。

⑨石鉢小学校の児童であることに誇りを ⑩人の役に立つような言動をしている。

もっている。

○次の質問項目で、「よくあてはまる」「あてはまる」と回答（以下：肯定的に回答）した割合に

増加傾向がうかがえる。

①学級の児童の自己肯定感は高い。

③勉強や係の仕事、そうじなどをきちんと最後までやっている。

④難しいことや嫌なことでもやらなければいけないことには挑戦している。

⑤友達にやさしくしている。

⑥学校のきまりや学級のルールを守っている。

⑦困っている人がいたとき、助けている。

⑨石鉢小学校の児童であることに誇りをもっている。

⑩人の役に立つような言動をしている。

※②「言動のレベルは学年の発達段階に合っている」については、肯定的回答割合は変化がない

が、「あてはまらない」から「あまりあてはまらない」への変化が大きい。

○次の質問項目で肯定的に回答した割合は、若干の減少傾向がうかがえる。

⑧動物や植物を大事にしている。
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（４）教科道徳に関するアンケートの比較（５月と１１月に実施 調査対象：全校児童）

①道徳の時間は好きだ。 ②道徳の授業は役に立つ。

③道徳の授業で、自分の考えをもっている。 ④道徳の授業で、自分の意見や考えを友達に

聞いてもらうのは好きだ。

⑤道徳の授業で、友達の意見や考えを聞く ⑥友達の意見を聞いて「なるほど」と思っ

のは好きだ。 たり、自分の考えが変わったことがある。
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（２）研究体制

４ 取組の成果と課題

（１）「道徳意識に関するアンケート」の比較（５月と１１月に実施 調査対象：全校児童）

①自分によいところはある。 ②夢や目標がある。

③勉強や係の仕事、そうじなどをきちんと最 ④難しいことや嫌なことでもやらなければ
後までやっている。 いけないことに挑戦している。
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（２）研究体制

４ 取組の成果と課題

（１）「道徳意識に関するアンケート」の比較（５月と１１月に実施 調査対象：全校児童）

①自分によいところはある。 ②夢や目標がある。

③勉強や係の仕事、そうじなどをきちんと最 ④難しいことや嫌なことでもやらなければ
後までやっている。 いけないことに挑戦している。
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（２）研究体制

４ 取組の成果と課題

（１）「道徳意識に関するアンケート」の比較（５月と１１月に実施 調査対象：全校児童）

①自分によいところはある。 ②夢や目標がある。

③勉強や係の仕事、そうじなどをきちんと最 ④難しいことや嫌なことでもやらなければ
後までやっている。 いけないことに挑戦している。
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○次の質問項目で、「とてもある（できている）」「ある（だいたいできている）」と回答（以

下：肯定的に回答）した割合に増加傾向がうかがえる。

②夢や目標がある。

③勉強や係の仕事、そうじなどをきちんと最後までやっている。

⑤友達にやさしくしている。

⑩人の役に立ちたいと思う。

○次の質問項目で肯定的に回答した割合は、若干の減少傾向がうかがえる。

①自分によいところはある。

④難しいことやいやなことでもやらなければいけないことには挑戦している。

⑥学校のきまりや学級のルールを守っている。

⑧動物や植物を大事にしている。

○次の質問項目で肯定的に回答した割合は、大きな変化は見られない。

⑦困っている人がいたとき、助けている。

⑨石鉢小学校の児童であることに誇りをもっている。

（２）「道徳意識に関するアンケート」の比較（５月と１１月に実施 調査対象：保護者）

①お子さんは自分のよいところを言える。 ②お子さんに夢や目標はある。

（言える／言えないの２択）
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⑦道徳の授業で、自分のこととして本音を ⑧道徳の授業で、積極的に話し合い、自分

言えている。 の考えが深まっている。

⑨道徳の授業で、正しい判断ができるように ⑩道徳で学習したことを、学校や家の生活で

なってきた。 思い出したり実行したりしたことがある。

○次の質問項目で、「よくあてはまる」「あてはまる」と回答（以下：肯定的に回答）した割合に

増加傾向がうかがえる。

④道徳の授業で、自分の意見や考えを友達に聞いてもらうのは好きだ。

⑦道徳の授業で、自分のこととして本音を言えている。

○次の質問項目で肯定的に回答した割合は、若干の減少傾向がうかがえる。

①道徳の時間は好きだ。

⑤道徳の授業で、友達の意見や考えを聞くのは好きだ。

⑨道徳の授業で、正しい判断ができるようになってきた。

○次の質問項目で肯定的に回答した割合に、大きな変化は見られない。

②道徳の授業は役に立つ。

③道徳の授業で、自分の考えをもっている。

⑥友達の意見を聞いて「なるほど」と思ったり、自分の考えが変わったりしたことがある。

⑧道徳の授業で、積極的に話し合い、自分の考えが深まっている。

⑩道徳で学習したことを、学校や家の生活で思い出したり実行したりしたことがある。
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（５）教科道徳に関するアンケートの比較（５月と１１月に実施 調査対象：本校職員）

①道徳の授業の進め方に不安はない。 ②道徳の授業に対する児童の意欲は高い。

③道徳の授業で、児童は自分の考えをもって ④道徳の授業で、児童は自分の意見や考えを

いる。 積極的に話している。

⑤道徳の授業で、児童は友達の意見や考え ⑥児童は、友達の意見や考えを聞いて「なるほ

をしっかり（最後まで）聞いている。 ど」と思ったり考えが変わったりしている。
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（２）研究体制

４ 取組の成果と課題

（１）「道徳意識に関するアンケート」の比較（５月と１１月に実施 調査対象：全校児童）

①自分によいところはある。 ②夢や目標がある。

③勉強や係の仕事、そうじなどをきちんと最 ④難しいことや嫌なことでもやらなければ
後までやっている。 いけないことに挑戦している。
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（２）研究体制

４ 取組の成果と課題

（１）「道徳意識に関するアンケート」の比較（５月と１１月に実施 調査対象：全校児童）

①自分によいところはある。 ②夢や目標がある。

③勉強や係の仕事、そうじなどをきちんと最 ④難しいことや嫌なことでもやらなければ
後までやっている。 いけないことに挑戦している。
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（２）研究体制

４ 取組の成果と課題

（１）「道徳意識に関するアンケート」の比較（５月と１１月に実施 調査対象：全校児童）

①自分によいところはある。 ②夢や目標がある。

③勉強や係の仕事、そうじなどをきちんと最 ④難しいことや嫌なことでもやらなければ
後までやっている。 いけないことに挑戦している。
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○次の質問項目で、「とてもある（できている）」「ある（だいたいできている）」と回答（以

下：肯定的に回答）した割合に増加傾向がうかがえる。

②夢や目標がある。

③勉強や係の仕事、そうじなどをきちんと最後までやっている。

⑤友達にやさしくしている。

⑩人の役に立ちたいと思う。

○次の質問項目で肯定的に回答した割合は、若干の減少傾向がうかがえる。

①自分によいところはある。

④難しいことやいやなことでもやらなければいけないことには挑戦している。

⑥学校のきまりや学級のルールを守っている。

⑧動物や植物を大事にしている。

○次の質問項目で肯定的に回答した割合は、大きな変化は見られない。

⑦困っている人がいたとき、助けている。

⑨石鉢小学校の児童であることに誇りをもっている。

（２）「道徳意識に関するアンケート」の比較（５月と１１月に実施 調査対象：保護者）

①お子さんは自分のよいところを言える。 ②お子さんに夢や目標はある。

（言える／言えないの２択）
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⑦道徳の授業で、児童は自分のこととして ⑧道徳の授業で、児童は積極的に話し合い

本音を言えているようだ。 考えを深めている。

⑨道徳の授業で、児童は正しい判断ができ ⑩道徳の授業で学習したことを、児童は学

るようになってきている。 校や家の生活で実行しようとしている。

○全ての質問項目で「よくあてはまる」「あてはまる」と回答（以下：肯定的に回答）した割合に

増加傾向がうかがえる。教師の、授業の進め方への不安が減少したのは大きな成果である。

※児童－保護者－教師間において、乖離の大きかった項目

＜道徳意識に関するアンケート＞

○児童の自己肯定感は高い。

児童６８．８％－保護者７０．３％－教師４１％

○友達にやさしくしている。

児童６７．８％－保護者９３．３％－教師７５％

○学校のきまりや学級のルールを守っている。

児童７９．３％－保護者８０．１％－教師５０％

＜教科道徳に関するアンケート＞

○道徳の授業で、（児童は）自分の考えをもっている。

児童７１．３％－教師９２％

○道徳の授業で、（児童は）自分の意見や考えを積極的に話している。

児童５９．３％－教師８１％

○道徳の授業で、（児童は）積極的に話し合い考えを深めている。

児童６７．８％－教師４１％
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＜参考①＞「道徳意識に関するアンケート」の結果（５月に実施 調査対象：階上中生徒）

①自分によいところはある。 ②夢や目標がある。

③勉強や係の仕事、そうじなどをきちんと ④難しいことやいやなことでもやらなけ
最後までやっている。 ばいけないことに挑戦している。

⑤友達にやさしくしている。 ⑥学校のきまりや学級のルールを守っている。

⑦困っている人がいたとき、助けている。 ⑧動物や植物を大事にしている。

⑨階上中の生徒であることに誇りをもって ⑩人の役に立ちたいと思う。
いる。
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（２）研究体制

４ 取組の成果と課題

（１）「道徳意識に関するアンケート」の比較（５月と１１月に実施 調査対象：全校児童）

①自分によいところはある。 ②夢や目標がある。

③勉強や係の仕事、そうじなどをきちんと最 ④難しいことや嫌なことでもやらなければ
後までやっている。 いけないことに挑戦している。

19.8 

20.8 

50.5 

48.0 

19.0 

22.3 

10.8 

9.0 

5⽉

11⽉

40.5 

39.0 

32.3 

37.3 

14.0 

15.0 

13.3 

8.8 

5⽉

11⽉

50.8 

47.3 

37.3 

42.0 

9.8 

8.5 

2.3 

2.3 

5⽉

11⽉

45.8 

38.8 

34.3 

40.0 

17.5 

16.8 

2.5 

4.5 

5⽉

11⽉

（２）研究体制

４ 取組の成果と課題

（１）「道徳意識に関するアンケート」の比較（５月と１１月に実施 調査対象：全校児童）

①自分によいところはある。 ②夢や目標がある。

③勉強や係の仕事、そうじなどをきちんと最 ④難しいことや嫌なことでもやらなければ
後までやっている。 いけないことに挑戦している。
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４ 取組の成果と課題

（１）「道徳意識に関するアンケート」の比較（５月と１１月に実施 調査対象：全校児童）

①自分によいところはある。 ②夢や目標がある。

③勉強や係の仕事、そうじなどをきちんと最 ④難しいことや嫌なことでもやらなければ
後までやっている。 いけないことに挑戦している。
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○次の質問項目で、「とてもある（できている）」「ある（だいたいできている）」と回答（以

下：肯定的に回答）した割合に増加傾向がうかがえる。

②夢や目標がある。

③勉強や係の仕事、そうじなどをきちんと最後までやっている。

⑤友達にやさしくしている。

⑩人の役に立ちたいと思う。

○次の質問項目で肯定的に回答した割合は、若干の減少傾向がうかがえる。

①自分によいところはある。

④難しいことやいやなことでもやらなければいけないことには挑戦している。

⑥学校のきまりや学級のルールを守っている。

⑧動物や植物を大事にしている。

○次の質問項目で肯定的に回答した割合は、大きな変化は見られない。

⑦困っている人がいたとき、助けている。

⑨石鉢小学校の児童であることに誇りをもっている。

（２）「道徳意識に関するアンケート」の比較（５月と１１月に実施 調査対象：保護者）

①お子さんは自分のよいところを言える。 ②お子さんに夢や目標はある。

（言える／言えないの２択）
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＜参考②＞「教科道徳に関するアンケート」の結果（５月に実施 調査対象：階上中生徒）

①道徳の時間は好きだ。 ②道徳の授業は役に立つ。

③道徳の授業で、自分の考えをもっている。 ④道徳の授業で、自分の意見や考えを友達
に聞いてもらうのは好きだ。

⑤道徳の授業で、友達の意見や考えを聞く ⑥友達の意見を聞いて「なるほど」と思っ
のは好きだ。 たり、自分の考えが変わったりした。

⑦道徳の授業で、自分のこととして本音を ⑧道徳の授業で、積極的に話し合い、自分
言えている。 の考えが深まっている。

⑨道徳の授業で、正しい判断ができるよう ⑩道徳で学習したことを、学校や家の生活で
になってきた。 思い出したり実行したりしたことがある。
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４ 取組の成果と課題

（１）「道徳意識に関するアンケート」の比較（５月と１１月に実施 調査対象：全校児童）

①自分によいところはある。 ②夢や目標がある。

③勉強や係の仕事、そうじなどをきちんと最 ④難しいことや嫌なことでもやらなければ
後までやっている。 いけないことに挑戦している。
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（２）研究体制

４ 取組の成果と課題

（１）「道徳意識に関するアンケート」の比較（５月と１１月に実施 調査対象：全校児童）

①自分によいところはある。 ②夢や目標がある。

③勉強や係の仕事、そうじなどをきちんと最 ④難しいことや嫌なことでもやらなければ
後までやっている。 いけないことに挑戦している。
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（２）研究体制

４ 取組の成果と課題

（１）「道徳意識に関するアンケート」の比較（５月と１１月に実施 調査対象：全校児童）

①自分によいところはある。 ②夢や目標がある。

③勉強や係の仕事、そうじなどをきちんと最 ④難しいことや嫌なことでもやらなければ
後までやっている。 いけないことに挑戦している。
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○次の質問項目で、「とてもある（できている）」「ある（だいたいできている）」と回答（以

下：肯定的に回答）した割合に増加傾向がうかがえる。

②夢や目標がある。

③勉強や係の仕事、そうじなどをきちんと最後までやっている。

⑤友達にやさしくしている。

⑩人の役に立ちたいと思う。

○次の質問項目で肯定的に回答した割合は、若干の減少傾向がうかがえる。

①自分によいところはある。

④難しいことやいやなことでもやらなければいけないことには挑戦している。

⑥学校のきまりや学級のルールを守っている。

⑧動物や植物を大事にしている。

○次の質問項目で肯定的に回答した割合は、大きな変化は見られない。

⑦困っている人がいたとき、助けている。

⑨石鉢小学校の児童であることに誇りをもっている。

（２）「道徳意識に関するアンケート」の比較（５月と１１月に実施 調査対象：保護者）

①お子さんは自分のよいところを言える。 ②お子さんに夢や目標はある。

（言える／言えないの２択）
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（６）研究協議会まとめ

ア 第２学年

主題名 よいことをすすんで（Ａ 善悪の判断、自律、自由と責任）

教材名 ぽんたとかんた（出典名 教育出版 小学道徳２ はばたこう明日へ）

ねらい ぽんたとかんたの行動やその理由について考えることを通して、よいことと悪いこ

とに対する考えを深め、よいと思うことを進んで行おうとする判断力を育てる。

視点①『善進』について

◎児童の実態を踏まえて設定された善進のポイントが、児童一人一人の道徳的価値についての考え

方、感じ方、生き方を深めることに有効であったか。

《２学年授業における『善進』》

児童の実態から、まだ、よいことと悪いことを区別することが難しい児童は、「行く」「行かな

い」気持ちについて考えることを通して「行かない」ことが正しい判断であることに気付ければ善

進とする。次の段階として、二人のすばらしいところ探しを通して、「正しい判断」をするために

は「よく考える」「自分で決める」などが大切なことに気付き、考えを広めたり深めたりしたこと

を善進と捉える。

＜○成果 ▲課題＞

○児童の実態に応じて、「善進」を設けているのがよかった。

○善悪の判断が難しい児童のためによいことを価値づけていてよかった。

▲変容の見取りが難しかった。（評価）

▲正しい判断に至る迷いを取り上げるとより善進したのではないか。

視点②『心の引き出し』について

◎心の引き出しを「開く」「増やす」「選ぶ」を意識した授業展開が、児童一人一人の道徳的価値

についての考え方、感じ方、生き方を深めることに有効であったか。

○心のメーターを使ったことで、自分事として考えさせるのにとても効果的であった。

○心のメーターで、道徳的価値としては望ましくない考えも取り上げたことによりどんな発言でも

受け入れる雰囲気になって「開く」「増やす」ことができていた。

▲板書を手がかりに、「選ぶ」ことができていた。キーワードを色分けする、比較するなどすれば

「選ぶ」言葉も増えたのではないか。

視点③『校内研との関わり』について

①道徳的価値に対する考え方や感じ方、生き方に迫ることのできる発問や授業展開の工夫

◎登場人物たちの「よいところ」について考えさせることが、児童一人一人に「どうしたら正しい

判断ができるのか」と問題を自分事として捉えさせられることに有効であったか。

○登場人物たちをお手本に「○○のようになりたい」というふり返りができていた。

○途中、よいことができたときの気持ちを考えさせるため、事前のアンケートに戻ったのがよかっ

た。

▲低学年なので、終末のふり返りを登場人物への手紙にするとより考えを表現できたのではないか。

②児童の実態に応じた道徳の授業における議論の形の追究

◎心情メーターで気持ちの強さを表現することが、児童一人一人に道徳的価値についての考えをも

たせ、多くの対話が生まれることにつながっていたか。

○心のメーターは、自分と友達の考えの違いを視覚的にとらえることができて有効だった。

▲心のメーターで表現されるところがどの場面のことなのか明確にすべきだった。
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イ 第３学年

主題名 きまりを守ることの意味 （Ｃ 規則の尊重）

教材名 新聞係（出典名 教育出版 小学道徳３ はばたこう明日へ）

ねらい 新聞づくりのルールについて話し合うことを通して、きまりを守ることの大切さに

対する考えを深め、きまりを大切にしようとする心情を育てる。

視点①『善進』について

◎児童の実態を踏まえて設定された善進のポイントが、児童一人一人の道徳的価値についての考え

方、感じ方、生き方を深めることに有効であったか。

《３学年授業における『善進』》

本時の学習で身に付けたい道徳的価値としての、ルールを守ることがなぜ大切なのかに気付かな

い児童もいることが実態から予想される。その場合でも、「ルールを守ることで自分がいい気持ち

になる。」など、「みんなのため」までは至らなくとも、「自分のため」という考えでルールを守る

大切さを考えている場合については「善進」と捉えるものとする。

＜○成果 ▲課題＞

○ルールを守ることはみんなや自分のためになることが分かるようになっていた。

○善進は多くの児童が達成されていた。

▲善進の設定が児童の実態に合っていたかどうか。

視点②『心の引き出し』について

◎心の引き出しを「開く」「増やす」「選ぶ」を意識した授業展開が、児童一人一人の道徳的価値

についての考え方、感じ方、生き方を深めることに有効であったか。

○「みんなが笑顔」など、周りに目を向ける考えが増えていた。

○「開く」では、「自分ならどうする」という視点で書けている児童がいた。

▲自分事として考えるために、新聞のことから広げる「選ぶ」の時間がもう少しあるとよかった。

視点③『校内研との関わり』について

①道徳的価値に対する考え方や感じ方、生き方に迫ることのできる発問や授業展開の工夫

◎友達が怒られていた記事の新聞と、違う内容の新聞を比較しながら考える活動を取り入れること

が、児童一人一人が問題を自分事として捉えることに有効であったか。

○比較させて考える活動は児童にとって分かりやすかった。

▲比較して考えることを、具体的に聞いてもよかった。（いいと思うこと、悪いと思うことなど）

②児童の実態に応じた道徳の授業における議論の形の追究

◎中学年の発達段階において、「比較しながら考える」活動を取り入れることが、より多様な意見

を引き出すことに有効であったか。

○比較しながら考える活動は有効であった。

▲児童の本音を引き出す発問やゆさぶりをかける発問があると多様な意見につながる。
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ウ 第５学年

主題名 相手の立場に立って （Ｂ 親切 思いやり）

教材名 ほのぼのテスト（出典名 教育出版 小学道徳５ はばたこう明日へ）

ねらい 別々の立場に立つ人の気持ちについて話し合う活動を通して、相手の気持ちを考え

て行動することの大切さに気付き、相手の立場に立って親切にしようとする心情を

育てる。

視点①『善進』について

◎児童の実態を踏まえて善進のポイントを設定することが、児童一人一人の道徳的価値についての

考え方、感じ方、生き方を深めることに有効であったか。

《５学年授業における『善進』》

展開終末の「相手の立場に立って親切にするとはどういうことか」について考えさせる場面では、

「おじいさんと乗客の両方を第一に考える」という考えに気付けない児童もいることが予想される。

そういった場合でも、「初めはおじいさんのことしか考えられなかったが、乗客のことも考えなく

てはいけないからバスは停めない方がよい」等、導入段階と比べて心の引き出しが増えた場合は「善

進」と捉えるものとする。

＜○成果 ▲課題＞

○様々な人たちの立場に立って考えられるようになったことは「善進」だった。

▲どのようにして個々の善進を見取るか。

視点②『心の引き出し』について

◎心の引き出しを「開く」「増やす」「選ぶ」を意識した授業展開が、児童一人一人の道徳的価値

についての考え方、感じ方、生き方を深めることに有効であったか。

○ロールプレイで、それぞれの立場の人について自分事として考えることができ、心の引き出しを

増やすことができていた。

○それぞれの立場の人の考えを表にまとめたのがよかった。

○役割演技の小道具が児童をひきつけた。

○教材を途中で区切ったことで、引き出しが広がっていた。

▲もう少し人を代えて役割演技してもよかった。

視点③『校内研との関わり』について

①道徳的価値に対する考え方や感じ方、生き方に迫ることのできる発問や授業展開の工夫

◎児童が価値について考える際の立場を、「おじいさん、乗客」から「運転手」に変える発問が、

児童一人一人が問題を自分事として捉えることに有効であったか。

○おじいさん、乗客の立場から運転手の立場へ、そして自分だったらどうするかという展開は有効

だった。

○「考えたい」と思わせるような発言がよかった。

▲「まとめ」は必要なのか。

▲教材名にもある「ほのぼの」という言葉に着目した授業にしてもよかった。

②児童の実態に応じた道徳の授業における議論の形の追究

◎必要に応じて近くの席の児童同士で小グループを作って話し合わせる対話の形式が、より多様な

意見を引き出すことに有効であったか。

○グループで強制するのではなく、必要に応じて話したり、自分で書いたりしていて児童の実態に

合っていた。

▲一人で考える時間を設けてもよかった。
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（７）道徳教育の抜本的改善・充実に係る成果と課題

ア 道徳意識に関するアンケートの結果から

道徳意識に関するアンケートについて、児童と保護者、教師では５月と１１月の結果を比較

したときに、肯定的回答が増えている項目に違いがみられた。（児童：４項目、保護者：６項

目、教師：８項目）どのカテゴリーでも増加傾向を示したのは「③勉強や係の仕事、そうじな

どをきちんと最後までやっている（児童アンケートの文言）」であった。このことから、責任

をもって自分の仕事や役割を果たそうとする児童の割合が増加したと考えられる。逆にカテゴ

リーで乖離がみられたのは①の自己肯定感に関する項目である。（児童６８．８％、保護者７

０．３％、教師４１％）これは、児童と保護者に対しては「自分（お子さん）にはよいところ

がある」という文言だったのに対し、教師に対しては「自己肯定感」という文言を用いたため

に、捉え方に違いが生まれたことも考えられるが、得意ではないことに対して非常に消極的で

あるという本校児童の実態を反映した結果とも考えられる。

また、⑥の規則の尊重に関する項目についても同様に乖離がみられる。（児童７９．３％、

保護者８０．１％、教師５０％）ただしこれについては、５月と１１月との比較で見た場合、

肯定的回答の割合が保護者（５月：７３．５％→１１月：８０．１％）、教師（５月：２１％

→１１月５０％）と増加傾向にあるのに対し、児童は（５月：８１．３％→１１月：７９．３

％）と逆に減少傾向を示している。このことから、児童の規則やきまりについての認識が高ま

り、より自分を客観的に見つめることができるようになってきているということが考えられる。

保護者と教師のアンケート結果の傾向に比べ、児童の結果に減少傾向が多いのは、肯定的な

とらえ方をすれば、⑥と同様なことが推察され、客観的には道徳的意識は向上しているものの、

児童一人一人の捉え方が自分に厳しくなる傾向が生まれており、必ずしも意識が低くなってい

るとは言えないと考えられる。ただし、今後の課題として、児童自身にも道徳意識の高まりが

自覚できるような指導の仕方について考えていく必要がある。加えて、児童と教師の両方のカ

テゴリーで減少していたのは「⑧動物や植物を大事にしている。」であった。これについても、

教材研究や授業の進め方にさらなる工夫が必要であると考える。

イ 教科道徳に関するアンケートの結果から

教科道徳に関するアンケートについて、児童と教師の両方のカテゴリーで増加傾向を示した

のは「④自分の意見を友達に聞いてもらうのは好き」と「⑦自分のこととして本音を言えてい

る」の２項目である。このことから、道徳の授業において、問題を自分事として捉え、積極的

に意見を話すことに対して肯定的な傾向が増加していると考えられる。

一方で、児童のカテゴリーでは「①道徳の授業が好きだ」や「⑤友達の意見や考えを聞くの

が好きだ」「⑨正しい判断ができるようになってきた」の項目において減少傾向がみられる。

⑤や⑨の項目については、自分の意見を話すことが好きな傾向がある一方で他者の考えを受け

入れない傾向があるというのが課題である。この問題を解決することで⑨の正しい判断ができ

るようになってくるのではないかと考える。また、①の道徳の授業が好きな児童の減少につい

ては、様々な原因が考えられるが、（自分では判断に困ってしまうような課題や発問、話すの

が得意な児童中心になってしまうような展開等）児童の実態についてさらに丁寧に分析を行い、

児童一人一人が「話し合ってみたい」と思うような授業の工夫が一層求められる。

教師側の肯定的回答割合が軒並み増加しているが、中でも道徳の授業の進め方に関する設問

について増加しており、本研究のねらいの一つは達成できたと考える。
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ウ 研究協議会のまとめから

研究仮説

道徳的価値に対する考え方や感じ方、生き方に迫ることのできる発問の工夫をしていくこ

とや、児童の実態に応じた道徳の授業における議論の形を追究することで、児童が問題を自

分事として捉え、善進し、正しい判断をする力が身に付くであろう。

（ア）児童の実態を踏まえて設定された善進のポイントが、児童一人一人の道徳的価値に対す

る考え方、感じ方、生き方を深めることに有効だったか。

【成果】

・本校児童の道徳的価値に対する理解は個人差が非常に大きかったため、これを設定す

ることで一人一人の価値に対する理解の深まりを認めることができ、有効であった。

【課題】

・善進のポイントを設定するには、児童の実態をきちんと把握することが不可欠であるた

め、どのように把握するのがよいのか。

（イ）心の引き出しを「開く」「増やす」「選ぶ」を意識した授業展開が、児童一人一人の道

徳的価値についての考え方、感じ方、生き方を深めることに有効であったか。

【成果】

・「開く」場面では授業という土俵に児童一人一人を乗せる、「増やす」場面では多面的・

多角的な思考について触れる、「選ぶ」場面ではよりよい道徳的価値について考えるた

めに指導者がそのような授業になるよう意識しながら教材研究を行うことによって、児

童一人一人の道徳的価値の深まりにつながっていた。

【課題】

・「選ぶ」場面では、行動面のみの変容ではなく、内面の変容がある展開にするためには

どのようにすればよいのか。

（ウ）道徳的価値に対する考え方や感じ方、生き方に迫ることのできる発問や授業展開の工夫

【成果】

・心情メーターや比較、役割演技などの展開の工夫によって、児童が課題を自分事として

捉えることができていた。

・事前アンケートを取ることに加え、展開の途中においてアンケートに戻ることで、一層

児童が多面的・多角的な思考をすることができた。

・児童の実態に基づいた揺さぶりをかける補助発問が非常に有効であった。

【課題】

・終末における「まとめ」のあり方はどうあればよいのか。

・児童の実態に応じてワークシートの内容やノートのとり方をかなり厳選したが、やはり

思考の足あとが残ったほうがよいのではないか。

（エ）児童の実態に応じた道徳の授業における議論の形の追究

【成果】

・児童の実態に応じて議論の形を工夫することで、学級内に「話し合いたい」という雰囲

気が生まれ、話合いのための話合いではなく、課題を解決するための話合いが生まれた。

【課題】

・自分の意見を積極的に話さない児童について、どのように考えを取り上げていくか。
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。
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っ
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。
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。
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気
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迷
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。
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れ
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友
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考
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考
え
る
こ
と
で
、
ど

う
し
た
ら
正
し
い
判
断

が
で
き
る
の
か
考
え
さ
せ
た
い
。
最

後
は
二
人
と
も
正
し
い
判

断
が
で
き
た
こ
と
や
そ
の
後
す
っ

き
り
と
し
た
さ
わ
や
か

な
気
持
ち
で
遊
ん
で
い
る
場
面
に
触

れ
る
こ
と
で
、
自
分
た
ち

の
生
活
で
も
よ
く
考
え
て
正
し
い
判
断
を
す
る
こ
と
へ
の
意
欲
を
高
め
た
い
。
（
仮
説
の
検
証
場
面
２
）

 

 

≪
授
業
に
お
け
る
「
善
進
」
≫

 

児
童
の
実
態
か
ら
、
ま
だ
、
よ
い
こ
と
と
悪
い
こ
と
を
区
別
す
る
こ
と
が
難
し
い
児
童
は
、
「
行
く
」
「
行
か
な
い
」

気
持
ち
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
通
し
て
「
行
か
な
い
」
こ
と
が
正
し
い
判
断
で
あ
る
こ
と
に
気
付
け
れ
ば
善
進
と
す
る
。

次
の
段
階
と
し
て
、
二
人
の
す
ば
ら
し
い
と
こ
ろ
探
し
を
通
し
て
、
「
正
し
い
判
断
」
を
す
る
た
め
に
は
「
よ
く
考
え
る
」

「
自
分
で
決
め
る
」
な
ど
が
大
切
な
こ
と
に
気
付
き
、
考
え
を
広
め
た
り
深
め
た
り
し
た
こ
と
を
善
進
と
と
ら
え
る
。

 

 

≪
「
心
の
引
き
出
し
」
に
つ
い
て
≫

 

授
業
に
お
け
る
心
の
引
き
出
し
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
定
義
す
る
。

 

 
・
心
の
引
き
出
し
を
「
開
く
」
･･
･
自
分
の
考
え
を
明
ら
か
に
し
、
他
者
に
伝
え
る
。

 

 
・
心
の
引
き
出
し
を
「
増
や
す
」
･
･
･
対
話
す
る
こ
と
で
多
面
的
・
多
角
的
な
考
え
を
も
つ
。

 

 
・
心
の
引
き
出
し
を
「
選
ぶ
」
･･
･
状
況
や
立
場
に
応
じ
、
ふ
さ
わ
し
い
と
思
う
考
え
を
選
ぶ
。

 

 
本
時
の
展
開
の
中
で
、
こ
れ
ら
に
該
当
す
る
場
面
を
設
け
る
よ
う
に
す
る
。
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５
 
本
時
の
指
導
 

 (
１
)
ね
ら
い

 

 
 
 
ぽ
ん
た
と
か
ん
た
の
行
動

や
そ
の
理
由
に
つ
い
て

考
え
る
こ
と
を
通
し
て
、
よ
い
こ
と

と
悪
い
こ
と
に
対
す
る
考

え
を
深
め
、
よ
い
と
思
う
こ
と
を
進
ん
で
行
お
う
と
す
る
判
断
力
を
育
て
る
。

 

 (
２
)
展
 
開

 

 段 階
 

学
 
習
 
活
 
動

 

（
主
な
発
問
と
児
童
の
予
想
さ
れ
る
反
応
）

 

指
導

上
の

留
意

点
、

指
導

の
工

夫
、

評
価

（
☆

）
等

導 入
 

５ 分
 

１
 
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
、
よ
く
な
い
と
分
か
っ
て
い
て
も

し
て
し
ま
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
。

 
（
補
）
正
し
い
判
断
が
で
き
る
か
。

 

・
い
つ
も
で
き
る
･
･
･
○
人
 
・
で
き
る
･
･
･○

人
 

・
時
々
で
き
な
い
･
･
･
○
人
 
・
で
き
な
い
･
･･
○
人

 
 ２
 
今
日
、
考
え
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
 正

し
い
は
ん
だ
ん
を
す
る
た
め
に
、
ど
う
す
る
の
か
。

 

 

・
事

前
に

書
か

せ
た

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

を
提

示
し
て
共
有
す
る
。

 
 ・
友
達
に
誘
わ
れ
た
り
、
友
達
が
や
っ
て
い
る
の

を
見

た
り

し
て

児
童

が
迷

い
そ

う
な

生
活

場

面
を
話
題
に
す
る
。

 

展 開
 

２ ５
 

分
 

３
 
資
料
の
内
容
を
確
認
す
る
。

 
  【
仮
説
の
検
証
場
面
１
】

 
 ４

 
か

ん
た

に
さ

そ
わ

れ
た

と
き

の
ぽ

ん
た

の
気

持
ち

を
考

え
る
。

 
開

く
 

増
や

す
 

  
○
ぽ
ん
た
は
何
を
考
え
た
だ
ろ
う
。

  
 

 
 

「
行
か
な
い
」

 
 
 
・
行
っ
ち
ゃ
ダ
メ
だ
か
ら
。

 
 
 
・
け
が
を
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

 
 
 
・
お
こ
ら
れ
る
。

 
「
行
き
た
い
」

 
・
か
ん
た
と
遊
ぶ
約
束
を
し
て
い
る
。

 
・
秘
密
基
地
に
行
っ
て
み
た
い
。

 
・
少
し
だ
っ
た
ら
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
。

 
 
 

 
 ５
 
資
料
の
内
容
を
確
認
す
る
。

 
       

・
あ

ら
す

じ
を

捉
え

や
す

い
よ

う
に

挿
絵

を
提

示
し
な
が
ら
読
む
。

 
    ・
ぽ
ん
た
が
即
決
せ
ず
に
「
じ
っ
と
考
え
た
」
と

こ
ろ
を
確
認
す
る
。

 
 ・
「
行
き
た
い
」
と
「
行
か
な
い
」
の
ど
ち
ら
の

気
持

ち
が

強
い

か
を

心
情

円
（

心
の

メ
ー

タ

ー
）
で
表
現
さ
せ
て
か
ら
、
近
く
の
友
達
と
話

し
合
わ
せ
る
。

 
  ・
「
行
く
」
青
色

 
・
「
行
か
な
い
」
ピ
ン
ク
色

 
   ・
お
話
の
展
開
を
確
認
し
、
ぽ
ん
た
が
行
か
な
い

と
決
め
た
こ
と
、
か
ん
た
も
行
か
な
い
と
決
め

た
こ
と
、
裏
山
に
は
行
か
ず
に
二
人
で
遊
ん
だ

こ
と

を
挿

絵
や

キ
ー

ワ
ー

ド
を

書
い

た
カ

ー

ド
で
提
示
す
る
。

 
  

【
仮
説
の
検
証
場
面
１
】

 

６
 
ぶ
ら
ん
こ
に
揺
ら
れ
て
い
る
二
人
の
気
持
ち
を
考
え
る
。

 
○
二
人
は
ど
ん
な
気
持
ち
で
遊
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
。

 
 
・
う
れ
し
そ
う
。

 
 
・
い
い
こ
と
を
し
て
い
る
か
ら
も
っ
と
楽
し
い
。

 
 
・
楽
し
そ
う
。

 
 【
仮
説
の
検
証
場
面
２
】

 
 ７

 
ぽ

ん
た

と
か

ん
た

の
し

た
す

ば
ら

し
い

と
こ

ろ
を

考
え

る
。

 
 ○

ぽ
ん

た
と

か
ん

た
の

す
ば

ら
し

い
と

こ
ろ

は
ど

こ
で

し
ょ

う
。

 
 

増
や

す
 

  
 

ぽ
ん
た

 
 
 
・
よ
く
考
え
た
。

 
 
 
・
自
分
の
考
え
を
伝
え
た
。

 
（
よ
い
と
思
っ
た
こ
と
を
し
て
い
る
）

 
 
 
・
自
分
で
決
め
た
。

 
 
 
・
裏
山
に
行
か
な
か
っ
た
。

 
か
ん
た

 
・
や
っ
ぱ
り
行
く
の
を
や
め
た
。

 
 
 
・
自
分
で
考
え
た
。

 
 
 
・
自
分
で
決
め
た
。

 
 

・
秘
密
基
地
に
行
か
な
か
っ
た
の
に
、
楽
し
め
た

の
か
問
い
返
す
。

 
       ・

ぽ
ん

た
と

か
ん

た
の

す
ば

ら
し

い
と

こ
ろ

を

探
し
、
二
人
と
も
よ
く
考
え
自
分
で
決
め
て
正

し
い
判
断
が
で
き
た
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
 ☆

ぽ
ん

た
と

か
ん

た
の

す
ば

ら
し

い
と

こ
ろ

を

見
つ
け
て
い
る
。
（
発
言
・
行
動
観
察
）

 

終 末
 

１ ５
 

分
 

８
 
本
時
の
ま
と
め
と
振
り
返
り
を
す
る
。

 
○
正
し
い
判
断
を
す
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
ま
と

め
よ
う
。

 
 

選
ぶ

 

・
正
し
い
判
断
を
す
る
に
は
、

 

 
 
 
よ
く
考
え
る
。

 

自
分
で
決
め
て
行
動
す
る
。

 

先
の
こ
と
も
考
え
る
。

 

 

○
今

日
の

学
習

で
気

付
い

た
こ

と
や

分
か

っ
た

こ
と

を
書

こ

う
。

 

・
自
分
も
正
し
い
判
断
が
で
き
る
よ
う
に
よ
く
考
え
た
い
。

 

・
正
し
い
判
断
が
で
き
る
と
よ
い
気
持
ち
に
な
れ
そ
う
。

 

 

 ・
正

し
い

判
断

が
で

き
た

ぽ
ん

た
と

か
ん

た
の

し
た
こ
と
を
参
考
に
し
て
、
学
習
の
振
り
返
り

を
さ
せ
る
。
（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
）

 

 ☆
本
時
の
学
習
を
振
り
返
り
、
正
し
い
判
断
を
す

る
た

め
に

ど
う

し
た

ら
よ

い
の

か
自

分
な

り

の
言
葉
で
ま
と
め
て
い
る
。（

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
）

  ・
友
達
の
考
え
で
「
い
い
な
」
と
思
っ
た
考
え
を

書
か
せ
る
よ
う
に
す
る
。

 

     

【
仮
説
の
検
証
場
面
２
】
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６
 
板
書
計
画
 

              ７
 
ア
ン
ケ
ー
ト
 

 ２
年
生
 

ど
う

と
く

ア
ン

ケ
ー

ト
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ば
ん
 
名
前
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

①
 
 
正
し
い
は
ん
だ
ん
が
で
き
ま
す
か
。

 

 

１
 
で
き
な
い
 
 
２
 
と
き
ど
き
で
き
な
い
 
 
３
 
で
き
る
 
 
４
 
い
つ
も
で
き
る

 

 ②
 
友
だ
ち
に
さ
そ
わ
れ
た
り
、
友
だ
ち
に
つ
ら
れ
た
り
し
て
正
し
い
は
ん
だ
ん
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

 

＊
よ
く
な
い
こ
と
と
わ
か
っ
て
い
て
、
や
っ
て
し
ま
う
こ
と
。

 

 

１
 
あ
る
 
 
 
 
２
 
な
い

 

 ③
 
そ
れ
は
ど
ん
な
と
き
で
す
か
。

 

 

 
 
正
し
い
は
ん
だ
ん
を
す
る
た
め
に
、
ど
う
す
る
の
か

 

。
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

誘
わ

れ
て

い
る

挿
絵

 

二
人

で
ブ

ラ
ン

コ
を

し
て

い
る

挿
絵

 

か
ん

た
の

挿
絵

 

ぼ
く
は
行
か
な
い
よ
。
だ
っ
て
、
（
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 

ぽ
ん

た
の

挿
絵

 

正
し
い
は

ん
だ
ん

を
す
る

た
め
に

、
 

ぼ
く
も
行
か
な
い
。
自
分
で
考
え
て
き
め
た
。
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道
徳

科
学

習
指

導
案

 
１
０
月
２
１
日
 
５
校
時
（
３
年
１
組
教
室
）
 

３
学
年
１
組
（
２
９
名
）
 

指
導
者
 
教
諭
 
岩
村
 
恭
也
 

 １
 
主
題
名
 
き
ま
り
を
守
る
こ
と
の
意
味
 
〈
内
容
項
目

C
 
規
則
の
尊
重
〉
 
 

 ２
 
教
材
名
 
新
聞
係
 
（
出
典
：
小
学
校
道
徳
３
 
は
ば
た
こ
う
明
日
へ
 
教
育
出
版
）
 

 ３
 
主
題
設
定
の
理
由
 

（
１
）
ね
ら
い
と
す
る
道
徳
的
価
値
に
つ
い
て
（
価
値
観
）
 

 
本
教
材
は
、
学
習
指
導
要
領
の
「
C
 
主
と
し
て
集
団
や
社
会
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と
」
の
（
１
２
）「

約
束
や
社
会

の
き
ま
り
の
意
義
を
理
解
し
、
そ
れ
ら
を
守
る
こ
と
。
」
に
関
わ
る
教
材
で
あ
る
。
児
童
は
学
級
や
学
校
と
い
う
社
会
的
集
団

の
中
で
暮
ら
し
て
お
り
、
さ
ら
に
広
い
視
点
で
考
え
る
と
、
そ
の
地
域
に
住
む
一
人
、
国
民
の
一
人
と
い
っ
た
社
会
集
団
の

一
員
で
あ
る
。
集
団
や
社
会
に
属
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
こ
に
は
必
ず
き
ま
り
（
ル
ー
ル
）
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
は
、
集

団
全
体
の
こ
と
を
考
え
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
き
ま
り
を
守
る
こ
と
は
よ
り
よ
い
集
団
や
社
会
へ
と
繋
が
り
、
自
分

自
身
に
と
っ
て
も
良
い
も
の
と
な
る
一
方
、
き
ま
り
を
破
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
集
団
や
社
会
に
属
す
る
他
の
人
々
に
悪
影
響

を
お
よ
ぼ
し
、
集
団
や
社
会
の
乱
れ
に
繋
が
り
、
自
分
自
身
に
と
っ
て
も
良
く
な
い
も
の
と
な
る
。
き
ま
り
を
守
る
こ
と
は
、

集
団
や
社
会
の
た
め
で
も
あ
り
、
そ
こ
に
属
す
る
自
分
の
た
め
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
に
気
付
か
せ
た
い
。
 

（
２
）
ね
ら
い
に
関
わ
る
児
童
の
実
態
に
つ
い
て
（
児
童
観
）
 

 
本
学
級
の
児
童
は
、
き
ま
り
は
大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
や
、
守
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と
だ
と
い
う
考
え
は
あ
る
も

の
の
、
自
分
の
立
場
や
状
況
に
よ
っ
て
は
勝
手
に
理
由
を
つ
け
て
守
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
き
ま
り
を
守
ら
な
い
こ

と
は
自
分
自
身
に
と
っ
て
も
良
く
な
い
と
い
う
考
え
を
も
つ
こ
と
は
で
き
る
が
、
周
り
の
人
た
ち
や
関
わ
っ
て
い
る
人
た
ち

も
嫌
な
思
い
を
し
て
い
た
り
、
我
慢
を
し
た
り
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
に
は
、
あ
ま
り
意
識
が
向
い
て
い
な
い
。
例
え

ば
時
間
を
守
ら
な
い
こ
と
は
、
自
分
の
活
動
の
時
間
が
減
る
と
い
う
考
え
は
出
る
が
、
待
っ
て
い
る
人
た
ち
の
活
動
時
間
も

減
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
は
あ
ま
り
気
付
い
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
本
時
の
学
習
を
通
し
て
、
自
分
本
位
な
考
え
は
も
ち

ろ
ん
、
無
意
識
で
あ
っ
て
も
き
ま
り
や
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
こ
と
は
、
周
り
の
人
た
ち
も
嫌
な
思
い
や
大
変
な
思
い
を
す
る

こ
と
に
繋
が
っ
て
い
く
と
い
う
よ
う
に
、
周
り
に
目
を
向
け
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。
 

（
３
）
教
材
に
つ
い
て
（
教
材
観
）
 

 
本
教
材
は
、
新
聞
係
で
あ
る
児
童
が
次
の
新
聞
の
記
事
に
、
お
も
し
ろ
く
て
興
味
を
ひ
く
も
の
と
し
て
友
達
が
怒
ら
れ
て

い
た
こ
と
を
書
く
の
は
ど
う
か
と
い
う
案
を
出
す
。
し
か
し
、
新
聞
作
り
に
も
き
ま
り
が
あ
り
、
き
ま
り
を
守
っ
て
書
い
た

方
が
お
も
し
ろ
い
と
い
う
考
え
に
な
り
、
よ
り
よ
い
新
聞
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
登
場
人
物
の
ま
ゆ

は
、
悪
気
が
あ
っ
て
記
事
に
し
よ
う
と
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
お
も
し
ろ
い
記
事
に
し
た
い
と
い
う
自
分
本
位
の
考
え
を

優
先
し
、
書
か
れ
る
友
達
の
こ
と
ま
で
考
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
児
童
の
日
常
生
活
で
も
見
ら
れ
る
こ
と

で
、
き
ま
り
と
分
か
っ
て
い
な
が
ら
も
、
自
分
を
正
当
化
し
き
ま
り
を
破
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
と
似
て
い
る
。
児
童
が

よ
り
考
え
や
す
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
友
達
が
怒
ら
れ
て
い
た
記
事
の
新
聞
と
、
違
う
内
容
の
新
聞
を
比
較
し
な
が
ら
考

え
る
活
動
を
取
り
入
れ
、
そ
の
違
い
を
広
く
深
く
追
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
は
自
分
の
た
め
に
も
み

ん
な
の
た
め
に
も
な
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
て
い
き
た
い
。
 

   

４
 
校
内
研
究
と
の
関
わ
り
 

〈
研
究
主
題
〉
 
児
童
の
実
態
に
応
じ
た
『
考
え
、
議
論
す
る
道
徳
』
 

 
 
 
 
 
～
児
童
の
道
徳
的
価
値
に
対
す
る
考
え
方
、
感
じ
方
、
生
き
方
を
善
進
さ
せ
る
授
業
づ
く
り
～
 

 〈
研
究
仮
説
〉
 
道
徳
的
価
値
に
対
す
る
考
え
方
や
感
じ
方
、
生
き
方
に
迫
る
こ
と
の
で
き
る
発
問
の
工
夫
を
し
て
い
く
こ
と

や
、
児
童
の
実
態
に
応
じ
た
道
徳
の
授
業
に
お
け
る
議
論
の
形
を
追
究
す
る
こ
と
で
、
児
童
が
問
題
を
自
分
事

と
し
て
捉
え
、
善
進
し
、
正
し
い
判
断
を
す
る
力
が
身
に
付
く
で
あ
ろ
う
。
 

  
 
本
時
の
学
習
で
は
、
教
材
を
最
後
ま
で
確
認
し
た
段
階
で
、「

も
し
も
、
し
ゅ
ん
す
け
の
こ
と
を
記
事
に
載
せ
た
新
聞
を
作

っ
て
い
た
ら
。
」
と
い
う
場
面
を
設
定
す
る
。
３
年
生
の
発
達
段
階
と
し
て
、
具
体
的
に
比
較
さ
せ
た
方
が
、
よ
り
考
え
が
広

が
っ
た
り
深
ま
っ
た
り
す
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
人
の
失
敗
を
載
せ
た
新
聞
と
、
載
せ
な
か
っ
た
新
聞
と
を
比
べ
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
新
聞
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
話
し
合
っ
て
い
く
。
載
せ
た
方
は
「
お
も
し
ろ
い
」
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
一
部
の
人
間
の
興
味
本
位
の
お
も
し
ろ
さ
で
あ
り
、
多
く
の
人
は
不
快
に
思
う
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
こ
と
に
気
付
か
せ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
載
せ
な
か
っ
た
方
は
よ
り
多
く
の
人
が
安
心
し
て
読
め
る
「
お
も
し
ろ
さ
」

や
「
よ
さ
」
が
あ
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
に
気
付
か
せ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
き
ま
り
を
守
る
こ
と
が
多
く
の
人
の
た
め
に
な

っ
て
い
る
と
い
う
考
え
を
引
き
出
す
こ
と
に
つ
な
げ
て
い
く
。
 

 《
授
業
に
お
け
る
「
善
進
」
》
 

 
本
時
の
学
習
で
身
に
付
け
た
い
道
徳
的
価
値
と
し
て
の
、
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
が
な
ぜ
大
切
な
の
か
気
付
か
な
い
児
童
も

い
る
こ
と
が
実
態
か

ら
予
想
さ
れ

る
。
そ
の
場

合
で
も
、
「
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と

で
自
分
が
い

い
気
持
ち
に

な
る
。
」
な
ど
、

「
み
ん
な
の
た
め
」
ま
で
は
至
ら
な
く
と
も
、「

自
分
の
た
め
」
と
い
う
考
え
で
ル
ー
ル
を
守
る
大
切
さ
を
考
え
て
い
る
場
合

に
つ
い
て
は
「
善
進
」
と
捉
え
る
も
の
と
す
る
。
 

 《
「
心
の
引
き
出
し
」
に
つ
い
て
》
 

 
授
業
に
お
け
る
心
の
引
き
出
し
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
定
義
す
る
。
 

 
・
心
の
引
き
出
し
を
「
開
く
」
 
…
自
分
の
考
え
を
明
ら
か
に
し
、
他
者
に
伝
え
る
。
 

 
・
心
の
引
き
出
し
を
「
増
や
す
」
…
対
話
す
る
こ
と
で
多
面
的
・
多
角
的
な
考
え
を
も
つ
。
 

 
・
心
の
引
き
出
し
を
「
選
ぶ
」
 
…
状
況
や
立
場
に
応
じ
、
ふ
さ
わ
し
い
と
思
う
考
え
を
選
ぶ
。
 

 
本
時
の
展
開
の
中
で
、
こ
れ
ら
に
該
当
す
る
場
面
を
設
け
る
よ
う
に
す
る
。
 

 ５
 
本
時
の
指
導
 

（
１
）
 ね

ら
い
 

新
聞
作
り
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
を
と
お
し
て
、
き
ま
り
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
に
対
す
る
考
え
を
深
め
、
き

ま
り
を
大
切
に
し
よ
う
と
す
る
心
情
を
育
て
る
。
 

 

（
２
）
 展

開
 

段 階
 

学
習
活
動
 

（
主
な
発
問
と
児
童
の
予
想
さ
れ
る
反
応
）
 

指
導
上
の
留
意
点
、
指
導
の
工
夫
、
評
価
（
☆
）
等

導 入
 

３
 

分
 

１
 
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
提
示
し
、
き
ま
り
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
を
確
か
め
る
。
 

  

・
事
前
に

書
か

せ
た
ア

ン
ケ
ー

ト
の

結
果
を

提
示

し

て
共
有
す
る
。
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２
 
今
日
考
え
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

  

 

展 開
 

3
7

分
 

３
 
前
半
の
資
料
を
読
み
、
場
面
・
状
況
を
と
ら
え
る
。
 

○
誰
が
出
て
き
た
？
 

・
新
聞
係
、
ま
ゆ
、
な
お
ひ
ろ
、
し
ゅ
ん
す
け
 

○
ど
ん
な
場
面
だ
っ
た
？
 

・
新
聞
の
記
事
を
考
え
て
い
た
。
 

・
怒

ら
れ

た
し

ゅ
ん

す
け
の

こ
と

を
記

事
に
載

せ
る

か
ど
う

か

を
話
し
て
い
た
。
 

・
お
も
し
ろ
け
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
。
 

 ４
 
自
分
な
ら
新
聞
に
載
せ
る
か
ど
う
か
を
考
え
る
。
 

 ５
 
後
半
部
分
を
読
み
、
確
認
す
る
。
 

・
み
ん
な
が
集
ま
っ
て
き
て
読
ん
で
い
た
。
 

・
に
ぎ
や
か
な
声
が
ひ
び
き
わ
た
っ
た
。
 

  ６
 
二
つ
の
新
聞
を
比
べ
て
、
ど
の
よ
う
に
感
じ
る
か
を
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
に
記
入
す
る
。
 

開
く

 

     ７
 
ペ
ア
で
話
合
い
な
が
ら
意
見
を
交
流
し
、
全
体
で
も
共
有
す

る
。
 

増
や
す

 

・
載

せ
た

記
事

は
お

も
し

ろ
い

と
思

う
人

も
い

る
か

も
し
れ

な

い
。
 

・
載
せ
た
新
聞
は
お
も
し
ろ
い
と
思
う
人
は
少
な
い
と
思
う
。
 

・
載
せ
な
い
方
が
見
て
い
て
嫌
な
気
持
ち
に
な
ら
な
い
な
。
 

・
載
せ
た
新
聞
は
ち
ょ
っ
と
嫌
だ
な
。
 

・
自
分
の
名
前
だ
っ
た
ら
恥
ず
か
し
い
か
も
。
 

・
載
せ
な
い
方
は
誰
が
読
ん
で
も
お
も
し
ろ
い
。
 

・
載
せ
な
い
方
は
誰
も
嫌
な
思
い
を
し
な
い
。
 

・
他
の
学
年
の
人
や
お
家
の
人
が
見
て
も
安
心
。
 

     

・
C
D
に
よ
る
範
読
を
聞
き
な
が
ら
、
教
師
側
で
話
の

状
況
の
要
点
を
ま
と
め
る
。
 

       ・
新
聞
に

載
せ

る
か
載

せ
な
い

か
を

変
化
シ

ー
ト

に

記
入
す
る
。
 

     ・
載
せ
た

場
合

の
記
事

と
載
せ

な
い

場
合
の

記
事

を

提
示
す
る
。
 

     ・
児
童
か

ら
出

た
考
え

の
中
か

ら
キ

ー
ワ
ー

ド
を

板

書
に
残
し
て
お
く
。
 

～
キ
ー
ワ
ー
ド
～
 

・
悲
し
い
思
い
に
な
ら
な
い
。
 

・
嫌
な
思
い
に
な
る
人
が
い
な
い
。
 

・
み
ん
な
が
楽
し
い
。
 
 
 
 
 
 
 
な
ど
 

 ・
新
聞
の

特
性

と
し
て

、
廊
下

等
に

掲
示
さ

れ
多

く

の
人
が
目
に
す
る
こ
と
を
押
さ
え
る
。
 

・
二
つ
の

記
事

は
き
ま

り
を
守

っ
た

も
の
と

守
ら

な

か
っ
た

も
の
で

あ
る

こ
と
を

押
さ

え
、
新

聞
作

り

の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
も
確
認
す
る
。
 

    

な
ぜ
、
ル
ー
ル
は
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
 

【
仮
説
の
検
証
場
面
】

◎
し
ゅ
ん
す
け
の
こ
と
を
記
事
に
し
た
新
聞
と
し
な
か
っ
た

新
聞
を
比
べ
て
み
よ
う
。
ど
ん
な
よ
い
と
こ
ろ
や
悪
い
と

こ
ろ
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。
 

８
 
学
校
の
生
活
に
あ
る
き
ま
り
を
確
認
す
る
。
 

・
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
で
遊
ぶ
と
き
の
ル
ー
ル
が
あ
る
よ
。
 

・
廊
下
を
走
っ
て
は
い
け
な
い
き
ま
り
。
 

・
時
間
を
守
る
と
い
う
き
ま
り
が
あ
る
。
 

 ９
 

き
ま

り
を

守
っ

た
と

き
と

守
ら

な
か

っ
た

と
き

の
よ
い

こ

と
、
悪
い
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
。
 

・
仲
良
く
遊
べ
る
。
 

・
廊
下
を
歩
く
と
き
に
安
全
。
 

・
け
が
を
し
な
い
で
過
ご
せ
る
。
 

・
み
ん
な
が
気
持
ち
よ
く
過
ご
せ
る
。
 

・
み
ん
な
に
迷
惑
を
か
け
な
い
。
 

   1
0
 
自
分
の
生
活
に
つ
い
て
振
り
返
り
、
ノ
ー
ト
に
書
き
発
表
す

る
。
 

選
ぶ

 

○
ル
ー
ル
を
守
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
振
り
返
ろ
う
。
 

・
み
ん
な
が
気
持
ち
よ
く
過
ご
す
た
め
に
必
要
。
 

・
仲
良
く
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
安
全
で
け
が
を
し
な
い
で
過
ご
す
た
め
に
大
切
。
 

・
ア
ン
ケ

ー
ト

の
内
容

を
提
示

し
な

が
ら
、

全
体

で

共
有
す
る
。
 

・
き
ま
り

を
絞

っ
て
考

え
さ
せ

る
必

要
が
あ

る
と

き

は
、
一
つ
に
絞
る
。
 

 ☆
自
分
の

生
活

に
置
き

換
え
て

、
ル

ー
ル
を

守
っ

た

時
と
守

ら
な
か

っ
た

時
を
多

面
的

・
多
角

的
に

考

え
て
い
る
。
（
発
言
・
つ
ぶ
や
き
）
 

・
守
る
こ

と
は

、
み
ん

な
の
た

め
に

も
自
分

の
た

め

に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
せ
る
。
 

      

終 末
 

５ 分
 

１
０
 
考
え
た
こ
と
を
共
有
す
る
。
 

・
グ
ル
ー

プ
の

中
で
発

表
し
合

い
、

全
体
で

も
数

名

の
考
え
を
共
有
さ
せ
る
。
 

 ６
 
板
書
計
画
 

             ※
記
事
①
は
、「

し
ゅ
ん
す
け
の
こ
と
を
載
せ
た
記
事
」
②
は
「
違
う
内
容
の
記
事
」
 

新 聞 係

 

 

な ぜ ル ー ル は 守 ら な け れ ば い け な い の

 

挿
絵
 

二 つ を く ら べ て 、 ど っ ち が 好 き ？

自 分 た ち の き ま り

 

・ ド ッ ジ ボ ー ル の き ま り

 

・ 廊 下 を 歩 く き ま り

 

・ 時 間 を 守 る き ま り

 

記
事

②
 

記
事

①
 ・ お も し ろ い

 

・ 自 分 も 書 か れ た ら 嫌 だ

 

・ 悲 し い 思 い を す る か も

 

・ 書 い た 人 も 読 ん だ 人 み ん な

も い い 気 持 ち

 

・ だ れ も 悲 し く な ら な い

 

・ 嫌 な 思 い に な る 人 が い な い

 

守
っ

た
 

守
ら

な
か

っ
た

新 聞 の 記 事 を 考 え

て い た 。

 

し ゅ ん す け の こ と

を 記 事 に す る か ど

う か

 

新
聞
作

り
の
ル
ー
ル

嫌
な
こ

と
は
書
か
な
い

み
ん
な

が
楽
し
め
る
 

・ 仲 よ く 遊 べ る

 

・ け が を し な い で 安 全

 

・ 勉 強 時 間 が 減 ら な い

 

・ け ん か に な る

 

・ 怪 我 を す る

 

・ 時 間 が な く な る

 

よ
い
 

よ
く
な

い
 

（
時
間
に
つ
い
て
）
 

・
自

分
の

勉
強

時
間

が
減
る
。
 

・
他

の
人

の
勉

強
時

間
も
減
る
。
 

・
将

来
の

た
め

に
な

ら
な
い
。
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道
徳

科
学

習
指

導
案 １

０
月
２

１
日

校
時

（
５
年

１
組

教
室
）

第
５

学
年

１
組
（

３
０

名
）

指
導

者
教

諭
松
生

大
介

１
主

題
名

相
手
の

立
場

に
立
っ

て
<
B

親
切

思
い

や
り
>

２
教

材
名

ほ
の
ぼ

の
テ

ス
ト

（
出

典
名

教
育
出

版
小

学
道

徳
５

は
ば

た
こ
う

明
日
へ

）

３
主

題
設
定

の
理
由

（
１
）

ね
ら
い

と
す
る

道
徳

的
価
値

に
つ

い
て
(
価
値

観
)

本
教

材
は

学
習

指
導

要
領

「
Ｂ

主
と

し
て

人
と

の
関

わ
り

に
関

す
る

こ
と

」
の

（
７

）
「

誰
に

対
し

て
も

思
い

や

り
の
心

を
も
ち

、
相

手
の

立
場
に

立
っ

て
親
切

に
す

る
こ
と

。」
に
関

わ
る
教

材
で
あ

る
。
同
価

値
項

目
に
つ

い
て
は

、

低
学

年
で

は
「

相
手

の
こ

と
」
、

中
学

年
で

は
「

相
手

の
気

持
ち

」
を

考
え

る
と

い
う

学
習

を
経

て
き

た
。

５
年

生
に

お
い

て
は

、
そ

こ
か

ら
さ

ら
に

相
手

の
置

か
れ

て
い

る
立

場
や

背
景

、
状

況
ま

で
考

慮
し

て
、
「

相
手

の
立

場
」

に
立

っ
て
親

切
に
す

る
こ
と

を
意

識
さ
せ

て
い

く
。
さ

ら
に
、

様
々

な
相
手

に
応

じ
て
、

そ
の
人

に
と
っ

て
ど

う
す
る

こ
と

が
大
切

な
の
か

考
え
る

こ
と

も
思
い

や
り

で
あ
る

と
い
う

こ
と

に
気
付

か
せ

る
よ
う

に
し
た

い
。

（
２
）

ね
ら
い

に
関
わ

る
児

童
の
実

態
に

つ
い
て

（
児
童

観
）

普
段

の
生
活

の
様
子

を
見

て
い
る

と
、

友
達
が

困
っ
て

い
る

と
き
に

は
手

を
さ
し

の
べ
る

児
童
が

多
い

。
宿
泊

学
習

を
通
し

て
、
仲

間
同
士

助
け

合
っ
て

活
動

す
る
こ

と
の
大

切
さ

に
つ
い

て
も

学
ぶ
経

験
を
経

て
き
た

。

親
切

に
す
る

場
面
は

、
困

っ
て
い

る
こ

と
を
表

に
出
し

て
い

る
人
を

助
け

る
場
合

や
、
困

り
感
が

表
出

し
て
い

な
く

て
も
相

手
の
こ

と
を
お

も
ん

ぱ
か
っ

て
助

け
る
場

合
や
本

当
に

相
手
の

こ
と

を
考
え

て
助
け

る
場
合

、
さ

ら
に
相

手
を

助
け
る

こ
と
で

、
教
師

や
仲

間
か
ら

自
分

が
認
め

ら
れ
る

こ
と

を
想
定

す
る

場
合
、

困
っ
て

い
な
い

部
分

に
つ
い

て
も

助
け
て

し
ま
う

場
合
、

親
切

に
す
る

対
象

だ
け
を

考
え
て

し
ま

い
、
そ

れ
以

外
の
人

が
困
っ

て
し
ま

う
場

合
な
ど

実
に

様
々

な
ケ

ー
ス

が
あ

る
。

本
学

級
の

児
童

も
、
「

親
切

・
思

い
や

り
」

と
い

う
言

葉
に

対
す

る
理

解
度

の
浅

深
、

実
践

の
多
種

多
様
さ

が
う
か

が
え

る
。
本

教
材

を
取
り

扱
う
中

で
児

童
達
に

は
、

様
々
な

立
場
に

立
っ
て

考
え

、
誰
に

対
し

て
も
思

い
や
り

の
心
を

も
っ

て
行
動

で
き

る
心
の

引
き
出

し
を

増
や
す

こ
と

を
ね
ら

っ
て
い

く
。
そ

し
て

、
高
学

年
と

し
て
の

リ
ー
ダ

ー
シ
ッ

プ
を

発
揮
し

て
下

級
生
と

接
し
て

い
く

こ
と
が

で
き

る
よ
う

に
さ
せ

た
い
。

（
３
）

教
材
に

つ
い
て

（
教

材
観
）

本
教

材
は
、

特
急
バ

ス
で

の
出
来

事
を

通
し
て

、
様
々

な
立

場
に
立

っ
て

考
え
な

が
ら
相

手
に
親

切
に

す
る
に

は
ど

う
す
れ

ば
よ
い

か
に
つ

い
て

考
え
る

教
材

で
あ
る

。
普
段

の
生

活
に
お

い
て

そ
う
い

っ
た
場

面
に
遭

遇
す

る
こ
と

は
よ

く
あ
る

が
、
児

童
の
日

常
と

は
や
や

か
け

離
れ
て

い
る
教

材
と

言
え
る

。
そ

こ
で
、

役
割
演

技
を
取

り
入

れ
る
こ

と
で

「
お
じ

い
さ
ん

」
と
「

乗
客

」
と
い

う
登

場
人
物

の
立
場

に
つ

い
て
理

解
を

深
め
て

い
く
。

ま
た
、

表
を

用
い
て

双
方

の
立
場

や
考
え

の
違
い

を
明

確
に
し

て
い

く
。

ま
た

、
展
開

後
半
の

「
も

し
自
分

が
運

転
手
だ

っ
た
ら

ど
う

す
る
か

」
考

え
る
場

面
で
は

、
出
さ

れ
た

意
見
を

「
お

じ
い

さ
ん

を
第

一
に

考
え

る
」
「

乗
客

を
第

一
に

考
え

る
」
「

両
方

を
第

一
に

考
え

る
」

の
３

つ
に

分
類

す
る

。
こ

う

す
る
こ

と
で
、

一
見
親

切
で

は
な
い

と
感

じ
る
運

転
手
の

行
動

が
「
両

方
を

第
一
に

考
え
る

」
方
法

だ
っ

た
と
い

う
こ

と
に
気

付
か
せ

て
い
き

た
い

。

４
校

内
研
と

の
関
わ

り

＜
研
究

主
題
＞

児
童

の
実

態
に
応

じ
た

「
考
え

、
議
論

す
る

道
徳
」

～
児

童
の
道

徳
的

価
値
観

に
対

す
る
考

え
方
、

感
じ

方
、
生

き
方

を
善
進

さ
せ
る

授
業
づ

く
り

～

＜
研
究

仮
説
＞

道
徳

的
価

値
に
対

す
る

考
え
方

や
感
じ

方
、

生
き
方

に
迫

る
こ
と

の
で
き

る
発
問

を
工

夫
し
て

い
く

こ
と
や

、
児

童
の
実

態
に

応
じ
た

道
徳
の

授
業

に
お
け

る
議

論
の
形

を
追
究

す
る
こ

と
で

、
児
童

が
問

題
を
自

分
事

と
し
て

捉
え

、
善
進

し
、
正

し
い

判
断
を

す
る

力
が
身

に
付
く

で
あ
ろ

う
。

本
時

の
学
習

で
は
、

ま
ず

、
バ
ス

を
停

め
た
と

き
と
停

め
な

い
と
き

の
お

じ
い
さ

ん
と
乗

客
の
気

持
ち

に
つ
い

て
、

そ
れ
ぞ

れ
の
立

場
に
立

っ
て

考
え
さ

せ
る

。
そ
の

後
、
自

分
た

ち
な
り

の
対

処
方
法

を
考
え

さ
せ
る

と
き

に
は
、

運
転

手
の
立

場
に
立

っ
て
考

え
る

こ
と
を

伝
え

る
。
立

場
の
違

い
を

明
確
に

さ
せ

る
発
問

を
行
う

こ
と
で

、
児

童
の
思

考
が

整
理

さ
れ

、
「

バ
ス

を
停

め
る

」
ま

た
は

「
停

め
な

い
」

以
外

の
、

お
じ

い
さ

ん
と

乗
客

の
双

方
を

救
う

考
え

を
引

き

出
す
こ

と
が
で

き
る
と

考
え

る
。
さ

ら
に

、
こ
の

問
い
は

答
え

が
ひ
と

つ
で

は
な
い

が
故
に

即
答
す

る
こ

と
が
難

し
い

こ
と
か

ら
、
必

要
に
応

じ
て

近
く
の

席
の

児
童
同

士
で
小

グ
ル

ー
プ
を

作
っ

て
話
し

合
わ
せ

る
。
児

童
に

と
っ
て

よ
り

必
要
感

の
あ
る

対
話
の

形
態

が
そ
こ

で
生

ま
れ
る

と
と
も

に
、

自
分
の

考
え

を
仲
間

に
認
め

て
も
ら

っ
た

り
、
出

さ
れ

た
意
見

を
グ
ル

ー
プ
内

で
さ

ら
に
深

め
て

い
っ
た

り
す
る

こ
と

で
、
よ

り
多

様
な
意

見
を
引

き
出
す

こ
と

が
で
き

る
と

考
え
る

。

<
<
授
業

に
お
け

る
「
善

進
」

>
>

展
開

終
末
の

「
相
手

の
立

場
に
立

っ
て

親
切
に

す
る
と

は
ど

う
い
う

こ
と

か
」
に

つ
い
て

考
え
さ

せ
る

場
面
で

は
、

「
お
じ

い
さ
ん

と
乗
客

の
両

方
を
第

一
に

考
え
る

」
と
い

う
考

え
に
気

付
け

な
い
児

童
も
い

る
こ
と

が
予

想
さ
れ

る
。

そ
う

い
っ

た
場

合
で

も
、
「

初
め

は
お

じ
い

さ
ん

の
こ

と
し

か
考

え
ら

れ
な

か
っ

た
が

、
乗

客
の

こ
と

も
考

え
な

く
て

は
い
け

な
い
か

ら
バ
ス

は
停

め
な
い

方
が

よ
い
」
等
、
導

入
段

階
と
比

べ
て
心

の
引

き
出
し

が
増
え

た
場

合
は
「

善
進
」

と
捉
え

る
も
の

と
す
る

。

<
<
「
心

の
引
き

出
し
」

に
つ

い
て
>
>

授
業

に
お
け

る
心
の

引
き

出
し
に

つ
い

て
、
次

の
よ
う

に
定

義
す
る

。

・
心

の
引
き

出
し
を

「
開

く
」

･
･
･
自
分

の
考
え

を
明
ら

か
に

し
、
他

者
に

伝
え
る

。

・
心

の
引
き

出
し
を

「
増

や
す
」

･
･
･
対
話

す
る
こ

と
で
多

面
的

・
多
角

的
な

考
え
を

も
つ
。

・
心

の
引
き

出
し
を

「
選

ぶ
」

･
･
･
状
況

や
立
場

に
応
じ

、
ふ

さ
わ
し

い
と

思
う
考

え
を
選

ぶ
。

本
時

の
展
開

の
中
で

、
こ

れ
ら
に

該
当

す
る
場

面
を
設

け
る

よ
う
に

す
る

。

５
本

時
の
指

導

（
１
）

ね
ら
い

別
々

の
立

場
に
立

つ
人

の
気
持

ち
に

つ
い
て

話
し
合

う
活

動
を
通

し
て

、
相
手

の
気
持

ち
を
考

え
て

行
動
す

る
こ

と
の

大
切
さ

に
気
付

き
、

相
手
の

立
場

に
立
っ

て
親
切

に
し

よ
う
と

す
る

心
情
を

育
て
る

。

（
２

）
展
開

段
学

習
活
動

指
導

上
の
留

意
点

、
指
導

の
工

夫
、
評

価
（
☆

）
等

階
（

主
な
発

問
と

児
童
の

予
想
さ

れ
る

反
応
）

導
１

事
前
ア

ン
ケ

ー
ト
の

結
果
を

も
と

に
、
親

切
に
す

・
ア

ン
ケ

ー
ト

「
親

切
に

す
る

っ
て

ど
う

い
う

こ
と

入
る

こ
と
の

意
味

に
つ
い

て
考
え

る
。

だ
ろ

う
」

の
結
果

を
示
す

。

５ 分
２

課
題
に

つ
い

て
確
認

す
る
。

相
手

の
立
場

に
立

っ
た
親

切
っ

て
ど
う

い
う
こ

と
だ

ろ
う

－29－



３
資

料
「

ほ
の

ぼ
の
テ

ス
ト
」

を
読

み
、
物

語
の
内

・
教
科

書
P4
4L
6
ま

で
の
お

話
の
状

況
に

つ
い
て

、

容
を

確
認

す
る

。
要
点

を
確

認
し
て

い
く
。

展
４

台
町
に

停
ま

ら
な
い

と
わ
か

っ
た

と
き
の

お
じ
い

・
お

じ
い

さ
ん

、
乗

客
の

そ
れ

ぞ
れ

の
立

場
で

の
考

さ
ん

、
乗

客
の

気
持
ち

を
そ
れ

ぞ
れ

考
え
る

。
え
を

表
に

ま
と
め

て
板
書

す
る
。

<
お

じ
い

さ
ん
>

開
・

ど
う
し

よ
う

。

・
大

変
だ

け
ど

元
町
で

降
り
て

歩
こ

う
か
。

<
乗

客
>

32
・

お
じ
い

さ
ん

を
降
ろ

し
て
あ

げ
た

方
が
い

い
。

・
乗

客
の

立
場

で
は

、
特

急
の

バ
ス

で
あ

る
こ

と
か

分
・

き
ま
り

だ
か

ら
降
ろ

さ
な
い

方
が

い
い
。

ら
「

目
的

地
ま

で
急

ぐ
」

立
場

も
あ

る
こ

と
を

想

・
他

の
お

客
さ

ん
の
迷

惑
に
な

る
か

ら
降
ろ

さ
な
い

像
さ

せ
る

。

方
が
い

い
。

５
バ

ス
を

停
め

た
と
き

と
停
め

な
か

っ
た
と

き
の
そ

・
児

童
が

乗
客

・
お

じ
い

さ
ん

・
運

転
手

と
な

り
、

れ
ぞ

れ
の

状
況

で
は
、

お
じ
い

さ
ん

と
乗
客

は
ど
ん

役
割

演
技

を
行
う

。

な
気

持
ち

に
な

る
か
、
役

割
演

技
を
通

し
て

考
え
る

。
・

表
（

後
述

）
に

し
て

ま
と

め
る

こ
と

で
、

そ
れ

ぞ

開
く

れ
の

立
場

の
違
い

を
明
確

に
す
る

。

○
バ

ス
を

停
め

た
と
き

<
お
じ

い
さ
ん

>

・
よ

か
っ

た
。

・
他

の
乗

客
に

申
し
訳

な
い
。

<
乗
客

>

・
お

じ
い

さ
ん

よ
か
っ

た
ね
。

・
ル

ー
ル

や
ぶ

っ
て
い

い
の
か

な
。

・
自

分
は

急
い

で
い
た

ん
だ
け

ど
な

あ
。

○
バ

ス
を

停
め

な
か
っ

た
と
き

・
「

ル
ー

ル
だ

か
ら

」
の

考
え

が
児

童
か

ら
出

て
も

<
お
じ

い
さ
ん

>
よ

い
が

、
道

徳
的

価
値

「
規

則
の

尊
重

」
に

話
題

・
ど

う
し

よ
う

。
が
移

ら
な

い
よ
う

に
留
意

す
る
。

・
ル

ー
ル

だ
か

ら
仕
方

が
な
い

。

<
乗
客

>

・
お

じ
い

さ
ん

、
か
わ

い
そ
う

。
・

バ
ス

を
停

め
て

も
停

め
な

く
て

も
、

誰
か

が
困

っ

・
ル

ー
ル

だ
か

ら
仕
方

が
な
い

。
て
し

ま
う

状
況
で

あ
る
こ

と
を
押

さ
え

る
。

・
急

い
で

い
た

か
ら
、

よ
か
っ

た
。

【
仮

説
の
検

証
場

面
】

６
も

し
自

分
が

運
転
手

の
立
場

だ
っ

た
ら
ど

う
す
る

・
運
転

手
は

お
じ
い

さ
ん
と

他
の
乗

客
の

両
方
の

こ

か
考

え
る
。
増

や
す

と
を

考
え

な
け
れ

ば
い
け

な
い
立

場
で

あ
る
こ

と

を
押

さ
え

る
。

も
し

自
分

が
運

転
手
だ

っ
た
ら
、
ど
う

し
ま

す
か
。

・
必
要

に
応

じ
、
近

く
の
席

の
児
童

間
で

考
え
を

交

流
さ

せ
る

。

☆
お
じ

い
さ

ん
と
乗

客
双
方

の
立
場

に
立

っ
た
意

見

の
よ

さ
に

気
付
い

て
い
る

。
（
ノ

ー
ト

、
発
言

）

お
じ
い
さ
ん

乗
客

「
台
町
」
に
は
バ
ス
が

停
ま
ら
な
い
と
わ
か
っ
た

と
き

・
ど
う
し
よ
う

・
大
変
だ
け
れ
ど
歩
く
し
か
な
い

・
お
じ
い
さ
ん
を
降
ろ
し
て
あ
げ
て

・
ル
ー
ル
だ
か
ら
停
ま
れ
な
い
ん
だ

・
（
自
分
は
）
急
い
で
る
ん
だ
よ
な
あ

バ
ス
を
停
め
て

お
じ
い
さ
ん
を
降
ろ
す

・
あ
り
が
と
う

・
他
の
お
客
さ
ん
に
申
し
訳
な
い

・
お
じ
い
さ
ん
よ
か
っ
た
ね

・
ル
ー
ル
を
や
ぶ
っ
て
も
い
い
の
か
な

・
早
く
走
っ
て
欲
し
か
っ
た

バ
ス
を
停
め
ず
に

お
じ
い
さ
ん
を
降
ろ
さ
な

い

・
ル
ー
ル
だ
か
ら
仕
方
な
い

・
ど
う
し
よ
う

・
ル
ー
ル
だ
か
ら
仕
方
な
い

・
お
じ
い
さ
ん
か
わ
い
そ
う

・
（
自
分
が
）
間
に
合
う

「
ブ
レ
ー
キ
の
テ
ス
ト
を

し
ま
す
」

・
あ
り
が
と
う

・
助
か
っ
た

・
テ
ス
ト
じ
ゃ
あ
仕
方
な
い

・
お
じ
い
さ
ん
よ
か
っ
た
ね

　
　

　
　

　
　

お
じ

い
さ

ん
　

　
　

　
　

　
　

　
　

乗
　

客

「
台

町
」

に
は

バ
ス

が

停
ま

ら
な

い
と

わ
か

っ
た

と
き

・
ど

う
し

よ
う

・
大

変
だ

け
れ

ど
歩

く
し

か
な

い

・
お

じ
い

さ
ん

を
降

ろ
し

て
あ

げ
て

・
ル

ー
ル

だ
か

ら
停

ま
れ

な
い

ん
だ

・
（

自
分

は
）

急
い

で
る

ん
だ

よ
な

あ

バ
ス

を
停

め
て

お
じ

い
さ

ん
を

降
ろ

す

・
あ

り
が

と
う

・
他

の
お

客
さ

ん
に

申
し

訳
な

い

・
お

じ
い

さ
ん

よ
か

っ
た

ね

・
ル

ー
ル

を
や

ぶ
っ

て
も

い
い

の
か

な

・
早

く
走

っ
て

欲
し

か
っ

た

バ
ス

を
停

め
ず

に

お
じ

い
さ

ん
を

降
ろ

さ
な

い

・
ル

ー
ル

だ
か

ら
仕

方
な

い

・
ど

う
し

よ
う

・
ル

ー
ル

だ
か

ら
仕

方
な

い

・
お

じ
い

さ
ん

か
わ

い
そ

う

・
（

自
分

が
）

間
に

合
う

「
ブ

レ
ー

キ
の

テ
ス

ト
を

し
ま

す
」

・
あ

り
が

と
う

・
助

か
っ

た

・
テ

ス
ト

じ
ゃ

あ
仕

方
な

い

・
お

じ
い

さ
ん

よ
か

っ
た

ね

７
教

科
書

の
続

き
を
読

み
、
運

転
手

が
「
ブ

レ
ー
キ

・
運

転
手

が
「

ブ
レ

ー
キ

の
テ

ス
ト

を
し

ま
す

。
」

の
テ

ス
ト

を
し

ま
す

。
」

と
言

っ
た

理
由

に
つ

い
て

と
言

う
こ

と
で

、
三

者
が

ど
の

よ
う

な
思

い
に

な

考
え

る
。

っ
た

か
に

つ
い
て

確
認
す

る
。

・
お

じ
い

さ
ん

だ
け
で

な
く
、

乗
客

の
こ
と

も
考
え

☆
運

転
手

の
と

っ
た

方
法

は
、

お
じ

い
さ

ん
と

乗
客

て
言
っ

た
。

の
ど

ち
ら

も
困

ら
な

い
方

法
だ

と
い

う
こ

と
に

気

・
そ

の
場

に
い

た
全
員

が
い
や

な
気

持
ち
に

な
ら
な

付
い

て
い

る
。
（
発

言
）

い
方
法

を
考

え
た
か

ら
。

終
６

今
日

の
学

習
を

振
り

返
り

、
「

相
手

の
立

場
に

立
・

自
分

の
考

え
を
ノ

ー
ト
に

書
か
せ

る
。

末
っ

て
親
切

に
す

る
」
と

は
ど
う

い
う
こ

と
か

考
え
る

。

選
ぶ

８
・

相
手
が

ど
う

し
て
ほ

し
い
か

を
考

え
る
こ

と
。

分
・

そ
の
相

手
だ

け
で
な

く
、
他

の
い

ろ
い
ろ

な
立
場

の
人
た

ち
の

こ
と
を

考
え
る

こ
と

。

※
展
開

５
に
お

け
る

表

６
板

書
計
画

停
め

て
も
停

め
な

く
て
も

誰
か
が
こ
ま
る

○
自

分
が
運

転
手

だ
っ
た
ら
･･
･

ブ
レ
ー

キ
の

テ
ス
ト
を
し
ま
す

相
手
の
立
場
に
立
っ
た
親
切
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

運 転 手

お
じ
い
さ
ん
と
乗
客
の
両
方
の
立
場
を
考
え
た
。

・
反

対
側

の
バ

ス
停

の
時

刻
表
を
知
ら
せ

る
。

・
バ

ス
会

社
に
連

絡
す

る
。

・
信

号
待

ち
の

と
き

に
、

降
ろ
し
て
あ
げ
る
。

・
や

っ
ぱ

り
台

町

で
お

じ
い

さ
ん

を
降

ろ
す

。

・
み

ん
な

が
困

る

の
で

、
お

じ
い

さ
ん

に
は

我
慢

し
て
も
ら
う

－30－



     令和４年度     道徳教育全体計画                 石鉢 小学校 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

      

 

     

 

 

 

 

 

 

 

(1) 児童の願い 

 ① 認め合い仲良くできる学校 

 ② 勉強がよく分かり楽しい学校 

 ③ 楽しく運動ができる学校  

(2)保護者の願い 

 ① やさしさや思いやりのある子ども 

 ② 礼儀･あいさつ･言葉づかい･整理整頓な

どがきちんとした子ども 

③健康な子ども 

④事故のない安全な学校          

(3)教師の願い 

① 思いやりや向上心、認め合う心、感動

する心など豊かな子ども 

② 基本的な生活習慣の身についた子ども  

③ 進んで働く子ども 

④ 話す、読む、書くなど基礎的学力の定 

着                 

⑤ 進んで学び考える子ども  

(4)地域の願い 

  ①事故やけがのない安全な生活  

  ②地域とともに歩む開かれた学校 

 

 

低・中・高学年の重点目標 

 低学年 中学年 高学年 

自

分 

 よいことと悪いこと

との区別をし、よいと思

うことを進んで行うこ

と。      A－(1)

 正しいと判断したこと

は、自信をもって行うこ

と。 

        A-(1) 

 自由を大切にし、自律

的に判断し、責任のある

行動をすること。 

      A－(1)

他

の

人 

 友達と仲よくし、助

け合うこと。     

B－(9)

 友達と互いに理解し、

信頼し、助け合うこと。

B－(9) 

 友達と互いに信頼し、

学び合って友情を深め、

異性についても理解しな

がら、人間関係を築いて

いくこと。   B－(10)

集

団

社

会 

 約束やきまりを守り、

みんなが使う物を大切

にする。    C－(10)

 約束や社会のきまりの

意義を理解し、それらを

守る。      C－(11) 

 法やきまりの意義を理

解した上で進んでそれら

を守り、自他の権利を大

切にし、義務を果たす。

C－(12)

生

命

自

然 

 生きることのすばら

しさを知り、生命を大切

にする。     D－(17)

生命の尊さを知り、生

命あるものを大切にす

る。       D－(18) 

 生命が多くの生命のつ

ながりの中にあるかけが

えのないものであること

を理解し、生命を尊重す

る。       D－(19)

総合的な学習の時間における

道徳教育 

 いろいろな人との関わりを生かした

活動を通して、自分自身を見つめ、互い

に認め合い、高め合うことの意義に気づ

くとともに、自分なりの夢をもち、それ

を叶えるために努力しようとする態度

を育てる。 

各教科における道徳教育 
 道徳との関連を踏まえ、各教科の指導

目標の達成を図ることによって、児童一

人一人の学力を身につけさせるととも

に、道徳的心情を豊かにし、道徳的判断

力、道徳的実践力を養う。 

国
語 

豊かな情操を養うとともに、読んだ

り話したりする活動を通して、言語

感覚を養い、相手を尊重する態度を

培う。 

社
会 

人々の工夫や努力に触れることによ

り、よりよい社会生活を目指す心や

探求心を培う。 

算
数 

数理的･合理的に処理する習慣の育

成と筋道を立てて根気強く解決しよ

うとする態度を育てる。 

理
科 

自然事象に触れ、自然の不思議さや

仕組みを理解することにより、自然

事象への畏敬の念や探求心を培う。 

生
活 

具体的な活動や体験を通して、生活

上必要な習慣や技能を身につけさ

せ、自立への基礎を養う。 

音
楽 

音楽作品に触れ、演奏や歌唱活動を

通して、音楽の美しさや感動を味わ

い、音楽へのあこがれをはぐくむ。 

図
工 

作品を制作したり鑑賞したりする活

動を通して創造性を培うとともに、

個性を尊重する態度を養う。 

家
庭 

家族の一員としての役割を自覚し、

責任を果たそうとする態度を培うと

ともに、家族を愛する心を育てる。 

体
育 

健康で安全な明るい生活を営む意欲

を育てるとともに約束やきまりを守

り、互いに協力して取り組む態度を

養う。 

外国語活動における道徳教育 

 外国語を通じてコミュニケーション

能力の素地を養うとともに、言語や文

化について体験的に理解を深めること

で、日本人としての自覚をもって世界

の人々と親善に努めようとする態度を

育てる。 

学習空間の整備・充実 

 学校内の望ましい人的・物的環境作りを心

掛け、より充実した学習空間の中での学校生

活を体験させることを通して、児童一人一人

の道徳性の育成を図る。 

・人的環境づくり：言葉遣いなど、教師が日々

の生活の中で児童の模範となるよう行動

するともに、個々の児童の実態を正しく把

握する。 

・言語環境づくり：正しい言葉遣いの励行と

基本的生活習慣の確立に関わるような掲

示物を工夫する。 

・物的環境づくり：整理整頓を心掛け、明る

く清潔な環境整備を図る。 

道徳科の年間指導計画 

学級における指導計画 

学年・学級経営 

幼稚園・中学校・家庭・地域との連携 

幼稚園(保育園)・中学校・家庭・地域に、学校の目指す

道徳教育について理解を求め、連携して児童の道徳性の

育成を図る。 

・学校だより、学年だより、学級だよりで心の成長に関わ

る内容に触れる。 

・授業参観、家庭訪問、教育相談、子ども会活動への協力

・学校保健委員会 

・幼稚園(保育園)・中学校への訪問 

・生徒指導に関わる諸問題についての情報共有 

教育活動全般に 

おける道徳教育 

 朝・帰りの会、朝活動、

休み時間、給食、清掃の

時間などを通して、基本

的な生活習慣の形成を中

心とした道徳的実践力を

育成する。 

 

努力目標  ・みんなとなかよくしよう 

        ・自分で考え学び合おう 

        ・健康な体をつくろう 

学校目標   正しい判断ができる子 

学校教育目標  夢や希望に向かってチャレンジ 

 

課題を【つかむ】、自分の考えを【もつ】、【話す・聞く】、他者の考えを【認め

る】、考えを【磨く】、自分で【決める】、【振り返る】、次に【いかす】こと（石

鉢磨き）を通して学び、より正しい判断ができるよう、学習を通して「道徳

的判断力・心情・実践意欲と態度」を育てる道徳性を養う。 

・石鉢磨きを踏まえた授業の展開、検証 

・評価・板書の仕方 

・有効な教材や教具

特別活動における道徳教育 

 望ましい集団活動を通して、心身

の調和のとれた発達と個性の伸張

を図り、集団の一員としてよりよい

生活や人間関係を築こうとする自

主的、実践的な態度を育てるととも

に、自己の生き方についての考えを

深め、自己を生かす能力を養う。 

学
級
活
動 

 学級生活の充実と向上を

図り、健全な生活態度の育成

に資する活動を行うことに

より、集団の一員としての自

覚を深め、協力してよりよい

生活を築こうとする自主的、

実践的な態度を育てる。 

児
童
会
活
動 

 児童の自主的・実践的な活

動や異学年交流を通して、一

人一人のよさを認め合い、互

いに思いやりながら協力し

て活動しようとする態度を

育てる。 

ク
ラ
ブ
活
動 

 共通の興味・関心を追求す

る自発的、自治的な活動を通

して、自主性と社会性を養

い、仲間同士で協力し合う態

度を育てる。 

学
校
行
事 

 行事への積極的な参加を

通して、学校及び学年集団へ

の所属感を深め、集団行動に

おける望ましい態度や協力

してよりよい学校生活を築

こうとする態度を育てる。 

＊各種法令等 

・日本国憲法、学校教育法、（改正）教

育基本法、（改正）学校教育法施行規則 

新指導要領など 

＊社会的要請 

・少子化や家庭の教育力低下、生涯学習

社会、いじめ問題、急激な社会への変化

への対応、 道徳の教科化への対応 

＊青森県の方針（道徳教育） 

・道徳的実践力を高める指導の工夫 

・豊かな心を育む体験活動の推進 

・郷土に関する資料の開発と活用 

＊事務所の方針 

・人間としての在り方や生き方の自覚を

促す指導 

＊町の方針 

郷土に誇りをもち新しい時代を切り開く

児童の育成 

 

① 道徳教育を推進する指導体制と全体計画の整備・充実 

② 道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育てる指導の工夫 

③ 郷土を愛する心を育む指導の充実 

④ 道徳科における学習状況及び道徳性に係る成長の様子の継続的な把握と、評価を生か

した指導の工夫 

道徳科の指導の方針 

道徳科の時間 

道徳教育の目標 
一人一人の子どもが、人間尊重の精神と生命に対する畏敬の念を家庭、学校、その他社会

における具体的な生活の中に生かし、豊かな心をもつことができるよう、教育活動全体を

通じて道徳性の育成に努める。 

道徳教育の重点目標 

正しい判断をする力の向上 
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階上町立道仏中学校 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





道徳教育の抜本的改善・充実に係る支援事業 

完 了 報 告 書 

（階上町立道仏中学校） 

 

１ 道徳教育に関する改善状況の概要 

  本校では、道徳の教科化、新学習指導要領の全面実施を受けて、道徳の充実に向けて全校で取り組

めるよう学校の体制から見直しを図ってきた。 

  今年度は、道徳教育の抜本的改善・充実のために、校内研究において「対話を通じ自分の考えを広

げ深める力を育てる指導方法の研究～自分の考えを再構成し、より深く理解する活動を通して～」を

研究主題に掲げ、道徳教育の重点目標である「自律心や自主性をもち、規律ある生活をする生徒」「そ

れぞれの個性や立場を尊重して人と関わる生徒」「自らの将来の生き方を考え主体的に社会の形成に

参画する生徒」「夢や希望をもち、よりよく生きる喜びを見いだそうとする生徒」の育成を目指すに当

たり、次の３点を改善項目として挙げた。 

 （１）本校の道徳教育の重点目標に基づき、年間指導計画及び別葉の見直し・改善、実施における生   

きて働く指導の工夫を図り、教育活動全体を通じて道徳教育の充実を図る。 

 （２）道徳教育の要として「考え、議論する」授業実践を通して、道徳的な判断力、心情、実践意欲・ 

態度を育て、よりよく生きるための基盤となる道徳性を養う。 

 （３）生徒の学習状況や道徳性に係る成長の様子を継続的に把握し、指導と評価の一体化を図る。 

 

  そして、道徳教育の抜本的改善・充実を目指して研究を進めるなかで、次の３点が道徳の授業づく

りにおいて重要であると捉え、共通理解し実践してきた。 

 （１）初めに考えさせたいこと、着地点を決める。 

   ア 本時の道徳的価値を明らかにするために、学習指導要領で内容項目を深く理解する。 

   イ 学習指導要領と生徒の実態から「考えさせたいこと、着地点を決める」。 

   ウ 自分事として考えたことをどう見取るか評価の方法を考える。個人内の成長が自覚できるよ  

うに「認める」「励ます」ことを意識する。 

 （２）授業の入り口を広くする。 

   ア 自分のこととして考えられる工夫やしかけをする。 

   イ 授業者と生徒のやりとりの中から課題を設定し、「今日も勉強したい！」と思えるようにす 

る。 

   ウ 道徳的価値の理解を自分自身との関わりの中で深めていく展開にする。 

 （３）発問や問いかけを精選する。 

   ア 考えを深めるために多面的・多角的な見方ができる工夫をする。 

   イ 教材や人物に対する多様な立ち位置を生かして、はっきりと伝わる発問にする。 

   ウ 中心発問は２０分までにし、話合いや考えを深める時間を確保する。 

 

  その結果、次のような改善が見られた。 

 （１）年間指導計画及び別葉、研究体制を見直すことで、日常的に道徳教育について考える環境を整 

えることができた。ローテーション授業や、各学年の道徳科の進度状況の確認などが学校全体で

行われるようになり、指導体制の面から道徳教育を推進することができた。 

 （２）「考え、議論する」授業実践のために、何を行っていくのか共通理解し、授業実践を積み重ねる 
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ことで、授業者の道徳の授業づくりに対する視点が変化してきた。指導案の検討や授業参観をす

る際、「道徳的価値にせまる内容になっているか」「自分事として考えられているか」「思考が再構

成され、深まっているか」を意識するようになり、授業づくりの観点から道徳教育を推進するこ

とができた。 

 （３）生徒の道徳性に係る成長の様子を継続的に把握し、指導と評価の一体化を図ることで、主体的 

に道徳の授業に参加する生徒が増えた。ノート記述やクロームブックへの記述を確認し、個人内

の成長を「認める」「励ます」ことで、より活発な意見交流が行われるようになり、評価を生かす

という点において道徳教育を推進することができた。 

 

２ 実施した研究内容 

 （１）研究体制や全体計画の見直し 

   ア 研究組織の見直し 

     全教員で「考え、議論する」授業方法を研究するために、各学年に道徳担当教師を配置した。 

研修主任や道徳推進教師から発行された便りを、道徳担当教師が共通実践内容として共通理解   

を図ることで、学校全体で足並みをそろえて授業を行えるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   イ 各教科等と道徳的価値との関連を図った指   

導計画の見直しや焦点化 

道徳の全体計画には、各教科と道徳教育の

関連を記載し、全教科で道徳的価値を確認し

ながら学習を進めた。また、特別活動や生徒

指導との関連も記載し、教育活動全体で道徳

的価値を確認しながら学習を進められるよう

にした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 各教科と道徳教育の関連を記

載し、全教科で道徳的価値を確

認しながら学習を進めていく。 

 特別活動や生徒指導での関

連を記載し、教育活動全体で

道徳的価値を確認しながら学

習を進めていく。 

道徳研究組織図

校長 教頭

研修主任

道徳推進教師

教務

２学年道徳担当

３学年道徳担当

１学年道徳担当

※ P50 参照
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   ウ 進捗状況の可視化 

職員室に道徳コーナーを特設し、各学年の道徳の進捗状況、授業実践の様子や共通理解した 

 い内容を掲示し、研修の日常化を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   エ ローテーション授業の実施 

学年に所属する教員が、交代で授業実践し、授業を見せ合うことで日常的に研修できるよう

にした。 

 

 

 

 

 

 

 

 （２）授業展開の工夫 

   ア 多面的・多角的な視点から振り返って考えさせる発問の工夫 

     道徳的価値にせまるため、発問や問いかけを精選する必要があると考えた。様々な講義や演

習を経て、発問や問いかけを精選する際の視点として、「考えを深めるために多面的・多角的な

見方ができる工夫をする」こと、「教材や人物に対する多様な立ち位置を生かして、はっきりと

伝わる発問にする」こと、「中心発問は２０分までにし、話合いや考えを深める時間を確保す

る」ことが大切であることを共通理解した。 

また、発問を考える手立てとして、青森県総合学校教育センター義務教育課指導主事松尾和

明氏から、発問を４区分に整理して考える方法を教えていただき、発問内容を検討する演習を

行った。 

   イ タブレットの効果的な活用の工夫 

     タブレット端末のふせん機能を道徳の 

    授業で毎時間活用した。グループ毎に意 

見を出し合う場面や意見を比べる場面、 

意見を選ぶ場面で活用することができた。 

３人の班で意見を出し合うときには、右 

の写真のように付箋の色を割り当てることで、誰が書いた意見なのか瞬時に確認することがで 

道徳コーナーの様子 進捗状況の確認

校内研だより 

 年間指導計画にスタ

ンプを押すことで、一

目で進捗状況を確認で

きるようにした。 

 実践例などを紹介

し、共通理解に役立

てた。 
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きる。また、意見を出し合った結果、自分が影響を受けた意見を選ばせる際には、付箋を大き 

くするなどの工夫を行った。 

   ウ 他者との対話活動を通して考えたことや感じたことの言語化 

授業実践の際、導入で授業の内容を自分事として捉えさせ、展開部分で物語の登場人物の考  

えや他の生徒の考えにふれさせ、最後は振り返りをノートに記述させることで自分の考えを言 

語化させた。道徳の内容項目に対する自分の考えをはっきりと捉えさせ、教材理解や対話など 

で考えを広げ、最後には自分の考えを言語化させることが、個人内の成長を評価するために有 

効であった。 

（３）評価方法の改善と活用 

   ア ノート記述の分析、活用 

ココログノート（浜島書店）を活用し、発表の様子や話合いの様子に加え、学習状況や成長    

の様子を継続的に把握し、指導と評価の一体化を目指した。松尾指導主事から「認める」「励ま  

す」が大事であると教えていただき、授業後には、認めたり励ましたりするようなコメントを 

ココログノートに記入するよう共通理解し、実践してきた。ココログノートを活用することで、 

授業の導入での意見と終末での意見を比べることができ、個人内の成長を評価するのに役立っ 

た。 

   イ タブレット記述の分析、活用 

     タブレット端末のふせん機能は、主に考えを広げる 

場面で活用した。多くの意見に瞬時にふれられること 

から、考えを広げ深めるために役立った。 

     ノート記述を合わせて、分析することで多くの意見 

にふれた後、どのように考えが再構成されたのか分析 

する手助けとなった。 

 （４）校内研修の実施 

   ア 青森県総合学校教育センター義務教育課 指導主事 松尾和明氏による講話 

「特別の教科道徳の授業づくり」のために、「発問の立ち位置・４区分シートの活用」につい

て講義いただき、演習を行った。講義の内容から、授業づくりの際には、次の３つが大切であ

ることを学んだ。１つ目は、学習指導要領が示す道徳的諸価値について理解すること。２つ目

は、道徳的価値と生徒の実態からねらいを設定すること。３つ目は、ねらいにせまる中心発問

を考えることである。その後、発問の立ち位置・４区分シートを活用して考えた中心発問を起

点に逆算して授業を組み立てる演習を行った。テーマを明確にし、ぶれない、つながりのある

授業を構想するための手立てを学ぶことができた。 

   イ 共通実践内容を確認するための校内研だより 

   研究授業や協議会、講義・演習で学んだことは、校内研だよ 

りで確認し、内容を絞って共通実践を促した。ローテーション 

授業などが、授業を構成するための視点を明確にすることで、 

より研修としての意味をもてるようになった。 

「初めに考えさせたいこと、着地点を決める。」「授業の入り口 

を広くする。」「発問や問いかけを精選する。」の大きく３つの視 

点をもって授業を行っている。 

 （５）研究授業及び研究協議会の実施 

   ア 第１回研究授業（５月） 

     ２学年「礼儀」Ｂ－（７）を主題とし、教材「秀さんの心」（光村図書）を用いて研究授業を
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実施した。研究協議会では、以下のような意見が出された。 

    ・役割演技をすることで、生徒同士の気づきがあった。 

    ・教師と代表生徒の役割演技から、学びを得られる生徒が多かった。 

    ・主発問が適切だったため、生徒が礼儀について考えられていた。 

・発問が絞られていてよかった。 

    ・主発問までの発問や問いかけをもっと工夫する必要があった。 

    ・秀さんの気持ちが分からない生徒もいたので、演じる役割は再考が必要。 

    ・礼儀があいさつに限定されていた。幅広く考えさせられればよかった。 

     また、研究授業と研究協議を参観した青森県総合学校教育センター指導主事松尾和明氏から  

指導助言をいただき、次の内容を共通実践することにした。 

    ・中心発問は学びの深化の役割を担う発問であり、特に精選する。補助発問は、問い返し、切

り返し、ゆさぶり、否定発問など目的に応じて使い分けをする。 

・ねらいや評価は、本時の道徳的価値を明らかにした上で、生徒の実態を把握し、個人内の成

長が自覚できるように工夫しながら決めていく。生徒が成長を実感できるように、「認める」

「励ます」を意識して指導する。 

・より考えを深めさせるために、多面的・多角的な見方ができる工夫をする。 

    ・自分事としてとらえられる授業展開の工夫が必要であり、それをどのような方法で評価して  

いくかを考えていく。  

   イ 第２回研究授業（６月） 

１学年「社会参画、公共の精神」Ｃ－（１２）を主題とし、教材「紙芝居」（光村図書）を用  

いて研究授業を実施した。研究協議会では、以下のような意見が出された。 

・生徒全員が話合い活動に参加していた。異なる意見に 

ふれることができた。 

・意見交換の途中、生徒の意見を紹介したことが、再構 

成の助けとなっていた。 

・第三者視点で考えさせる発問で、多面的・多角的に考 

えることができていた。 

・思考ツールの活用で生徒が意見交換しやすかった。 

・アンケートを利用することで自分事として考えていた。 

・ＩＣＴの活用や生徒の役割分担で、時間短縮できたのではないか。 

・登場人物を精選してねらいに向かいやすくしてもよかったのではないか。 

また、研究授業と研究協議を参観した三八教育事務所指導主事川井利之氏から指導助言をい 

ただき、次の内容を共通実践することにした。 

・授業者が内容項目を深く理解する。 

・生徒の実態から「考えさせたいこと、着地点」を決める。 

・児童生徒がじっくり考え、議論する場面と時間を確保するために、発問と学習活動の数をで 

きる限り絞り込み、シンプルでコンパクトな（分かりやすい、単純明快な）授業展開を目指 

す。 

・導入で「今日も勉強したい」と引きつける。 

・できるだけ早く教材から離れ、授業開始２０分までに中心発問をする。 

・自分内の思考がたっぷりある授業にする。 

・必要感のある話合いや意見交流にする。 
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   ウ 公開授業（１０月２８日実施） 

     １０月２８日に公開授業を開催した。参加した階上町内の小・中学校教員に対し、本校の道 

徳教育の取組を説明するとともに、これまで研究してきた内容を盛り込んだ授業を参観してい 

ただき、研究協議を行った。３学年「遵法精神，公徳心」Ｃ－（１０）を主題とし、教材「闇 

の中の炎」（光村図書）を用いて研究授業を実施した。研究協議会では、以下のような意見が出 

された。 

・導入で事前アンケートを活用したことで、自分事として捉えられていた。 

・事前アンケートを振り返りの場面で返却したことで、生徒は個人内の変容を自覚できていた。 

・ＩＣＴを活用することで、時間短縮ができていた。 

    ・思考ツールを活用し、生徒が考えをまとめる手助けとなっていた。 

    ・思考の流れが個人、集団、個人という順になっていたことで、考えが再構築され、深まって 

いたようだ。 

    ・補助発問の精選がもっと必要だったのではないか。 

・導入時に扱った「ブラック校則」が、教材で扱われている「盗作」とつながりが難しくねら 

いを捉え切れていない生徒がいたのではないか。 

     公開授業と研究協議を参観した青森県総合学校教育センター指導主事松尾和明氏から指導

助言をいただき、次の内容を共通実践することにした。 

・考え、議論する道徳の実現のために感じ方や考え方をより明確に表現する方法を工夫してい 

く。 

・一つの場面で、生徒が色々なことを考える展開にする。 

    ・小学校での道徳的価値、高校での道徳的価値を理解し、系統的に指導する。 

    ・他の教育活動との関連を意識して指導にあたる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 実施経過とその体制 

月 取 組 の 内 容 備 考 

５月 

・事業実施計画の確認 
・全体計画、年間指導計画、別葉の作成と見直し 
・校内研修計画書の共通理解 
・道徳性検査（４月実施分）分析① 
・授業研究①（指導案検討、協議会含む） 
 ２年Ａ組授業「秀さんの心」 
 （指導助言：青森県総合学校教育センター 
       義務教育課 指導主事 松尾和明氏）

 
 
・ＨＵＭＡＮ 
・指導主事要請 
 
 
 

６月 

・授業研究②（指導案検討、協議会含む） 
 １年Ａ組授業「紙芝居」 
 （指導助言：三八教育事務所 
       教育課 指導主事 川井利之氏） 

 
 
 
 

７月 ・県道徳教育推進協議会への参加①(7/5)  

８月 
・道徳教育に関わる講習会 
 （講話：青森県総合学校教育センター 

   義務教育課 指導主事 松尾和明氏）

・指導主事要請 
 
 

９月 ・指導案検討会  
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１０月 

・管内小・中学校道徳教育研究協議会参加 
・公開授業（講師要請） 
３年Ａ組授業「闇の中の炎」 

・公開授業研究協議会 
 （指導助言：青森県総合学校教育センター 
       義務教育課 指導主事 松尾和明氏）
・道徳研究協議会アンケートの集計・分析 

・石鉢小学校 
・指導主事要請 
 
 
 
 
 

１１月 

・第５６回全日本中学校道徳教育研究大会山形大会 
授業動画視聴（全学年） 

 オンライン質疑交流参加 
・道徳性検査実施・分析② 
・学校評価（保護者）アンケートの実施・分析 

 
 
 
・ＨＵＭＡＮ 
 

１２月 ・研究のまとめ（成果と課題の確認）  

１月 

・県道徳教育推進協議会への参加②(1/17) 
 結果報告 
・道徳教育パワーアップ協議会への参加(1/27) 
実践事例発表 

 
 

２月 
・研究の報告 
・研究紀要の作成 

 

  研究体制については ２ 実施した研究内容（１）研究体制や全体計画の見直しに記載。 

 

４ 取組の成果と課題 

（１）道徳教育の抜本的改善・充実に係る成果の概要 

ア 研究体制や全体計画の見直しによる成果 

   年間指導計画及び別葉、研究体制を見直し、ローテーション授業や、各学年の道徳科の進度 

状況の可視化を行うことで、日常的に道徳教育について考える環境を整えることができた。そ 

れにより、職員全体の「道徳教育を教育活動全体で行っていく」意識を高めることができた。 

また、これらの取組を行った上で、教科横断的な道徳を校内研だよりなどで啓発することで、 

別葉の改善・活用につながった。 

イ 授業展開の工夫による成果 

   研修や授業実践、研究協議を積み重ねることで、本校が考える道徳科の授業展開を考えるた 

めの視点を具体的に示し共通実践することができた。以下が視点の具体的な内容である。 

【初めに考えさせたいこと、着地点を決める】 

・本時の道徳的価値を明らかにするために、学習指導要領で内容項目を深く理解する。 

・学習指導要領と生徒の実態から「考えさせたいこと、着地点を決める」 

・評価の方法を考える。自分事として考えたことをどう見取るか考える。 

・個人内の成長が自覚できるように「認める」「励ます」ことを意識する。 

【授業の入り口を広くする】 

・自分事として考えられる工夫やしかけをする。  

・生徒のやりとりの中から課題を設定し、「今日も勉強したい！」と思わせる。 

・道徳的価値の理解を自分自身との関わりの中で深めていく展開にする。 

【発問や問いかけを精選する】 

・考えを深めるために多面的・多角的な見方ができる工夫をする。 

・教材や人物に対する多様な立ち位置を生かして、はっきりと伝わる発問にする。 

・中心発問は２０分までにし、話合いや考えを深める時間を確保する。 
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  授業者は、これらの視点でタブレット端末やココログノート（浜島書店）を活用しながら、

授業づくりを行った。それにより、研究協議などの話合いがより活発になった。 

ウ 評価方法の改善と活用による成果 

   評価する際の視点が養われたことが、成果としてあげられる。研修を繰り返すうちに、道徳 

的価値をより多面的・多角的に捉え、深く考えているかを評価するようになった。例えば、「遵 

法精神・公徳心」についての授業では、「ルールは守った方がよいもの」と短絡的に捉えていた 

思考が、ルールについて多面的・多角的にとらえ、さらに考えが深まったかを評価した。その 

ため、「ルールが誰かの助けになっていること」や「ルールを守ることの意義」について多面 

的・多角的に考えられるよう工夫し、より深い価値理解につながるよう授業を展開した。 

また、道徳の評価方法を研修し、「個人内の成長を評価する」ことの大切さを全職員で共通理 

解することができたことも成果としてあげられる。具体的な評価方法は、机間指導でノート記 

述を確認したり発表の様子を観察したりとこれまでと大きく変わらないが、授業展開が評価を 

意識したものに変化した。導入で道徳的価値について考えさせ、授業の終末において振り返り 

等を書く活動を行うことで、個人内の成長を評価できるようにした。導入で自分の意見を明確 

にもち、道徳教材や他の生徒の意見に触れることで考えを広げ、最後に振り返りを書くことで、 

再び自分の考えを見つめ直すことができる。これは、本校の研究主題にもつながるものである。  

特に、研究授業では、事前にアンケートをとり、授業で扱う道徳的価値について考えさせた。 

さらに、振り返りの場面でアンケートを生徒自身に返却することで、生徒自身が自己の変容 

に気づきながら、振り返りを書くことができたため、指導者と生徒の双方が個人内成長を評価 

しやすい授業となった。 

エ 校内研修の実施による成果 

   今年度の研修により、前述した研究体制や授業の工夫、評価方法について学ぶことができ、 

「特別の教科道徳」について理解を深めることができた。また、校内研だよりでの情報共有や 

ローテーション授業の実施によって、研修を日常化できたことが成果であると考えている。 

オ 研究授業及び研究協議会の実施による成果 

授業実践を積み重ねることで、授業者の道徳の授業づくりに対する視点が変化し、指導案の 

検討や授業参観をする際、「道徳的価値にせまる内容になっているか」「自分事として考えられ 

ているか」「思考が再構成され、深まっているか」を意識するようになってきた。それにより、 

生徒は今まで以上に活発に意見交流するようになった。 

研究会では、意見交換が活発に行われた。また、協議会後には、授業参観者から「どのよう  

な視点で授業を見ればよいかが分かった」という声が聞こえてきた。このように、授業をつく 

る職員の意識や授業をつくる上での視点が、養われたことが成果であると考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究授業での視点表 
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（２）調査から見られる成果 

  ア 道徳性検査からわかる生徒の傾向（相互理解、寛容） 

    【検査名】教研式 道徳性アセスメント ＨＵＭＡＮ（図書文化社） 

    各学年、年度当初と２学期末の２回検査を実施した。内容項目の「相互理解、寛容」は、各学

年ともに他の内容項目に比べ低く本校の課題であると考え、注目した。 

  １学年 

視

点 

内容 

項目 

回

答 
児童・生徒の行動や道徳的価値の傾向 

回答の割合（％） 

全国
年度

当初 

２学

期末 

視
点
Ｂ 

相
互
理
解
、
寛
容

Ⅰ 自分の考えを伝え、寛容の心をもって、謙虚に学ぶことができる。 43 50  54 

Ⅱ 自分の考えを伝え、寛容の心をもって、謙虚に学ぶことが多い。 37 31  31 

Ⅲ 自分の考えを伝え、寛容の心をもって、謙虚に学ぶことが少ない。 16 8  15 

Ⅳ 謙虚さに欠け自分と異なる意見や立場を受け入れない。 4 0   0 

  ２学年 

視

点 

内容 

項目 

回

答 
児童・生徒の行動や道徳的価値の傾向 全国

年度

当初 

２学

期末 

視
点
Ｂ 

相
互
理
解
、
寛
容

Ⅰ 自分の考えを伝え、寛容の心をもって、謙虚に学ぶことができる。 37 38  41 

Ⅱ 自分の考えを伝え、寛容の心をもって、謙虚に学ぶことが多い。 38 50  53 

Ⅲ 自分の考えを伝え、寛容の心をもって、謙虚に学ぶことが少ない。 20 12   6 

Ⅳ 謙虚さに欠け自分と異なる意見や立場を受け入れない。 5 0   0 

３学年 

視

点 

内容 

項目 

回

答 
児童・生徒の行動や道徳的価値の傾向 全国

年度

当初 

２学

期末 

視
点
Ｂ 

相
互
理
解
、
寛
容

Ⅰ 自分の考えを伝え、寛容の心をもって、謙虚に学ぶことができる。 35 55  43 

Ⅱ 自分の考えを伝え、寛容の心をもって、謙虚に学ぶことが多い。 38 34  35 

Ⅲ 自分の考えを伝え、寛容の心をもって、謙虚に学ぶことが少ない。 22 11  20 

Ⅳ 謙虚さに欠け自分と異なる意見や立場を受け入れない。 5 0   3 

  〔概況〕 

   １学年、２学年は望ましい回答Ⅰ・Ⅱの割合が多くなった。それに対し３学年は、ⅠとⅡの割合 

が減っている。３年生は、検査全体としてⅠ・Ⅱの割合が全国平均に比べ非常に多い学年である。 

道徳性が備わっているからこそ、年度当初に比べ、より謙虚に自分を見つめ直したことがⅠ・Ⅱの   

割合の減少につながっていると考えられる。 

 また、その一方で、各学年の道徳教育の実施状況が影響したとも考えられる。進捗状況を確認す 

ると、１・２学年は機会を捉え計画通りに「相互理解、寛容」の道徳授業が２回実施されていた。 

それに対し、３学年は新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響で、修学旅行の延期などがあり、

「相互理解、寛容」に関する道徳の授業を計画通りに実施することができなかった。 
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イ 道徳性検査において変容が顕著だった内容項目 

１学年（思いやり・感謝） 

視
点 

内容 

項目 

回

答 
児童・生徒の行動や道徳的価値の傾向

回答の割合（％） 

全国
年度

当初 

２学

期末 

視
点
Ｂ 

思
い
や
り
・
感
謝 

Ⅰ 
思いやりの心があり、多くの人の善意によって現在の生活があること

に感謝し、それに応えている。 
56 50  85 

Ⅱ 相手の立場を十分に考えられないが、親切にすることが多い 32 50  15 

Ⅲ 思いやりが不十分である。 8 0   0 

Ⅳ 思いやりの心が不十分で、相手の立場を考えず、親切さに欠ける。 4 0   0 

1 学年の結果を総合的に捉えると、望ましいとされるⅠの回答の割合が全国よりも多く見られ

た。また、年度当初と２学期末の結果を比べると、年度当初が望ましい回答の割合がとても多か

ったこともあり、Ⅰの割合は変化していなかった。その中で、内容項目毎の割合には変化があっ

た項目が「思いやり・感謝」である。中学校入学から、不安を解消させるために取り組んできた

学級活動やスクールカウンセラーが実施した「言葉の力」の講義と合わせ、２学期末までに二度

「思いやり・感謝」の内容項目に関連する授業を行ったことが向上の要因だと考えられる。 

  ２学年（伝統文化・郷土愛） 

視
点 

内容 

項目 

回

答 
児童・生徒の行動や道徳的価値の傾向

回答の割合（％） 

全国
年度

当初 

２学

期末 

視

点

Ｃ 

伝
統
文
化
・
郷
土
愛 

Ⅰ 
社会に尽くした先人に尊敬の念をもち、地域の一員として、進んで郷

土の発展に努める。 
35 47  62 

Ⅱ 地域の一員として郷土を愛する心をもつ。 36 41  29 

Ⅲ 先人への尊敬の念に欠け、郷土への関心もあまりない。 22 9   9 

Ⅳ 先人への尊敬の念がなく、郷土への関心もない。 7 3   0 

２学年の結果を総合的に捉えると、望ましいとされるⅠの回答の割合が全国よりも多く見られ

た。また、年度当初と２学期末の結果を比べると、全体としてⅠの割合は２学期末の方が増加し

ていた。なかでも、向上が顕著だった内容項目が「伝統文化・郷土愛」に対する回答の割合であ

る。本校では、郷土芸能である「沖揚げ音頭」を文化祭で発表している。それに加え、今年度は

階上町の町民文化際でも沖揚げ音頭を披露した。その際、ご覧になった町の方から、心温まる手

紙をいただき生徒にも紹介することができた。２学期末までに「伝統文化・郷土愛」に関連する

道徳の授業は一度しか行えなかったが、沖揚げ音頭と関連づけながら授業実践することで、教育

活動全体を通じて価値理解を深めることができた。 

３学年（向上心、個性伸長） 

視
点 

内容 

項目 

回

答 
児童・生徒の行動や道徳的価値の傾向

回答の割合（％） 

全国
年度

当初 

２学

期末 

視
点
Ａ 

向
上
心
、
個
性
伸
長 

Ⅰ 自己を見つめ、自己の向上をはかり、個性を伸ばそうとする。 44 55  78 

Ⅱ 自己を見つめ、自己の向上をはかろうと努力している。 39 34  20 

Ⅲ 自己を見つめ、自己の向上をはかる努力が不足している。 12 11   0 

Ⅳ 他人をうらやみ、自分についての努力をしていない。 5 0   3 

３学年の結果を総合的に捉えると、望ましいとされるⅠの回答の割合が全国よりも多く見られ
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た。また、年度当初と２学期末の結果を比べると、年度当初が望ましい回答の割合がとても多か

ったこともあり、Ⅰの割合は変化していなかった。その中で、内容項目毎の割合には変化があっ

た項目が「向上心、個性の伸長」である。３学年では、高校進学に向けてキャリア教育に力を入

れてきた。また、進路に向かって本格的に考え始める７月には「向上心、個性の伸長」の内容項

目で、進路に関連づけた道徳の授業を実践している。それらのことがⅠの割合が増えた要因だと

考えている。 

ウ 道徳性検査から分かる学校全体の特徴 

    全学年ともに、全国に比べ望ましい回答が多い傾向がある。年度当初は、全国平均と同じくら

いであった２学年も、２学期末までの取組で望ましい回答の増加が見られた。また、項目毎に見

ると、全学年ともに「伝統文化、郷土愛」に対する望ましい回答の割合が全国に比べ非常に高い

値となっている。全校で取り組んでいる「地元の海岸清掃」や「郷土芸能の継承」と道徳科の授

業を関連づけて行っていることが要因として考えられる。 

   全校の課題として捉えていた「相互理解、寛容」の内容項目に関しても、機会を捉え二度の授

業を実施した１・２学年に上昇傾向が見られた。計画通り実施できなかった３学年には多少の落

ち込みが見られたが、検査全体の結果としてはⅠ・Ⅱの割合が多く道徳性が養われていることが

見て取れる。 

海岸清掃や郷土芸能と関連付けたことや課題と捉えた「相互理解、寛容」の検査結果から、教

育活動全体との連携を図りながら授業実践していくことの重要性を確認することができた。これ

からも、道徳性検査を活用しながら生徒の課題を把握し、教育活動全体を見通した道徳教育を実

践することで、道徳性を養っていきたい。 
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道
徳
科
学
習
指
導
案 ６

月
２
９
日
（
水
）
５
校
時
（
１
年
Ａ
組
教
室
）

１
学
年
Ａ
組
（
１
３
名
）

指
導
者

講
師

朝
比
奈

聡
子

１
主
題
名

<
内
容
項
目
>

社
会
参
画
，
公
共
の
精
神
（

C
（
１
２
）
）

<
関
連
す
る
内
容
項
目
>

(C
（
１
５
）
よ
り
よ
い
学
校
生
活
、
集
団
生
活
の
充
実
)

２
教
材
名

１
６

紙
芝
居

３
主
題
設
定
の
理
由

（
１
）
ね
ら
い
と
す
る
道
徳
的
価
値
に
つ
い
て
（
価
値
観
）

学
習
指

導
要

領
に

は
、
内

容
項

目
「

C
（
１

２
）

社
会

参
画

，
公

共
の

精
神

」
の

指
導

の
観

点
と
し

て
、
「

社
会
参
画
の
意
識
と
社
会
連
帯
の
自
覚
を
高
め
，
公
共
の
精
神
を
も
っ
て
よ
り
よ
い
社
会
の
実
現
に
努
め
る
こ
と
。
」

と
記
述

さ
れ
て
い
る
。
ま
た

、
小
学
校
高
学
年
の

観
点
と
し
て
、
「

働
く
こ
と
や
社
会
に
奉

仕
す
る
こ
と
の
充
実

感
を
味

わ
う
と
と
も
に
、
そ

の
意
義
を
理
解
し
、

公
共
の
た
め
に
役
に
立

つ
こ
と
を
す
る
こ

と
。
」
と
記
述
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
上
で
、
中
学
校
で
は
、
学
級
や
学
年
等
の
集
団
と
し
て
の
自
治
の
力
を
備
え
る
と
と
も
に
、
自
立

し
た
共
同
体
と
な
る
こ
と
が
理
想
の
姿
で
あ
る
。
そ
の
理
想
に
近
づ
く
た
め
に
、
学
校
生
活
で
は
、
集
団
で
の
役

割
と
責
任
を
果
た
す
こ
と
の
価
値
に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も
に
、
他
者
の
た
め
に
惜
し
ま
ず
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と

が
必
要

で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
地
域
や
社
会
に
お

い
て
も
同
様
で
あ
る
と

考
え
る
。
そ
こ
で

、
本
時
で
は
、
「

人
は
な
ぜ
、
や
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
う
の
か
。
」
を
考
え
さ
せ
る
こ
と
を
通
し
て
、
積
極
的
な
参
加
の
意
思
を
備
え
、

そ
れ
を
行
動
で
示
そ
う
と
す
る
態
度
を
育
て
た
い
。

（
２
）
ね
ら
い
に
関
わ
る
生
徒
の
実
態
に
つ
い
て
（
生
徒
観
）

４
月
に
実
施
し
た
教
研
式

H
U

M
A

N
道
徳
性
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
よ
る
と
、
「
社
会
参
画
の
意
識
を
高
め
、
進
ん

で
社
会

の
た
め
に
尽
く
そ
う

と
す
る
」
生
徒
が
全

体
の
７
７
％
い
る
。
一

方
で
、
「
社
会
参

画
の
意
識
が
あ
り
、

社
会
の
た
め
に
尽
く
そ
う
と
す
る
こ
と
が
多
い
」
生
徒
は
全
体
の
２
３
％
と
少
な
い
。
つ
ま
り
、
参
画
の
意
識
は

あ
る
が
、
行
動
に
移
す
生
徒
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
中
学
校
で
は
、
学
級
活
動
や
生
徒
会
活
動
に
積
極

的
に
参
画
す
る
こ
と
で
、
社
会
参
画
や
社
会
連
帯
に
つ
い
て
の
考
え
を
も
た
せ
、
現
実
の
学
校
生
活
に
生
か
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
考
え
を
深
め
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
ま
た
、
生
徒
一
人
一
人
に
自
分
も
社
会
の
一
員
で

あ
る
と
い
う
自
覚
を
深
め
さ
せ
、
互
い
に
積
極
的
に
協
力
し
合
お
う
と
す
る
意
欲
を
育
て
る
よ
う
に
工
夫
す
る
こ

と
も
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
時
で
は
、
今
ま
で
の
自
分
の
体
験
を
振
り
返
り
、
な
ぜ
充
実
感
や
達
成
感
を
味
わ

う
こ
と
が
で
き
た
か
、
そ
の
理
由
を
考
え
る
こ
と
を
通
し
て
、
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
進
ん
で
行
う
と
い
う
意
思

を
も
ち
、
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
へ
の
理
解
を
広
げ
さ
せ
た
り
深
め
さ
せ
た
り
し
た
い
。

（
３
）
教
材
に
つ
い
て
（
教
材
観
）

本
教
材
は
、
主
人
公
が
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
こ
と
で
、
充
実
感
や
達
成
感
を
味
わ
う
と
い

う
も
の
で
あ
る

。
そ
の
達
成
感
や
充
実

感
の
理
由
に
は
、
「
自
分
の
気
持
ち
」
、
「
他
者
と
の
関
わ

り
」
、
「
社
会
と

の
関
わ
り
」
が
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
そ
の
た
め
、
充
実
感
や
達
成
感
の
理
由
を
多
様
な
視
点
か
ら
考
え
さ

る
の
に
適
し
て
い
る
。
本
時
で
は
、
そ
の
理
由
を
考
え
さ
せ
た
上
で
、
整
理
し
、
登
場
人
物
と
自
分
と
を
比
べ
た

り
、
友
達
と
交
流
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
充
実
感
や
達
成
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
理
由
に
つ
い
て
考
え
を
広

げ
た
り
深
め
た
り
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

（
４
）
他
の
教
育
活
動
と
の
関
連

事
前
指
導

・「
充
実
感
・
達
成
感
」
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
（
６
月

学
活
）

道
徳
科

・
教
材
名
「
紙
芝
居
」

登
場
人
物
が
な
ぜ
、
充
実
感
や
達
成
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
か
を
考
え
、

自
分
と
の
比
較
や
意
見
交
流
を
通
し
て
、
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
進
ん
で
行
う
と

い
う
意
思
を
も
ち
、
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
へ
の
考
え
を
広
げ
さ
せ

た
り
深
め
さ
せ
た
り
す
る
。

他
の
教
育
活
動
と
の
関
連

・
小
中
合
同
東
雲
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
体
験
活
動
を
通
し
て
、
自
己
の
成
長
や
他
者
、

社
会

、
自

然
・
環

境
と
の

関
わ
り

を
実
感

さ
せ

、
自
分

の
で
き

る
こ
と

に
取

り
組

め
る
よ
う
に
す
る
。
（
総
合
的
な
学
習
の
時
間
と
の
関
連
）

・
学
級
活
動
や
生
徒
会
活
動
等
に
お
い
て
、
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
進
ん
で
行
う
と

い
う
意
思
を
も
ち
、
行
動
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

家
庭
と
の
連
携

・
学
級
通
信
で
授
業
の
学
び
を
紹
介
す
る
。

４
校
内
研
究
と
の
関
わ
り

本
校
の

研
究
主
題
は
、
「

対
話
を
通
じ
自
分
の

考
え
を
広
げ
深
め
る
力

を
育
て
る
指
導
方
法

の
研
究
～
自
分
の
考

え
を

再
構

成
し

、
よ
り

深
く

理
解

す
る
活

動
を

通
し

て
～
」

で
あ
る

。
本
時

で
は

、
自
分

の
考

え
を
広

げ
深

め
る

力
を
育
て
る
指
導
と
し
て
、
三
つ
の
手
立
て
を
用
意
す
る
。
一
つ
目
は
、
自
分
と
登
場
人
物
の
比
較
、
二
つ
目
は
、

観
点

に
よ

る
考

え
の
整

理
、

三
つ

目
は
、

友
達

と
の

意
見
交

流
で
あ

る
。
こ

れ
ら

の
指
導

に
よ

り
、
考

え
を

広
げ

た
り
、
深
め
た
り
す
る
力
が
育
て
ら
れ
る
と
考
え
る
。

５
本
時
の
指
導

（
１
）
ね
ら
い

登
場
人
物
が
な
ぜ
、
充
実
感
や
達
成
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
か
を
考
え
、
自
分
と
の
比
較
や
意
見
交
流
を

通
し
て
、
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
進
ん
で
行
う
と
い
う
意
思
を
も
ち
、
行
動
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
育
て
る
。

（
２
）
展

開

段
階

学
習
活
動

指
導
上
の
留
意
点
、
指
導
の
工
夫
、
評
価
等

（
主
な
発
問
と
児
童
生
徒
の
予
想
さ
れ
る
反
応
）

導
入

１
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
自
分
の
体
験
を
振
り
返

・
事

前
に

行
っ

た
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

を
も

と
に

(
３
)

る
。

生
徒

の
体

験
を

想
起
さ

せ
、

ね
ら

い
と

す
る

〇
今
ま
で
に
『
や
っ
て
よ
か
っ
た
』
と
思
っ
た
経
験
は
？

価
値
へ
方
向
付
け
を
図
る
。

・
自
分
で
立
て
た
目
標
を
達
成
し
た
。

・
陸
上
の
大
会
で
新
記
録
を
出
せ
た
。

展
開

２
範
読
を
聞
き
、
登
場
人
物
が
『
や
っ
て
よ
か
っ
た
』

(
42
)

と
思
っ
た
理
由
を
考
え
る
。

<中
心
的
な
発
問
>

な
ぜ

、
『

や
っ

て
よ

か
っ
た

』
と

思
っ

た
の
で

し
ょ

う
か
。
そ
の
理
由
を
考
え
よ
う
。

<
予
想
さ
れ
る
生
徒
の
反
応
>

・
そ

れ
ぞ

れ
の

登
場

人
物

の
視

点
か

ら
考

え
さ

①
私

せ
る
。

・
気
乗
り
が
し
な
か
っ
た
け
ど
、
楽
し
か
っ
た
か
ら
。

②
章
太
郎

①
私

・
ま

た
手

伝
い

に
行

き
た

い
ぐ
ら

い
や

り
が

い
が
あ

②
章
太
郎

っ
た
。

③
足
立
さ
ん

③
足
立
さ
ん

④
佐
々
木
先
生

・
文

芸
部

に
来

て
も

ら
う

こ
と
で

、
よ

り
よ

い
会
に

⑤
子
ど
も
た
ち
・
保
護
者

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
来
て
も
ら
っ
て
よ
か
っ
た
。

④
佐
々
木
先
生

・
文
芸
部
員
が
成
長
し
た
姿
を
見
ら
れ
た
か
ら
。

⑤
子
ど
も
た
ち
・
保
護
者

・
紙
芝
居
が
楽
し
か
っ
た
か
ら
。

・
生
徒
の
意
見
を
「
自
分
の
気
持
ち
」
「
他
者
と

の
関
わ
り
」
「
社
会
と
の
関
わ
り
」
と
い
う
観

点
に
分
け
な
が
ら
、
板
書
し
て
整
理
す
る
。

【
仮
説
の
検
証
場
面
】

３
自

分
が

『
や

っ
て

よ
か

っ
た
』

と
思

っ
た

理
由
を

・
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

を
も

と
に

、
自

分
と

登
場

考
え
よ
う
。

人
物
を
比
較
し
て
考
え
さ
せ
る
。

〇
自
分

や
友

達
の

こ
れ

ま
で

の
経
験

や
、

そ
の

と
き
の

・
自
分
の
考
え
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
入
さ
せ
、

思
い

な
ど

を
考

え
、

登
場

人
物
と

理
由

を
比

べ
、
ワ

意
見
交
流
の
足
が
か
り
と
な
る
よ
う
に
す
る
。

ー
ク
シ
ー
ト
に
記
入
す
る
。

<
記
述
が
難
し
い
生
徒
へ
の
手
立
て
>

<
予
想
さ
れ
る
生
徒
の
反
応
>

・
机
間
指
導
を
し
な
が
ら
、
「
な
ぜ
、
や
っ
て
よ

・
親
に
喜
ん
で
も
ら
え
た
。

か
っ
た
と
思
う
か
」
に
つ
い
て
問
い
か
け
る
。

・
感
謝
し
て
も
ら
え
た
。

・
目
標
を
達
成
で
き
た
。

な
ど

－44－



４
意
見
交
流
を
す
る

・
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
意
見
を
書
き
出
し
、
整

・
３
人
（
４
人
）
グ
ル
ー
プ
を
作
る
。

理
し
な
が
ら
ま
と
め
さ
せ
る
。

・
一
人
ず
つ
発
表
す
る
。

５
発
表
（
広
げ
深
め
る
）

・
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を
黒
板
に
貼
ら
せ
る
。

・
発
表
さ
せ
る
。

〇
代
表
者
に
よ
る
発
表
。

・
発

表
を

聞
き

、
新

た
な

気
づ

き
や

共
感

し
た

意
見
を
赤
ペ
ン
で
書
き
込
ま
せ
る
。

終
末

６
振
り
返
り
（
再
構
成
）

（
5）

〇
今
日

の
授

業
を

通
し

て
、

学
ん
だ

こ
と

や
感

じ
た
こ

☆
授

業
を

振
り

返
り

、
３

つ
の

観
点

に
つ

い
て

と
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
生
か
し
た
い
こ
と
を
記
入

書
い
て
い
る
。

し
て
く
だ
さ
い
。

自
分

自
身

の
こ

れ
か
ら

の
生

活
に

お
い

て
進

ん
で

行
動

し
よ

う
と
す

る
意

思
や

行
動

し
よ

う
と

す
る

こ
と

の
大
切

さ
に

つ
い

て
書

い
て

い
る
。

６
そ
の
他

（
１
）
板
書
計
画

１
６

紙
芝
居

ホ
ワ
イ
ト

ボ
ー

ド

自
分

他
者

社
会

な
ぜ

、
『

や
っ

て
よ

か
っ

た
』

と
思

っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
理
由
を
考
え
よ
う
。

自
分

他
者

社
会

今
後
の
生
活
に
ど
う
生
か
す
か
？
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道
 
徳

 
科

 
学
 
習

 
指

 
導
 
案

 

５
月
１
９
日
５
校
時
(
２
年
Ａ
組
教
室
) 

２
学
年
Ａ
組
(１

７
名
) 

指
導
者
 
教
諭
 
松
 
坂
 
真
 
吾
 

１
 
主
題
名
 
礼
儀
の
意
義
〈
Ｂ
（
7
）
礼
儀
〉
 

 

２
 
教
材
名
 
⑬
 
秀
さ
ん
の
心
 

 

３
 
主
題
設
定
の
理
由
 

（
１
）
ね
ら
い
と
す
る
道
徳
的
価
値
に
つ
い
て
（
価
値
観
）
 

 
 
 
学
習
指
導
要
領
に
は
、
内
容
項
目
「
Ｂ
（
７
）
礼
儀
」
の
指
導
の
観
点
と
し
て
、「

礼
儀
の
意
義
を
理
解
し
、
時

と
場
に
応
じ
た
適
切
な
言
動
を
と
る
こ
と
。
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
小
学
校
高
学
年
の
観
点
と
し
て
「
時

と
場
を
わ
き
ま
え
て
、
礼
儀
正
し
く
真
心
を
も
っ
て
接
す
る
こ
と
。
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
中
学
校
で
は
、
さ
ら

に
そ
の
意
義
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、
主
体
的
に
実
践
し
よ
う
と
す
る
礼
儀
に
対
す
る
意
識
の
変
化
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
た
。
礼
儀
は
、
人
間
関
係
を
豊
か
に
す
る
と
と
も
に
、
社
会
生
活
を
円
滑
に
す
る
た
め
に
創
り
出
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
人
と
し
て
の
生
き
方
の
基
本
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
礼
儀
の
意
義
を
理
解
し
、
心

の
こ
も
っ
た
適
切
な
言
動
を
主
体
的
に
取
ろ
う
と
す
る
生
徒
を
育
成
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
 

 （
２
）
ね
ら
い
に
関
わ
る
生
徒
の
実
態
に
つ
い
て
（
生
徒
観
）
 

 
 
 
４
月
に
実
施
し
た
教

研
式
Ｈ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｎ

道
徳
性
ア
セ

ス
メ
ン
ト
に
よ
る
と
、
「
時
と
場
に
応
じ
た

適
切
な
言
動

が
と
れ
る
」
生
徒
が
全
体
の
７
６
％
い
る
と
い
う
結
果
が
出
て
お
り
、
礼
儀
正
し
い
あ
い
さ
つ
や
行
動
を
で
き
る

生
徒
が
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
し
、
全
国
の
割
合
に
比
べ
「
礼
儀
の
意
義
を
理
解
し
、
時
と
場
に
応
じ
た

適
切
な
言
動
が
と
れ
る
」
生
徒
は
少
な
く
、「

礼
儀
の
十
分
な
理
解
は
な
い
が
、
時
と
場
に
応
じ
た
適
切
な
言
動
が

と
れ
る
」
生
徒
が
多
い
と
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
礼
儀
に
対
す
る
生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、「

礼
儀
正

し
い
あ
い
さ
つ
を
心
が
け
て
い
ま
す
か
？
」
と
い
う
質
問
に
対
し
、
８
２
％
の
生
徒
が
肯
定
的
な
回
答
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
、「

積
極
的
に
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
ま
す
か
？
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
肯
定
的
な
回
答
を
し
た
生

徒
は
３
５
％
で
あ
っ
た
。
礼
儀
の
意
義
が
十
分
理
解
で
き
て
い
な
い
生
徒
が
多
い
こ
と
が
、
積
極
的
に
あ
い
さ
つ

を
す
る
生
徒
の
少
な
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
中
学
校
の
発
達
段
階
で
は
、
習
慣
と
し
て
実
践
し

て
い
る
意
義
を
理
解
し
、
心
と
形
が
一
体
と
な
っ
た
言
動
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
本
時
の
活
動
で
は
、
登
場

人
物
の
姿
か
ら
自
分
の
考
え
や
言
動
を
見
つ
め
直
し
た
り
、
友
達
と
の
意
見
交
流
を
通
じ
て
、
多
角
的
に
考
え
た

り
す
る
こ
と
で
礼
儀
の
意
義
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
。
 

 （
３
）
教
材
に
つ
い
て
（
教
材
観
）
 

 
 
 
本
時
で
は
、
登
場
人
物
が
実
践
し
て
い
る
心
か
ら
の
礼
儀
に
気
付
か
せ
た
い
。
自
分
の
礼
儀
に
関
わ
る
言
動
を

確
認
し
、
自
分
が
考
え
る
礼
儀
の
大
切
さ
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
ふ
せ
ん
機
能
に
入
力
さ
せ
た
上
で
、
登
場
人
物

の
言
動
や
気
持
ち
変
化
に
着
目
し
な
が
ら
、
生
徒
同
士
で
意
見
を
交
流
さ
せ
る
。
さ
ら
に
、
登
場
人
物
の
心
情
を

捉
え
な
が
ら
、
セ
リ
フ
を
考
え
演
じ
る
役
割
演
技
を
行
い
、
演
技
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
を
交
流
し
合
う
。
最
後

に
、
授
業
を
振
り
返
り
文
章
に
す
る
。
こ
れ
ら
の
活
動
に
よ
り
、
礼
儀
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
を
広
げ
、
よ
り
深

く
理
解
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
 

 （
４
）
他
の
教
育
活
動
と
の
関
連
 

 

事
前
指
導
 

・
礼
儀
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
（
４
月
 
短
学
活
）
 

道
徳
科
 

・
教
材
名
「
⑬
秀
さ
ん
の
心
」
 

 
職
人
の
礼
儀
に
ふ
れ
た
二
人
の
生
徒
の
物
語
を
通
し
て
、
礼
儀
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
、

心
の
こ
も
っ
た
適
切
な
言
動
を
主
体
的
に
取
ろ
う
と
す
る
実
践
意
欲
と
態
度
を
育
て
る
。
 

事
後
指
導
 

・
中
学
校
体
育
大
会
夏
季
大
会
の
事
前
指
導
と
し
て
、
大
会
参
加
時
の
礼
儀
や
マ
ナ
ー
に
つ
い

て
話
し
合
い
、
校
外
の
活
動
で
も
望
ま
し
い
振
る
舞
い
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。（

６
月
 
特

別
活
動
の
時
間
）
 

・
職
場
体
験
学
習
の
事
前
指
導
と
し
て
、
体
験
時
の
礼
儀
や
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
体

験
先
で
の
望
ま
し
い
振
る
舞
い
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
（
９
月
 
総
合
的
な
学
習
の
時
間
）

家
庭
と
の
連
携
 

・
学
級
通
信
で
授
業
で
の
学
び
を
紹
介
し
、
家
庭
で
礼
儀
に
つ
い
て
話
題
に
な
る
よ
う
に
す
る
。

  ４
 
校
内
研
究
と
の
関
わ
り
 

本
校
の
研
究
主
題
は
、
「
対
話
を
通
じ

自
分
の
考
え
を

広
げ

深
め
る
力
を
育
て
る
指

導
方
法
の
研
究
～

自
分
の
考

え
を
再
構
成
し
、
よ
り
深
く
理
解
す
る
活
動
を
通
し
て
～
」
で
あ
る
。
本
時
で
は
、
ク
ロ
ー
ム
ブ
ッ
ク
を
用
い
な
が

ら
、
生
徒
同
士
の
意
見
交
流
を
行
い
、
考
え
を
広
げ
て
い
く
。
そ
し
て
、
礼
儀
の
意
義
に
つ
い
て
よ
り
深
く
理
解
で

き
る
よ
う
、
役
割
実
演
に
よ
る
演
者
の
言
葉
や
表
情
、
し
ぐ
さ
に
着
目
さ
せ
相
互
に
感
想
を
交
流
す
る
。
こ
れ
ら
の

活
動
に
よ
り
、
自
分
の
考
え
を
広
げ
深
め
る
力
が
育
成
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。
 

 

５
 
本
時
の
指
導
 

（
１
）
ね
ら
い
 

職
人
の
礼
儀
に
ふ
れ
た
二
人
の
生
徒
の
物
語
を
通
し
て
、
礼
儀
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
、
心
の
こ
も
っ
た

適
切
な
言
動
を
主
体
的
に
取
ろ
う
と
す
る
実
践
意
欲
と
態
度
を
育
て
る
。
 

 （
２
）
展
 
開
 

段 階
 

学
習

活
動
 

（
主

な
発
問

と
児
童

生
徒
の

予
想
さ

れ
る
反

応
）
 

指
導

上
の
留

意
点
、

指
導
の

工
夫
、

評
価
等
 

導 入 （

  

）

 

１
 

礼
儀
に

つ
い
て

、
自
分

の
考
え

を
も
つ

。
 

○
部

活
動
中

に
後

輩
が

、
先
輩

や
先
生

方
に

あ
い

さ
つ
を

し

な
か

っ
た
ら

、
何
と

声
を
か

け
ま
す

か
。
 

〈
予

想
さ
れ

る
生
徒

の
反
応

〉
 

・
あ

い
さ
つ

し
た
方

が
い
い

よ
。
 
 

・
礼

儀
は
大

事
だ
よ

。
 

○
礼

儀
正
し

く
す

る
こ

と
に
は

、
ど
ん

な
意

味
が

あ
り
ま

す

か
。

ノ
ー
ト

の
ス

テ
ッ

プ
１
に

記
入
し

、
ジ

ャ
ム

ボ
ー
ド

に
黄

色
の
付

箋
で
入

力
し
て

く
だ
さ

い
。
 

〈
予

想
さ
れ

る
生
徒

の
反
応

〉
 

 
・

先
生
が

大
事
だ

と
言
っ

て
い
た

か
ら
。
 

・
相

手
に
よ

い
印
象

を
与
え

る
た
め

。
 

 
・

相
手
を

怒
ら
せ

な
い
よ

う
に
す

る
た
め

。
 

 ２
 

学
び
の

テ
ー
マ

の
確
認
 

  

・
普

段
の

部
活

動
の

こ
と

を
想

像
さ

せ
、

礼
儀

に
目

を
向

か
せ
る

。
 

・
人

と
の

接
し

方
に

つ
い

て
考

え
さ

せ
普

段
の

生
活

を
振

り
返
ら

せ
る
。
 

  ・
礼

儀
の

大
切

さ
に

目
を

向
け

さ
せ

る
こ

と
で

、
課

題
意

識
を

も
っ

て
学

習
に

取
り

組
め

る
よ

う
に

す

る
。
 

・
ク

ロ
ー

ム
ブ

ッ
ク

の
ジ

ャ
ム

ボ
ー

ド
に

記
入

を
終

え
た

ら
、

ク
ロ

ー
ム

ブ
ッ

ク
を

閉
じ

机
の

中
に

し

ま
わ

せ
る
。
 

学
び

の
テ
ー

マ
 
 

礼
儀
に

は
、
ど

ん
な
意

味
が
あ

る
の
だ

ろ
う

。
 

５
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展 開 （

  

）

 

 ３
 

範
読
を

聞
き
、

登
場
人

物
の
気

持
ち
を

考
え
る

。
 

○
「

バ
ス
に

遅
れ

て
し

ま
っ
て

・
・
・

。
い

え
、

え
っ
と

寝

坊
し

て
し
ま

っ
て

・
・

・
」
と

言
っ
た

、
昌

雄
は

ど
ん
な

気
持

ち
だ
っ

た
で
し

ょ
う
。
 

〈
予

想
さ
れ

る
生
徒

の
反
応

〉
 

・
怒

ら
れ
た

く
な
い

か
ら
、

寝
坊
し

た
こ
と

を
隠
そ

う
。

・
秀

さ
ん

怖
い
か

ら
、
ど

う
に
か

怒
ら
れ

ず
に
済

む
と
い

い
な

。
 

○
胸

が
熱
く

な
る

の
を

感
じ
な

が
ら
、

昌
雄

は
ど

ん
な
こ

と

を
考

え
て
い

た
で
し

ょ
う
。
 

・
寝

坊
し
た

こ
と
を

、
謝
ろ

う
。（

行
動
）
 

・
ご

ま
か
そ

う
と
し

た
自
分

が
恥
ず

か
し
い

（
反
省

）
 

・
秀

さ
ん
の

礼
儀
に

は
、
心

が
こ
も

っ
て
い

る
。（

真
心
）

 

 ・
範

読
時

は
、

登
場

人
物

に
よ

る
声

の
大

き
さ

に
変

化
を

付
け
て

読
む
。
 

・
昌

雄
は

自
分

の
こ

と
ば

か
り

考
え

て
い

て
、

謝
っ

て
い

な
い
こ

と
を
お

さ
え
る

。
 

・「
皆
さ

ん
も
、
昌

雄
の

こ
う
い

う
気
持

ち
と
同

じ
気

持
ち

に
な
る

こ
と
が

あ
り
ま

せ
ん
か

。」
と

投
げ

か

け
、
自
分

の
こ
と

と
し
て

共
感
的

に
捉
え

さ
せ
る

。

 〈
記

述
が
難

し
い
生

徒
へ
の

手
立
て

〉
 

・
机

間
指

導
を

し
な
が

ら
、「

昌
雄

が
、
自

分
自

身
に

感
じ

た
思

い
。
」
「

秀
さ

ん
に

対
す

る
思

い
。
」
「

昌

雄
が

秀
さ

ん
に

す
る

べ
き

こ
と

」
は

何
か

を
問

い

か
け

る
。
 

 

  〈
中

心
的
な

発
問
〉
 

○
胸

が
熱
く

な
る

の
を

感
じ
た

昌
雄
は

、
こ

の
後

、
秀
さ

ん

に
話

し
か
け

る
と

し
た

ら
、
ど

ん
な
言

葉
を

か
け

る
で
し

ょ
う

。
言
葉

を
書

い
た

ら
、
実

際
に
演

じ
て

み
て

、
感
想

を
交

換
し
ま

し
ょ
う

。
 

 
全

員
に
ノ

ー
ト
に

言
葉
を

記
入
さ

せ
た
ら

、
代
表

の
生
徒

 
に

昌
雄
を

実
演
さ

せ
、
秀

さ
ん
を

教
師
が

演
じ
、

見
て
い

 
た

生
徒
に

感
想
を

聞
く
。
 

 
班

に
な
り

、
順

番
に

昌
雄
と

秀
さ
ん

を
演

じ
て

い
き
、

感

想
を

交
換
し

て
い
く

。
 

〈
予

想
さ
れ

る
生
徒

の
反
応

〉
 

・〔
昌

雄
役

〕
秀
さ

ん
、
さ

っ
き
は

寝
坊
を

ご
ま
か

そ
う
と

し

て
、

す
み
ま

せ
ん

で
し

た
。
ま

た
、
仕

事
に

も
遅

れ
て
し

ま
い

申
し
訳

あ
り
ま

せ
ん
で

し
た
。
 

〔
秀

さ
ん
役

（
教
師

）
〕
正

直
に
言

っ
て
く

れ
て
あ

り
が

と

う
。

ど
う
し

て
、
ご

ま
か
そ

う
と
し

た
ん
だ

い
。
 

〔
感

想
〕
正

直
に
言

う
こ
と

は
大
事

だ
と
思

い
ま
し

た
。
 

・〔
昌

雄
役

〕
秀

さ
ん
。
仕

事
に

遅
れ
て

し
ま
い

。
申

し
訳

あ

り
ま

せ
ん
で

し
た

。
僕

は
秀
さ

ん
か
ら

真
心

の
大

切
さ
を

学
び

ま
し
た

。
本
当

に
あ
り

が
と
う

ご
ざ
い

ま
し
た

。
 

〔
秀

さ
ん
役

（
生
徒

）
〕
こ

ち
ら
こ

そ
、
あ

り
が
と

う
。

し

っ
か

り
伝
わ

っ
て
う

れ
し
い

よ
。
 

〔
感

想
〕

相
手

と
心

が
通

じ
合

っ
て

い
て

よ
か

っ
た

と
思

い
ま

す
。
 

 ４
 

礼
儀
の

意
味
に

つ
い
て

振
り
返

る
。
 

○
今

日
は
「

礼
儀

の
意

味
」
に

つ
い
て

考
え

ま
し

た
。
今

日

の
授

業
を
通

じ
て

ど
の

よ
う
に

考
え
た

か
を

学
び

の
記
録

に

記
入

し
て
く

だ
さ
い

。
 

 

 ☆
変

化
し
た

昌
雄
の

気
持
ち

を
考
え

て
い
る

。
 

（
ノ

ー
ト
記

述
、
つ
ぶ

や
き

、
発

表
の
様

子
の
観

察
）

・
こ

れ
ま

で
考

え
た

こ
と

を
踏

ま
え

、
役

割
演

技
を

行
い

、
礼

儀
正

し
く

あ
る

こ
と

の
難

し
さ

や
良

さ

を
実

感
的
に

捉
え
さ

せ
る
。
 

・
机

間
指

導
し

な
が

ら
、

昌
雄

の
気

持
ち

を
深

く
捉

え
て

い
る

生
徒

を
選

び
、

代
表

で
実

演
さ

せ
る

。

代
表

生
徒

に
対

し
て

は
、

教
師

が
秀

さ
ん

役
を

演

じ
、

肯
定

的
な

受
け

答
え

を
す

る
。

こ
う

す
る

こ

と
で

、
こ

の
後

、
班

毎
に

演
じ

る
役

割
演

技
の

見

本
を

見
せ
る

。
 

・
役

割
演

技
を

見
る

生
徒

に
は

、
演

者
の

言
葉

や
表

情
、

し
ぐ

さ
に

着
目

し
、

後
で

感
想

を
交

換
す

る

こ
と

を
告

げ
て

お
き

、
役

割
演

技
を

見
た

後
、

感

想
を

発
表

さ
せ

る
。

そ
の

後
、

昌
雄

役
の

演
者

に

も
演

じ
た

際
に

考
え

た
こ

と
や

感
じ

た
こ

と
を

発

表
さ

せ
、
秀

さ
ん
役

の
教
師

も
感
想

を
述
べ

る
。

 ・
班

発
表

で
は

、
班

の
人

数
は

４
人

に
す

る
。

役
割

演
技

を
見

た
生

徒
２

人
は

、
感

想
を

発
表

す
る

。

そ
の

後
、

昌
雄

役
や

秀
さ

ん
役

が
考

え
た

こ
と

を

発
表

す
る
。
 

    ☆
授

業
を
振

り
返
り

、
礼

儀
の
意

義
に
つ

い
て
考

え
、

心
の

こ
も

っ
た

適
切

な
言

動
を

主
体

的
に

実
践

し

よ
う

と
し
て

い
る
。
（

ノ
ー

ト
へ
の

記
述
）
 

・
ス

ク
リ

ー
ン

に
映

し
て

い
る

導
入

で
作

成
し

た
ふ

せ
ん

機
能

を
確

認
し

、
授

業
が

始
ま

っ
た

時
の

自

分
を

想
起
さ

せ
る
。
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【
仮
説
の
検
証
場
面
】
 

 

  ６
 
そ
の
他
 

（
１
）
板
書
計
画
 

                   
（
２
）
黒
板
の
右
側
ス
ク
リ
ー
ン
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 ５
 

学
び
の

記
録
に

記
入
し

た
内
容

を
発
表

す
る
。
 

〈
予

想
さ
れ

る
生
徒

の
反
応

〉
 

・
今

ま
で
は

、
先

生
に

大
事
だ

と
言
わ

れ
何

と
な

く
あ
い

さ

つ
を

し
て
い

ま
し

た
。

し
か
し

、
心
を

込
め

て
、

相
手
と

心
が

通
じ
合

う
こ

と
が

大
切
だ

と
思
っ

た
の

で
、

そ
の
よ

う
な

あ
い
さ

つ
を
し

て
い
き

た
い
で

す
。
 

 

 ☆
授

業
を
振

り
返
り

、
礼

儀
の
意

義
に
つ

い
て
考

え
、

心
の

こ
も

っ
た

適
切

な
言

動
を

主
体

的
に

実
践

し

よ
う

と
し
て

い
る
。
（

発
表

の
様
子

の
観
察

）
 

・
記

入
し

た
内

容
の

中
で

も
、

礼
儀

の
意

味
に

つ
い

て
聞

き
、
板
書

す
る

。
次

に
思
い

に
つ
い

て
聞
き

、

板
書

す
る
。
 

・
学

び
の

記
録

に
記

入
し

た
内

容
を

、
学

級
通

信
で

紹
介

す
る
。
 

 

⑬
 
秀
さ
ん
の
心
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
学

び
の

テ
ー

マ
 
礼

儀
に
は

、
ど
ん

な
意

味
が
あ

る
の
だ

ろ
う
。

「
バ
ス
に
遅
れ
て
し
ま
っ
て
・
・
・
。
い
え
、
え

っ
と
寝
坊
し
て
し
ま
っ
て
・
・
・
」
と
言
っ
た
、

昌
雄
は
ど
ん
な
気
持
ち
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
 

胸
が

熱
く

な
る

の
を

感
じ

な
が

ら
、
昌

雄
は

ど
ん

な
こ
と

を
考
え

て
い

た
で
し

ょ
う
。

 

○
・
・
・
・
・
（
本
音
）
 

○
・
・
・
・
・
（
形
だ
け
）
 

○
・
・
・
・
・（

ご
ま
か
し
） 

○
・
・
・
「
思
い
を
表
す
」

○
・
・
・
・
・
・
・
・
 

○
・
・
・
・
・
「
反
省
」
 

○
・
・
・
・
・
・
・
・
 

○
・
・
・
・
・
・
「
真
心
」

変
化

5 終 末 （

 

） 

※
黒

板
の

右
側

ス
ク

リ
ー

ン
に

ふ
せ

ん
機

能
を
映
す
 

礼
儀

に
は
、
ど
ん

な
意
味

が
あ

る
だ
ろ

う
。（

終
末
）
 

      
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

礼
儀

に
は

、
ど

ん
な

意
味

が
あ

る
の

だ
ろ

う
。

 
※

導
入

時
の

「
礼

儀
正

し
く

す
る

こ
と

に

は
、
ど
ん
な
意
味
が
あ
り
ま
す
か
。
」
に
対

す
る

生
徒

全
員

の
意

見
を

タ
ブ

レ
ッ

ト
端

末
の
ふ
せ
ん
機
能
で
表
示
す
る
。
 

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
 

ふ
せ
ん
機
能

真
心

 

み
ん
な
の
思
い
 

礼
儀
の
意
味
 

－47－



道
徳

科
学

習
指

導
案

 

１
０
月
２
８
日
（
水
）
５
校
時
 
（
３
年
Ａ
組
教
室
）
 

３
学
年
Ａ
組
（
２
０
名
）
 

指
導
者
 
教
諭
 
及
川
 
将
太
 

１
 
主
題
名
 
＜
内
容
項
目
＞
 
遵
法
精
神
、
公
徳
心
（
Ｃ
（
１
０
）
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

２
 
教
材
名
 

１
６

闇
の
中
の
炎
 

 ３
 
主
題
設
定
の
理
由
 

(
1
)
 
ね
ら
い
と
す
る
道
徳
的
価
値
に
つ
い
て
（
価
値
観
）
 

学
習
指
導
要
領
に
は
、
内
容
項
目
「
Ｃ
（
１
０
）
遵
法
精
神
、
公
徳
心
」
の
指
導
の
観
点
と
し
て
、「

法
や
き
ま
り

の
意
義
を
理
解
し
、
そ
れ
ら
を
進
ん
で
守
る
と
と
も
に
、
そ
の
よ
り
よ
い
在
り
方
に
つ
い
て
考
え
、
自
他
の
権
利
を

大
切
に
し
、
義
務
を
果
た
し
て
、
規
律
あ
る
安
定
し
た
社
会
の
実
現
に
努
め
る
こ
と
。」

と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

小
学
校
高
学
年
の
観
点

と
し
て
、
「
法
や
き
ま
り
の
意
義

を
理
解
し
た
上
で
進
ん
で

そ
れ
ら
を
守
り
、

自
他
の
権
利

を
大
切
に
し
、
義
務
を
果
た
す
こ
と
。
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
中
学
校
で
は
、
社
会
の
構
成
員
の
一
人

で
あ
る
自
覚
を
深
め
、
法
や
き
ま
り
が
自
分
た
ち
を
守
る
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の
社
会
を
安
定
的
な
も
の
に

し
て
い
る
こ
と
を
考
え
さ
せ
、
積
極
的
に
法
や
き
ま
り
に
関
わ
ろ
う
と
す
る
意
欲
や
態
度
を
育
て
る
こ
と
が
理
想
の

姿
で
あ
る
。
そ
の
理
想

に
近
づ
く
た
め
に

、
学
校
生
活
で
は

、
法
や
き
ま
り
に
つ
い

て
そ
の
意
義
を
一

層
理
解
し
、

「
ル
ー
ル
だ
か
ら
守
る
」
と
い
う
他
律
的
な
捉
え
方
で
は
な
く
、「

尊
重
し
た
い
か
ら
守
る
」
と
い
う
自
律
的
な
捉
え

方
に
変
化
さ
せ
、
遵
法
に
は
自
他
の
尊
重
、
す
な
わ
ち
自
尊
心
と
思
い
や
り
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
せ
る

必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
時
で
は
、「

ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
で
助
か
っ
た
人
は
誰
か
」
や
「
自
分
が
だ
め
だ
と
思
っ

た
ら
だ
め
な
ん
だ
」
に
あ
る
思
い
に
自
分
を
重
ね
て
考
え
さ
せ
る
こ
と
を
通
し
て
、
法
や
き
ま
り
の
意
義
を
さ
ら
に

理
解
し
、
法
や
き
ま
り
を
守
る
た
め
に
は
自
分
自
身
を
裏
切
ら
な
い
心
が
必
要
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
、
そ
れ
を

行
動
で
示
そ
う
と
す
る
態
度
を
育
て
た
い
。
 

 
(
2
)
 
ね
ら
い
に
関
わ
る
生
徒
の
実
態
に
つ
い
て
（
生
徒
観
）
 

４
月
に
実
施
し
た
教
研
式
Ｈ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｎ
道
徳
性
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
よ
る
と
、
本
学
級
の
生
徒
は
「
Ｃ
 
主
と
し
て

集
団
や
社
会
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と
」
の
内
容
項
目
９
項
目
の
う
ち
、
７
項
目
で
全
国
の
傾
向
よ
り
望
ま
し
い

方
向
に
あ
る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
。
特
に
「
Ｃ
（
１
０
）
遵
法
精
神
、
公
徳
心
」
の
項
目
で
は
、「

き
ま
り
や
規

則
の
意
義
を
十
分
理
解
し
、
進
ん
で
こ
れ
を
守
る
」
生
徒
が
全
体
の
５
５
％
存
在
し
、
全
国
の
回
答
の
割
合
を
大
き

く
上
回
っ
て
い
る
。
一
方
で
、「

き
ま
り
や
規
則
を
守
る
気
持
ち
に
か
け
、
規
則
を
破
る
こ
と
多
い
」
生
徒
も
１
１
％

存
在
し
て
お
り
、
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
学
級
内
で
き
ま
り
や
規
則
の
意
義
の
理
解
度
や
、
き

ま
り
や
規
則
守
る
意
識
に
つ
い
て
、
二
極
化
し
て
い
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
 

順
法
精
神
に
必
要
と
さ
れ
る
思
い
や
り
の
心
と
自
尊
心
に
注
目
す
る
と
、「

Ｂ
（
６
）
思
い
や
り
、
感
謝
」
の
項
目

で
は
、「

思
い
や
り
の
心
を
も
ち
、
多
く
の
人
の
善
意
に
よ
っ
て
現
在
の
生
活
が
あ
る
こ
と
に
感
謝
し
、
そ
れ
に
応
え

て
い
る
」
生
徒
が
７
６
％
と
多
く
、「

思
い
や
り
の
心
が
不
十
分
で
あ
る
」「

思
い
や
り
の
心
が
不
十
分
で
、
相
手
の

立
場
を
考
え
ず
、
親
切
さ
に
欠
け
る
」
生
徒
が
と
も
に
０
％
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
授
業
や
学
校
生
活
に
お
い
て
、

相
手
の
立
場
に
立
っ
て
そ
の
考
え
や
意
見
を
聞
い
た
り
、
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
て
行
動
し
た
り
す
る
こ
と
を
重
点

的
に
指
導
し
て
き
た
。
ま
た
、
小
規
模
校
と
い
う
特
性
か
ら
、
お
互
い
に
支
え
あ
う
経
験
や
多
く
の
行
事
の
中
で
家

族
や
地
域
の
方
々
に
支

え
ら
れ
て
い
る
実

感
が
背
景
に
あ
る

と
も
考
え
ら
れ
る
。
一

方
で
、
「
Ａ
 
主
と
し
て
自
分

自
身
に
関
す
る
こ
と
」
に
つ
い
て
の
総
合
評
価
が
一
番
低
い
。
こ
の
評
価
に
み
ら
れ
る
通
り
、
自
分
自
身
を
見
つ
め

直
す
こ
と
が
苦
手
で
あ
り
、
そ
の
結
果
自
己
を
肯
定
的
に
捉
え
た
り
、
自
己
の
優
れ
て
い
る
部
分
を
認
識
し
て
よ
り

よ
く
努
力
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
生
徒
が
多
い
。
 

そ
こ
で
本
時
で
は
、
き
ま
り
や
規
則
を
守
る
こ
と
で
生
じ
た
結
果
を
考
え
さ
せ
、
き
ま
り
や
規
則
を
守
る
意
義
に

つ
い
て
さ
ら
に
理
解
を
深
め
さ
せ
た
い
。
さ
ら
に
、
登
場
人
物
に
自
分
自
身
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
で
自
分
自
身
を

向
き
合
い
な
が
ら
、
ル
ー
ル
を
守
る
た
め
に
は
「
自
分
」
を
大
切
に
す
る
心
が
必
要
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
た
い
。
 

 
(
3
)
 
教
材
に
つ
い
て
（
教
材
観
）
 

本
教
材
は
、
主
人
公
が
既
存
の
芸
術
作
品
を
参
考
に
し
て
自
分
の
作
品
を
描
い
た
こ
と
か
ら
、
後
ろ
め
た
さ
や
葛

藤
を
感
じ
る
物
語
で
あ
る
。
そ
の
後
ろ
め
た
さ
や
葛
藤
の
理
由
に
は
、
法
や
き
ま
り
に
従
わ
な
い
こ
と
で
生
じ
る
自

身
の
良
心
の
呵
責
や
周
囲
へ
の
影
響
が
読
み
取
れ
る
。
そ
の
た
め
、
法
や
き
ま
り
を
守
る
意
義
や
守
る
た
め
に
必
要

な
も
の
考
え
さ
せ
る
の
に
適
し
て
い
る
。
本
時
で
は
、
主
人
公
の
心
情
を
考
え
さ
せ
た
上
で
、
登
場
人
物
と
自
分
と

を
比
べ
た
り
、
友
達
と
交
流
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
法
や
き
ま
り
の
意
義
を
整
理
し
、
そ
れ
ら
を
守
る
た
め
に
必
要

な
こ
と
（
源
）
に
つ
い
て
考
え
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。
 

     

(
4
)
 
他
の
教
育
活
動
と
の
関
連
 

事
前
指
導
 

・
「
生
徒
心
得
」
「
規
則
や
ル
ー
ル
」
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
（
１
０
月

学
活
）
 

道
徳
科
 

・
教
材
名
「
闇
の
中
の
炎
」
 

登
場
人
物
が

な
ぜ
、
既

存
の
芸
術

作
品
を
参

考
に
し
て

自
分
の

作
品
を
描

い
た

こ
と
に
後
ろ

め
た
さ
を

感
じ
て
い

る
生
徒
の

物
語
を
通

し
て
、

こ
れ
ま
で

の
自

分
と
の
比
較

や
他
者
と

の
意
見
交

流
を
も
と

に
、
法
や

き
ま
り

を
守
ろ
う

と
す

る
心
に
つ
い

て
考
え
、

規
則
を
守

っ
て
行
動

し
よ
う
と

す
る
実

践
意
欲
と

態
度

を
育
て
る
。
 

他
の
教
育
活
動
と
の
関
連
 

・
生
徒
総
会
な
ど
で
、
既
存
の
学
校
の
ル
ー
ル
や
「
生
徒
心
得
」
の
内
容
に
つ
い
て

話
し
合
い
、
き
ま
り
や
規
則
の
も
つ
意
味
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
、
よ
り
良
い
も
の

へ
の
修
正
や
そ
の
順
守
を
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
（
特
別
活
動
と
の
関
連
）
 

・
学

級
活

動
や

生
徒

会
活

動
等

に
お

い
て
、

き
ま

り
は

守
る
と
い

う
強

い
意

思
を

も
ち
、
行
動
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

家
庭
と
の
連
携
 

・
学
級
通
信
で
授
業
の
学
び
を
紹
介
す
る
。
 

 ４
 
校
内
研
究
と
の
関
わ
り
 

本
校
の
研
究
主
題
は
、
「
対
話
を
通
じ
自

分
の
考
え
を
広
げ

深
め
る
力
を
育
て
る
指
導

方
法
の
研
究
 
～

自
分
の
考

え
を
再
構
成
し
、
よ
り
深
く
理
解
す
る
活
動
を
通
し
て
～
」
で
あ
る
。
本
時
で
は
、
自
分
の
考
え
を
広
げ
深
め
る
力
を

育
て
る
指
導
と
し
て
、
三
つ
の
手
立
て
を
用
意
す
る
。
一
つ
目
は
、
自
分
と
登
場
人
物
の
比
較
、
二
つ
目
は
、
友
達
と

の
意
見
交
流
、
三
つ
目
は
、
振
り
返
り
に
よ
る
考
え
の
再
構
成
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
指
導
に
よ
り
、
考
え
を
広
げ
た
り
、

深
め
た
り
す
る
力
が
育
て
ら
れ
る
と
考
え
る
。
 

 ５
 
本
時
の
指
導
 

(
1
)
 
ね
ら
い
 

ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
で
生
じ
た
結
果
と
主
人
公
の
心
情
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
通
し
て
、
法
や
き
ま
り
の
意

義
の
理
解
と
法
や
き
ま
り
を
守
る
た
め
に
必
要
な
自
分
自
身
を
裏
切
ら
な
い
心
に
気
づ
か
せ
、
そ
れ
を
行
動
で
示

そ
う
と
す
る
態
度
を
育
て
る
。
 

 
 
(
2
)
 
展
 
開
 

段
階

 
学
習
活
動
  

（
主
な
発
問
と
児
童
生
徒
の
予
想
さ
れ
る
反
応
）
 

指
導
上
の
留
意
点
、
 

指
導
の
工
夫
、
評
価
等

 

導
入
 

(
5
)
 

１
 
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
自
分
の
考
え
を
振
り
返
る
。

 〇
『
ブ
ラ
ッ
ク
校
則
』
に
つ
い
て
の
考
え
は
？
 

〇
『
き
ま
り
や
規
則
』
に
つ
い
て
の
あ
な
た
の
印
象
は
？
 

・
事
前
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と

に
生
徒
の
体
験
を
想
起
さ
せ
、
ね
ら
い
と

す
る
価
値
へ
方
向
付
け
を
図
る
。
 

・
普
段
の
学
校
生
活
の
こ
と
を
想
像
さ
せ
、

規
則
に
目
を
向
か
せ
る
。
 

導
入
 

(
3
5
) 

２
 
学
び
の
テ
ー
マ
の
確
認
 

     ３
 
教
材
の
範
読
を
聞
き
、
登
場
人
物
の
気
持
ち
を
考
え

る
。
 

 
〇
画
集
を
見
て
「
描
け
る
。
こ
れ
な
ら
き
っ
と
。
」
と
思

っ
た
と
き
の
、
理
沙
は
、
ど
ん
な
絵
が
描
け
る
と
思

っ
た
の
だ
ろ
う
。
 

 
〇
教
室
に
一
人
で
い
た
と
き
の
理
沙
は
、
ど
ん
な
気
持

ち
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
 

      

      ・
自
分
自
身
を
理
沙
の
視
点
で
考
え
さ
せ

る
こ
と
で
、
自
分
自
身
の
心
に
向
き
合

う
場
面
を
作
る
。
 

・
画
集
を
見
つ
け
た
と
き
と
教
室
に
い
る

と
き
の
理
沙
の
気
持
ち
を
対
比
さ
せ
、

気
持
ち
の
変
化
を
理
解
し
共
感
で
き
る

よ
う
に
さ
せ
る
。
 

 ・
物
語
の
中
の
理
沙
の
心
の
変
化
を
的
確
に

と
ら
え
ら
れ
る
よ
う
、
整
理
し
て
板
書
す

る
。
 

学
び
の
テ
ー
マ
 
 

き
ま
り
や
規
則
は
何
の
た
め
に
あ
っ
て
、
守
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
何
だ
ろ
う
。
 

（
き
ま
り
や
規
則
の
意
義
を
さ
ら
に
理
解
し
よ
う
）
 

〈
中
心
的
な
発
問
〉
 

父
と
の
相
談
の
後
に
、
新
し
い
作
品
を
描
き
始
め

た
理
沙
。
そ
の
時
の
理
沙
は
、
ど
ん
な
気
持
ち
だ
ろ

う
か
。
 

－48－



 

  ４
 

物
語

を
通

し
て

、
き

ま
り

や
規

則
の

意
義

と
、

守
る

た
め

に
必

要
な

こ
と

（
源

）
に

つ
い

て
考

え
る

。
 

  
〇

物
語

を
通

し
て

、
理

沙
が

ル
ー

ル
を

守
っ

た
こ

と
で

助
か

っ
た

人
は

誰
だ

ろ
う

。
 

 
〇

ル
ー

ル
を

守
る

た
め

に
、

必
要

な
こ

と
（

源
）

は
何

だ
ろ

う
。
 

〈
予

想
さ

れ
る

生
徒

の
反

応
〉
 

 
〇

助
か

っ
た

人
 

・
版

画
の

製
作

者
 

・
理

沙
自

身
 

・
理

沙
の

父
、

家
族
 

・
学

校
 

 
〇

必
要

な
こ

と
（

源
）
 

・
自

分
自

身
に

噓
を

つ
か

な
い

気
持

ち
 

・
周

り
の

人
の

ア
ド

バ
イ

ス
や

忠
告
 

・
盗

作
さ

れ
た

人
の

気
持

ち
を

考
え

る
こ

と
 

 ５
 

ま
と

め
 

 
グ

ル
ー

プ
で

出
た

意
見

を
発

表
す

る
。
 

 
 

  ・
ま

ず
、

自
分

の
考

え
を

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
記

入
さ

せ
、

そ
の

後
グ

ル
ー

プ
で

意
見

交
流

さ
せ
る

。
 

 ・
こ

こ
で

は
一

つ
の

意
見

に
集

約
（

ま
と

め
る

こ
と

）
は

せ
ず

、
で

き
る

だ
け

多
く

の
意

見
や
考

え
を

出
し

合
わ

せ
る

。
 

 〈
記

述
が

難
し

い
生

徒
へ

の
手

立
て

〉
 

・
机

間
指

導
を

し
な

が
ら

、
「

も
し
、

理
沙

が
そ

の
ま

ま
絵

を
描

き
続

け
て

い
た

ら
ど

う
な

っ
て
い

た
か

」
を

想
像

さ
せ

た
り

、
自

分
の
実

生
活

の
経

験
を

も
と

に
考

え
さ

せ
た
り

す
る

。
 

      ・
各

班
で

ホ
ワ

イ
ト

ボ
ー

ド
等

を
活

用
し

な
が

ら
発

表
さ

せ
る

。
 

・
各

班
の

意
見

を
集

約
さ

せ
な

が
ら

、
本

時
の

ね
ら

い
と

す
る

価
値

に
迫

る
。
 

 

ま
と

め
 

(
1
0
) 

６
 

振
り

返
り

〈
再

構
成

〉
 

〇
今

日
の

授
業

を
通

し
て

、
学

ん
だ

こ
と

や
感

じ
た

こ
と

、
学

習
の
前

後
で

生
じ

た
変

化
、

今
後

の
生

活
で

活
か

し
て

い
き

た
い

こ
と

を
記

入
す

る
。
 

 〇
記

入
し

た
内

容
を

発
表

す
る

。
 

 ☆
授

業
を

振
り

返
り

、
き

ま
り

や
ル

ー
ル

の
意

義
に

つ
い

て
考

え
、

主
体

的
に

実
践

し
よ

う
と
し

て
い

る
。〈

ノ
ー

ト
へ

の
記

述
、

発
表
の

様
子

〉
 

 ・
導

入
で

利
用

し
た

資
料

を
ス

ク
リ

ー
ン

に
提

示
し

、
授

業
前

後
の

心
の

変
化

に
つ

い
て

考
え
や

す
く

さ
せ

る
。
 

 
 ６

 
そ

の
他

 
(
1
)
 
板

書
計
画
 

⒃ 闇 の 中 の 炎

 

き ま り や 規 則 は 何 の た め に あ っ て 、 守 る た

め に 必 要 な こ と は 何 だ ろ う 。
 

 ① 理 沙 の 心 の 変 化

 画 集 を 見 つ け て 描 い て い る 理 沙
 

 

・

 
  

・

 
 
 教 室 に 一 人 で い た と き の 理 沙

 
 

・

 
  

・

 
 
 相 談 の 後 、 新 し い 絵 を 描 き 始 め た 理 沙

 
 

・

 
  

・

 
  

・

 
 ② き ま り や 規 則 の 意 義 と

 守 る た め に 必 要 な こ と （ 源 ） と は

 
 

〇 ル ー ル を 守 っ た こ と で 、

 助 か っ た 人 と は

 
 
 
 
 
 
 

〇 ル ー ル を 守 る た め に 、

 必 要 な こ と （ 源 ） と は

 
 
 
 
 
 
 

     

【
仮
説
の
検
証
場
面
】
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令和４年度 道徳教育の全体計画 

 

特別活動 

自他の個性や立場を尊重しようと

する態度、義務を果たそうとする

態度、よりよい人間関係を深めよ

うとする態度、社会に貢献しよう

とする態度、自分たちで約束をつ

くって守ろうとする態度、より高

い目標を設定し、諸問題を解決し

ようとする態度、自己のよさや可

能性を大切にして集団活動を行お

うとする態度を育てる。 

学級活動 

学級や学校における生活づくりへ

の参画を行う。日常の生活や学習

に適応する。自己の成長及び健康

安全について理解を深める。社会

参画意識の醸成や勤労観・職業観

の形成を図る。 

生徒会活動 

学校におけるよりよい生活を築く

ために、問題を見いだし、これを

自主的に取り上げ、協力して課題

解決していく自発的、自治的な活

動を行う。 

学校行事 

職場体験活動や社会体験、自然体

験、幼児児童や高齢者、障害のあ

る人々などとの触れ合い、文化や

芸術に親しむ体験を行う。 

 

学校の教育目標 

〇自ら学ぶ生徒   目標をもち、進んで学習する生徒 

〇心豊かな生徒   お互いを認め合い、ともに向上に努める生徒 

〇粘り強い生徒   心身を鍛え、最後まであきらめない生徒 

 

道徳教育の重点目標 

A.自律心や自主性をもち、規律ある生活をする生徒 

B.それぞれの個性や立場を尊重して人と関わる生徒 

C.自らの将来の生き方を考え主体的に社会の形成に参画する生徒 

D.夢や希望をもち、よりよく生きる喜びを見いだそうとする生徒 

道徳科 

・道徳的諸価値についての理解を基に、自己を見つめ、物事を広い視野か

ら多面的・多角的に考え、人間としての生き方についての考えを深める

学習を通して、道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育てる。 

・道徳科が学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育の要としての役割を

果たすことができるよう、計画的・発展的な指導を行う。各教科、総合

的な学習の時間及び特別活動における道徳教育としては取り扱う機会が

十分でない内容項目に関わる指導を補う。生徒や学校の実態を踏まえて

指導をよりいっそう深める、内容項目の相互の関連を捉え直したり発展

させたりする。 

・さまざまな価値観について多面的・多角的な視点から振り返って考える

機会を設ける。生徒が多様な見方や考え方に接しながら、さらに新しい

見方や考え方が生み出していくことができるよう留意する。 

・生徒の発達の段階や特性を考慮し、指導のねらいに即して、問題解決的

な学習、道徳的行為に関する体験的な学習を等を適切に取り入れるなど、

指導方法を工夫する。 

総合的な学習の時間 

・探究的な見方・考え方を働かせ、

横断的・総合的な学習を行うこと

を通して、よりよく課題を解決し、

自己の生き方を考えていくための

資質・能力を育成する。 

 

豊かな体験活動の充実 

・共に学ぶ楽しさや自己の成長に気づく喜びを実感

させ、他者、社会、自然・環境との関わりの中で

共に生きる自分への自信をもたせる。 

・日本国憲法 

・教育基本法 

・学校教育法 

・学習指導要領 

・教育委員会の教育目標 

・時代や社会の要請や課題 

・学校や地域の実態と課題 

・教師や保護者，地域の願い 

・生徒の実態や発達の段階 

家庭・地域等との連携 

・家庭や地域社会との共通理解を深め、交流を密に

し、協力体制を整える。 

・道徳教育にかかわる情報の発信を行う。 

 

生徒指導 

・日常生活のさまざまな場面で意

図的、計画的に学習の機会を設

け、生徒が多様な意見にふれ、

学び合いながら物事を多面的・

多角的に考え、自らの判断によ

り適切な行為を選択し、実践す

るなど、道徳教育の指導内容が

生徒の日常生活に生かされるよ

うにする。 

・いじめの防止や安全の確保とい

った課題について、道徳教育や

道徳科の特質を生かし、よりよ

く生きるための基盤となる道徳

性を養うことで、生徒がそれら

の課題に主体的に関わることが

できるようにする。 

 

各学年の重点目標 

 第１学年 第２学年 第３学年 

Ａ
の
視
点 

望ましい生活習慣を

身に付け、心身の調和

のある生活を送るこ

との意義を捉え、自覚

する。 

「節度、節制」 

望ましい生活習慣を

身に付け、節度を守り

節制に心掛け、安全で

調和のある生活をす

る。 

「節度、節制」 

真実を大切にし、真理

を探究して新しいもの

を生み出そうと努力す

る。 

 

「真理の探究、創造」

Ｂ
の
視
点 

自分の考えや意見を

相手に伝えるととも

に、それぞれの個性や

立場を尊重する。 

 

「相互理解、寛容」

それぞれの個性や立

場を尊重し、いろいろ

なものの見方や考え

方があることを理解

する。 

「相互理解、寛容」 

それぞれの個性や立場

を尊重し、寛容の心を

もって謙虚に他に学

び、自らを高めていく。

 

「相互理解、寛容」 

Ｃ
の
視
点 

法やきまりの意味を

理解し進んで守り、自

他の権利を大切にし

て義務を果たし、互い

を尊重する。 

 

「遵法精神、公徳心」

法やきまりの意味を

理解し進んで守り、自

他の権利を大切にし

て義務を果たし、規律

ある安定した社会の

実現について考える。 

「遵法精神、公徳心」 

社会参画の意識と社会

連帯の自覚を高め、よ

りよい社会の実現に努

める。 

 

「社会参画、公共の精

神」 

Ｄ
の
視
点 

生命の尊さについて

考え、かけがえのない

生命を尊重する。 

 

 

「生命の尊さ」 

よりよく生きようと

する人間の強さや気

高さについて理解し、

人として生きる喜び

について理解する。 

「よりよく生きる」 

よりよく生きようとす

る人間の強さや気高さ

について理解し、人と

して生きる喜びを見い

だす。 

「よりよく生きる」 

各教科 

国 

語 

・正確に理解したり適切に表

現したりする資質・能力を育

成するうえで、社会生活にお

ける人との関わりのなかでの

伝え合う力を高める。 

社 

会 

・グローバル化する国際社会

に主体的に生きる、平和で民

主的な国家及び社会の形成者

に必要な資質・能力の基礎を

養う。 

数 

学 

・数学的な活動の楽しさやよ

さを実感して粘り強く考え、

生活や学習に生かそうとする

態度を養う。 

理 

科 

・自然と人間との関わりを認

識させ、生命を尊重し自然環

境の保全に寄与する態度を養

う。 

音 

楽 

・音楽を愛好する心情や感性

を育て、美しいものや崇高な

ものを尊重する態度を養う。 

美 

術 

・感性を豊かにし、心豊かな

生活を創造していく態度を養

い、豊かな情操を培う。 

保

健

体

育

・様々な運動の経験を通して、

粘り強くやり遂げ、ルールを

守って集団に参加し協力する

態度を養う。 

技

術

・

家

庭

・生活を工夫し創造する資

質・能力を身に付け、勤労の

尊さや意義を理解し、家庭や

地域社会の一員としての自覚

をもって、生活や社会をより

よくしようとする態度を育て

る。 

外 

国 

語 

・外国語の背景にある文化に

対する理解を深め、主体的に

外国語を用いてコミュニケー

ションを図ろうとする態度を

養う。 

 

階上町立道仏中学校

環境の整備 

・言語活動の充実 

・整理整頓され掃除の行き届いた校舎や教室の整備

・各種掲示物の工夫 
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1
 

令
和

４
年
度
 
第

１
学

年
 

特
別
の

教
科
 

道
徳
 

年
間

指
導

計
画
 

作
成

者
  
朝

比
奈
 

聡
子
 

 

月

 

【
主

題
名

】
 

教
材

名
 

内
容

項
目

 

ね
ら

い
 

学
習

活
動

と
主

な
発

問
 

評
価

の
視

点
 

反
省

 

４ 月 （ ３ 時 間 ）

 

１
 

道
徳

の
授

業
を

始
め

よ
う

！
 

道
徳

で
何

を
学

ぶ
の

か
、

ど
の

よ
う

に
 

学
ぶ

の
か

、
な

ぜ
学

ぶ
の

か
、

ど
う

し
 

て
い

っ
し

ょ
に

学
ぶ

の
か

に
つ

い
て

考
 

え
さ

せ
な

が
ら

、
１

年
間

の
道

徳
の

学
 

び
の

見
通

し
を

も
た

せ
、

こ
れ

か
ら

の
 

学
び

を
広

げ
た

り
、

深
め

た
り

し
て

い
 

こ
う

と
す

る
実

践
意

欲
と

態
度

を
育

て
 

る
。

 

★
１

年
間

の
道

徳
の

時
間

の
中

で
、

特

に
考

え
た

い
こ

と
や

学
び

た
い

こ
と

は
、

何
だ

ろ
う

。
 

◎
１

年
生

と
し

て
、

こ
の

１
年

間
で

、

特
に

考
え

て
い

き
た

い
、

学
ん

で
い

き
た

い
、

も
っ

と
伸

ば
し

て
い

き
た

い
と

思
う

キ
ー

ワ
ー

ド
は

ど
れ

で
し

ょ
う

。
付

箋
に

三
つ

書
き

ま
し

ょ

う
。

 

何
を

学
ぶ

か
、

ど
の

よ
う

に

学
ぶ

か
、

な
ぜ

学
ぶ

か
を

踏

ま
え

、
な

ぜ
い

っ
し

ょ
に

学

ぶ
の

か
に

つ
い

て
、

自
分

な

り
に

考
え

、
授

業
で

大
切

に

し
た

い
こ

と
に

つ
い

て
の

見

通
し

が
も

て
た

か
。

 

  

【
Ａ

(1
)自

主
、

自
律

、
自

由

と
責

任
】
 

２
自

分
で

決
め

る
っ

て
？

 

部
活

動
や

定
期

テ
ス

ト
、

新
た

な
人

間
 

関
係

な
ど

、
入

学
時

に
直

面
す

る
中

学
 

校
生

活
特

有
の

場
面

か
ら

、
自

主
、

自
 

律
の

意
識

を
も

つ
こ

と
の

大
切

さ
に

つ
 

い
て

考
え

さ
せ

、
自

分
の

責
任

で
物

事
 

を
決

定
し

よ
う

と
す

る
判

断
力

を
育

て
 

る
。

 

★
自

分
で

何
か

を
「

決
め

る
」

と
き

に

大
切

な
の

は
、

ど
ん

な
こ

と
だ

ろ

う
。

 

◎
自

分
で

何
か

を
決

め
る

と
き

、
大

切

な
の

は
、

ど
ん

な
こ

と
だ

と
思

い
ま

す
か

。
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

書
い

て
、

話
し

合
い

ま
し

ょ
う

。
 

登
場

人
物

の
行

為
か

ら
現

在

の
自

分
自

身
を

振
り

返
っ

て
 

見
つ

め
直

し
、

自
主

的
、

自

律
的

に
考

え
、

行
動

し
て

い
 

こ
う

と
し

て
い

る
か

。
 

 

【
Ｂ

（
6
）
思

い
や

り
、

感
謝

】 

3
5橋

の
上

の
お

お
か

み

 
 

 
 

 

意
地

悪
な

行
い

を
し

て
い

た
お

お
か

み
が

、

自
ら

の
行

動
を

改
め

る
物

語
を

通
し

、
思

い

や
り

に
つ

い
て

考
え

さ
せ

、
相

手
の

立
場

に

立
っ

て
行

動
し

よ
う

と
す

る
心

情
を

育
て

る
。

小
学

校
で

既
習

の
物

語
で

あ
り

、
自

ら
の

考

え
方

の
変

化
や

成
長

を
確

か
め

る
こ

と
が

で

き
る

。
 

 

★
思

い
や

り
の

心
に

つ
い

て
、

考
え

を
深

め

よ
う

。
 

◎
お

お
か

み
は

、
本

当
に

変
わ

る
こ

と
が

で

き
た

と
思

い
ま

す
か

。
そ

う
思

う
理

由
は

、

何
で

す
か

。
 

こ
れ

ま
で

の
自

分
の

考
え

や

経
験

と
照

ら
し

合
わ

せ
、

人
に

対
す

る
理

解
と

共
感

を
基

に
し

た
思

い
や

り
の

心
に

つ
い

て

考
え

を
広

げ
、

深
め

よ
う

と
し

て

い
る

か
。

 

 

５ 月 （ ３ 時 間 ）

 

【
Ａ

（
2
）
節

度
、

節
制

】 

４
「養

生
訓

」
よ

り
 

貝
原

益
軒

の
「

養
生

訓
」

を
取

り
上

げ

た
漫

画
を

通
し

て
、

健
康

な
毎

日
を

送

る
た

め
に

節
度

や
節

制
を

心
が

け
て

生

活
す

る
こ

と
の

大
切

さ
に

つ
い

て
考

え

さ
せ

、
心

と
体

の
健

康
に

気
を

つ
け

て

生
活

し
て

い
こ

う
と

す
る

実
践

意
欲

と

態
度

を
育

て
る

。
 

★
健

康
に

毎
日

を
送

る
た

め
に

大
切

な

の
は

、
ど

ん
な

こ
と

だ
ろ

う
。

 

◎
健

康
に

毎
日

を
送

る
た

め
に

大
切

な

の
は

、
ど

ん
な

こ
と

で
し

ょ
う

。
 

 

教
材

に
描

か
れ

た
こ

と
と

自

分
自

身
を

重
ね

合
わ

せ
な

が

ら
、

望
ま

し
い

生
活

習
慣

と

心
身

の
健

康
に

は
密

接
な

関

わ
り

が
あ

る
こ

と
を

捉
え

、

そ
れ

を
自

分
の

こ
と

と
し

て

考
え

よ
う

と
し

て
い

る
か

。
 

 

【
Ａ

（
4
）
希

望
と

勇
気

、
克

己

と
強

い
意

志
】
 

５
夢

を
諦

め
な

い
─

「ね

ぶ
た

師
」

北
村

麻
子

 

何
事

も
長

続
き

し
な

か
っ

た
麻

子
が

初

の
女

性
ね

ぶ
た

師
に

な
る

夢
を

抱
き

、

実
現

し
て

い
く

姿
を

描
い

た
取

材
文

を

通
し

て
、

夢
や

目
標

を
も

つ
こ

と
の

大

切
さ

に
つ

い
て

考
え

さ
せ

、
目

標
に

向

か
い

、
夢

と
希

望
を

も
っ

て
着

実
に

や

り
抜

こ
う

と
す

る
実

践
意

欲
と

態
度

を

育
て

る
。

 

★
夢

を
か

な
え

る
た

め
に

大
切

な
の

は
、

何
だ

ろ
う

。
 

◎
「
夢

を
諦

め
な

く
て

、
よ

か
っ

た
。

」

と
い

う
麻

子
の

言
葉

に
は

、
ど

ん
な

思
い

が
込

め
ら

れ
て

い
る

で
し

ょ

う
。

 

 

本
教

材
を

通
し

て
、

ま
た

、

自
分

自
身

が
抱

く
夢

や
目

標

を
見

つ
め

直
す

こ
と

か
ら

、

目
標

を
実

現
し

よ
う

と
す

る

強
い

意
志

を
も

つ
こ

と
の

大

切
さ

を
、

自
分

の
こ

と
と

し

て
捉

え
、

考
え

よ
う

と
し

て

い
る

か
。

 

 

【
Ｃ

（
11

）
公

正
、

公
平

、
社

会
正

義
】
 

６
魚

の
涙
 

魚
類

学
者

で
タ

レ
ン

ト
の

さ
か

な
ク

ン
が

著

し
た

文
章

を
通

し
て

、
い

じ
め

が
起

こ
ら

な

い
社

会
を

つ
く

る
た

め
に

大
切

な
こ

と
に

つ

い
て

考
え

さ
せ

、
差

別
や

偏
見

の
な

い
社

会
を

実
現

し
て

い
こ

う
と

す
る

実
践

意
欲

と

態
度

を
育

て
る

。
 

 

★
い

じ
め

が
起

こ
ら

な
い

社
会

を
つ

く
る

た

め
に

大
切

な
こ

と
は

、
何

だ
ろ

う
。

 

◎
著

者
は

、
ど

う
し

て
「
広

い
空

の
下

、
広

い

海
へ

出
て

み
ま

し
ょ

う
。

」
と

言
っ

て
い

る

の
で

し
ょ

う
。

 

さ
か

な
ク

ン
の

言
葉

か
ら

自
分

の
考

え
や

言
動

を
見

つ
め

、

い
じ

め
を

自
分

の
問

題
と

し
て

捉
え

、
い

じ
め

が
起

こ
ら

な
い

社
会

に
す

る
た

め
に

自
分

が

大
切

に
し

た
い

こ
と

に
つ

い
て

考
え

よ
う

と
し

て
い

る
か

。
 

 

 

６ 月 （ ４ 時 間 ）

 

【
Ｃ

（
11

）
公

正
、

公
平

、
社

会
正

義
】
 

６
深

め
た

い
む
 

★
い

じ
め

を
な

く
す

た
め

に
大

切
な

こ
と

は

何
か

、
考

え
よ

う
。

 

◎
い

じ
め

を
な

く
す

た
め

に
大

切
な

こ
と

は
、

何
で

し
ょ

う
。

 

 

【
Ｂ

（
9
）
相

互
理

解
、

寛
容

】

７
私

の
話

を
聞

い
て

ね
 

右
手

に
障

害
が

あ
る

女
性

が
イ

ン
タ

ー

ネ
ッ

ト
上

に
発

信
し

た
メ

ッ
セ

ー
ジ

を

通
し

て
、

自
他

の
個

性
や

立
場

を
尊

重

し
合

っ
て

生
き

る
こ

と
の

大
切

さ
に

つ

い
て

考
え

さ
せ

、
違

い
を

認
め

合
っ

て

い
こ

う
と

す
る

心
情

を
育

て
る

。
 

★
人

と
人

と
が

わ
か

り
合

う
た

め
に

大

切
な

こ
と

は
、

何
だ

ろ
う

。
 

◎
ペ

イ
ジ

さ
ん

の
「

こ
の

手
か

ら
、

『
笑

顔
』

を
作

る
こ

と
が

で
き

る
ん

で
す

よ
。

」
と

い
う

言
葉

に
は

、
ど

ん
な

思
い

が
込

め
ら

れ
て

い
る

で
し

ょ
う

。
 

 

広
い

視
野

に
立

っ
て

い
ろ

い

ろ
な

も
の

の
見

方
や

考
え

方

が
あ

る
こ

と
を

理
解

し
、

互

い
の

個
性

や
立

場
を

尊
重

し

て
い

こ
う

と
し

て
い

る
か

。
 

 

2
 

【
Ａ

（
5
）
真

理
の

探
究

、
創

造
】
 

８
六

十
二

枚
の

天
気

図
 

夏
休

み
の

宿
題

に
取

り
組

む
こ

と
を

き

っ
か

け
に

主
体

的
に

天
気

に
つ

い
て

調

べ
始

め
た

生
徒

の
姿

を
通

し
て

、
真

理

を
探

究
し

て
い

く
の

に
大

切
な

こ
と

に

つ
い

て
考

え
さ

せ
、

疑
問

や
わ

か
ら

な

い
こ

と
を

探
究

し
続

け
よ

う
と

す
る

実

践
意

欲
と

態
度

を
育

て
る

。
 

★
真

理
を

探
究

し
て

い
く

の
に

大
切

な

こ
と

は
、

何
だ

ろ
う

。
 

◎
夏

休
み

中
、

日
奈

に
天

気
予

報
欄

の

切
り

抜
き

を
続

け
さ

せ
た

の
は

、
ど

ん
な

思
い

だ
っ

た
の

で
し

ょ
う

。
 

 

好
奇

心
を

も
っ

て
物

事
に

取

り
組

ん
だ

経
験

を
振

り
返

っ

た
り

、
真

実
を

求
め

て
行

動

す
る

主
人

公
の

姿
を

自
分

自

身
に

重
ね

合
わ

せ
た

り
し

て
、

人
が

も
つ

探
究

心
に

つ

い
て

の
考

え
を

深
め

て
い

る

か
。

 

 

【
Ｂ

（
6
）
思

い
や

り
、

感
謝

】

９
席

を
譲

っ
た

け
れ

ど
 

中
学

生
が

高
齢

者
に

電
車

で
席

を
譲

っ

た
と

き
に

起
こ

っ
た

ト
ラ

ブ
ル

を
記

し

た
投

稿
と

、
そ

の
反

響
を

通
し

て
、

思

い
や

り
や

感
謝

の
心

を
育

て
る

こ
と

に

つ
い

て
考

え
さ

せ
、

他
者

に
思

い
や

り

の
心

を
も

っ
て

接
し

て
い

こ
う

と
す

る

心
情

を
育

て
る

。
 

★
思

い
や

り
や

感
謝

の
心

を
育

て
て

い

く
た

め
に

大
切

な
こ

と
は

、
何

だ
ろ

う
。

 

◎
思

い
や

り
の

心
を

も
っ

て
他

者
と

接

す
る

と
は

、
ど

う
い

う
こ

と
で

し
ょ

う
。

 

 

教
材

と
こ

れ
ま

で
の

自
分

の

考
え

を
比

較
す

る
な

ど
し

て
、

思
い

や
り

や
感

謝
の

心

に
あ

ふ
れ

た
温

か
い

人
間

関

係
を

築
い

て
い

く
こ

と
に

つ

い
て

、
考

え
を

深
め

て
い

る

か
。

 

 

７ 月 （ ２ 時 間 ）

 

【
Ｃ

（
15

）
よ

り
よ

い
学

校
生

活
、

集
団

生
活

の
充

実
】
 

1
0み

ん
な

で
成

功
さ

せ
よ

う
 

文
化

祭
の

活
動

で
さ

ま
ざ

ま
な

立
場

や

考
え

方
が

描
か

れ
た

教
材

を
通

し
て

、

そ
れ

ぞ
れ

の
問

題
点

、
リ

ー
ダ

ー
、

フ

ォ
ロ

ワ
ー

に
と

っ
て

大
切

な
こ

と
に

つ

い
て

考
え

さ
せ

、
役

割
と

責
任

を
自

覚

し
、

協
力

し
て

集
団

生
活

を
向

上
さ

せ

よ
う

と
す

る
判

断
力

を
育

て
る

。
 

★
集

団
で

の
活

動
を

充
実

さ
せ

る
た

め

に
は

、
ど

ん
な

こ
と

が
大

切
な

の
だ

ろ
う

。
 

◎
リ

ー
ダ

ー
に

と
っ

て
大

切
な

の
は

、

ど
ん

な
考

え
で

し
ょ

う
。

ま
た

、
リ

ー
ダ

ー
以

外
の

人
（

フ
ォ

ロ
ワ

ー
）

に
と

っ
て

大
切

な
の

は
、

ど
ん

な
考

え
で

し
ょ

う
。

 

 

登
場

人
物

の
特

徴
や

考
え

方

か
ら

自
分

の
考

え
方

や
個

性

を
見

つ
め

、
こ

れ
ま

で
の

自

分
の

集
団

の
中

で
の

考
え

や

行
為

を
振

り
返

り
、

自
分

が

集
団

の
中

で
よ

り
よ

く
生

き

る
こ

と
に

つ
い

て
考

え
よ

う

と
し

て
い

る
か

。
 

 

Ｄ
（
1
9
）
生

命
の

尊
さ

】
 

1
1ひ

ま
わ

り
 

東
日

本
大

震
災

、
阪

神
・

淡
路

大
震

災

を
巡

る
実

話
を

通
し

て
、

生
命

の
尊

さ

に
つ

い
て

考
え

さ
せ

、
自

他
の

命
を

大

切
に

し
て

い
こ

う
と

す
る

心
情

を
育

て

る
。

 

★
人

は
、

ど
う

し
て

「
命

の
尊

さ
」

を

感
じ

る
の

だ
ろ

う
。

 

◎
語

り
部

を
始

め
た

清
和

さ
ん

を
支

え

て
い

る
の

は
、

ど
ん

な
思

い
で

し
ょ

う
。

 

 

普
段

の
生

活
の

中
で

、
日

々

を
悔

い
の

な
い

よ
う

に
生

き

よ
う

と
し

て
い

る
か

を
振

り

返
り

、
生

命
の

尊
さ

を
自

分

の
こ

と
と

し
て

考
え

よ
う

と

し
て

い
る

か
。

 

 

８ 月 （ １ 時 間 ）

 

【
Ａ

（
1
）
自

主
、

自
律

、
自

由

と
責

任
】
 

1
2裏

庭
で

の
出

来
事

 

友
達

の
判

断
に

流
さ

れ
た

う
え

に
、

ガ

ラ
ス

を
割

っ
た

こ
と

を
責

任
転

嫁
し

て

し
ま

っ
た

こ
と

に
悩

む
生

徒
の

姿
を

通

し
て

、
自

分
の

行
動

に
責

任
を

も
つ

こ

と
に

つ
い

て
考

え
さ

せ
、

自
ら

考
え

、

行
動

し
た

こ
と

に
責

任
を

も
つ

た
め

の

判
断

力
を

育
て

る
。

 

★
自

分
の

行
動

に
責

任
を

も
つ

と
は

、

ど
う

い
う

こ
と

だ
ろ

う
。

 

◎
一

人
で

職
員

室
へ

向
か

っ
て

い
る

と

き
、

健
は

ど
ん

な
こ

と
を

考
え

て
い

た
で

し
ょ

う
。

 

 

主
人

公
の

他
者

の
判

断
に

流

さ
れ

る
姿

や
、

そ
れ

に
対

峙

し
よ

う
と

す
る

姿
と

、
自

分

自
身

を
重

ね
合

わ
せ

、
自

分

の
中

に
あ

る
規

律
に

従
い

、

責
任

あ
る

行
動

を
取

る
こ

と

に
つ

い
て

考
え

を
深

め
よ

う

と
し

て
い

る
か

。
 

  

９ 月 （ ３ 時 間 ）

 

【
Ｂ

（
6
）
思

い
や

り
、

感
謝

】 

1
3父

の
言

葉
 

黒
柳

徹
子

さ
ん

が
福

祉
や

ユ
ニ

セ
フ

に

携
わ

る
出

発
点

と
な

っ
た

少
女

時
代

の

出
来

事
を

描
い

た
文

章
を

通
し

て
、

他

者
へ

の
思

い
や

り
に

つ
い

て
考

え
さ

せ
、

思
い

や
り

の
あ

る
行

動
を

し
て

い

こ
う

と
す

る
実

践
意

欲
と

態
度

を
育

て

る
。

 

★
相

手
の

こ
と

を
考

え
て

行
動

す
る

と

き
に

大
切

な
の

は
、

ど
ん

な
こ

と
だ

ろ
う

。
 

◎
「
行

っ
て

お
話

し
し

て
あ

げ
な

さ

い
。

」
と

い
う

父
の

言
葉

を
聞

い

て
、

「
私

」
は

、
ど

ん
な

こ
と

を
思

っ
た

で
し

ょ
う

。
グ

ル
ー

プ
で

話
し

合
い

ま
し

ょ
う

。
 

 

普
段

の
生

活
の

中
で

、
相

手

を
思

い
や

っ
た

行
動

を
し

て

い
る

か
を

振
り

返
り

、
思

い

や
り

に
つ

い
て

自
分

の
こ

と

と
し

て
考

え
よ

う
と

し
て

い

る
か

。
 

  

Ｂ
（
7
）
礼

儀
】 

1
4学

習
机

 

お
客

さ
ま

を
相

手
に

ト
ラ

ブ
ル

を
起

こ

し
た

新
入

社
員

の
「

私
」

が
、

自
分

の

考
え

を
改

め
て

い
く

姿
を

通
し

て
、

人

と
関

わ
る

と
き

に
大

切
な

礼
儀

の
心

に

つ
い

て
考

え
さ

せ
、

相
手

を
敬

い
、

時

と
場

に
応

じ
た

行
動

を
取

ろ
う

と
す

る

心
情

を
育

て
る

。
 

★
人

と
関

わ
る

と
き

に
大

切
な

礼
儀

の

心
と

は
、

ど
ん

な
も

の
だ

ろ
う

。
 

◎
「
も

う
一

度
、

親
子

に
頭

を
下

げ
て

い

た
」

と
き

、
「

私
」

は
、

ど
ん

な
こ

と
を

思
っ

て
い

た
の

で
し

ょ
う

。
 

 

相
手

へ
の

敬
意

が
表

れ
た

態

度
を

取
る

こ
と

や
、

時
と

場

に
応

じ
た

言
動

を
取

る
こ

と

の
意

味
を

、
こ

れ
ま

で
の

自

分
や

こ
れ

か
ら

の
自

分
と

結

び
付

け
て

考
え

よ
う

と
し

て

い
る

か
。

 

 

【
Ｂ

（
9
）
相

互
理

解
、

寛
容

】
 

1
5言

葉
の

向
こ

う
に
 

S
N

S
上

で
の

ト
ラ

ブ
ル

に
つ

い
て

描
か

れ
た

教
材

を
通

し
て

、
異

な
る

立
場

の
者

ど
う

し

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
取

り
方

や
寛

容
さ

に
つ

い
て

考
え

さ
せ

、
他

者
の

思
い

や
立

場
を

考
え

て
行

動
す

る
実

践
意

欲
と

態
度

を
育

て
る

。
 

 

★
立

場
の

違
う

人
と

関
わ

る
と

き
に

大
切

な

こ
と

は
、

何
だ

ろ
う

 

◎
「
思

い
っ

切
り

外
の

空
気

を
吸

っ
た

」

と
き

、
「

私
」

は
、

ど
ん

な
こ

と
を

思
っ

て
い

た
で

し
ょ

う
。
 

寛
容

な
心

を
も

っ
て

他
者

と
関

わ
っ

て
い

こ
う

と
す

る
姿

勢
の

大
切

さ
に

つ
い

て
、

普
段

の

自
分

の
生

活
を

振
り

返
り

な
が

ら
考

え
よ

う
と

し
て

い
る

か
。

 

 

  

1
0

月 （ ４ 時 間 ）

 

【
Ｂ

（
9
）
相

互
理

解
、

寛
容

】
 

1
5深

め
た

い
む
 

★
携

帯
電

話
や

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
を

巡
る

ト
ラ

ブ
ル

に
巻

き
込

ま
れ

な
い

た
め

に
は

、
ど

ん
な

考
え

が
必

要
だ

ろ
う

。
 

◎
携

帯
電

話
や

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
を

持

っ
て

い
る

人
も

、
持

っ
て

い
な

い
人

も
、

互
い

に
気

持
ち

よ
く

過
ご

す
た

め
に

大
切

な
の

は
、

ど
ん

な
考

え
で

し
ょ

う
。
 

  

－51－



3
 

1
0

月 （ ４ 時 間 ）

 

【
Ｃ

（
12

）
社

会
参

画
、

公
共

の
精

神
】
 

1
6紙

芝
居

 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

で
紙

芝
居

を
上

演
す

る

こ
と

に
な

っ
た

生
徒

た
ち

の
物

語
を

通

し
て

、
社

会
に

積
極

的
に

関
わ

っ
て

い

く
こ

と
の

大
切

さ
に

つ
い

て
考

え
さ

せ
、

社
会

的
な

役
割

を
果

た
し

、
自

ら

協
力

し
て

い
こ

う
と

す
る

実
践

意
欲

と

態
度

を
育

て
る

。
 

★
社

会
に

積
極

的
に

関
わ

っ
て

い
く

こ

と
で

見
え

て
く

る
の

は
、

ど
ん

な
こ

と
だ

ろ
う

。
 

◎
「
私

」
が

、
今

ま
で

と
違

っ
て

、
道

も

街
路

樹
も

き
ら

き
ら

と
輝

い
て

見
え

た
の

は
、

ど
う

し
て

で
し

ょ
う

。
 

 

社
会

に
関

わ
ろ

う
と

し
て

き

た
こ

れ
ま

で
の

経
験

や
、

そ

の
と

き
の

思
い

な
ど

に
つ

い

て
振

り
返

り
、

社
会

参
画

や

公
共

の
精

神
に

つ
い

て
、

自

分
の

こ
と

と
し

て
考

え
よ

う

と
し

て
い

る
か

。
 

 

【
Ｃ

（
13

）
勤

労
】 

1
7私

が
働

く
理

由
 

が
ん

患
者

専
門

の
美

容
師

や
靴

磨
き

職

人
な

ど
、

さ
ま

ざ
ま

な
職

業
に

就
い

て

い
る

人
々

の
仕

事
へ

の
思

い
や

考
え

方

な
ど

を
知

り
、

働
く

こ
と

の
意

義
や

喜

び
に

つ
い

て
考

え
さ

せ
、

自
ら

も
充

実

し
た

働
き

方
を

し
よ

う
と

す
る

実
践

意

欲
と

態
度

を
育

て
る

。
 

★
人

が
「

働
く

」
理

由
と

は
、

ど
う

い

う
も

の
だ

ろ
う

。
 

◎
人

が
「

働
く

」
理

由
と

は
、

ど
う

い

う
も

の
で

し
ょ

う
。

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
書

い
て

、
話

し
合

い
ま

し
ょ

う
。

 

 

働
く

こ
と

の
尊

さ
や

意
義

を

理
解

す
る

こ
と

を
通

し
て

、

社
会

に
お

け
る

自
分

の
役

割

や
将

来
の

生
き

方
な

ど
に

つ

い
て

、
考

え
よ

う
と

し
て

い

る
か

。
 

 

【
Ｃ

（
10

）
遵

法
精

神
、

公
徳

心
】
 

1
8仏

の
銀

蔵
 

高
利

貸
し

の
男

と
金

銭
を

借
り

て
い

る
人

々

の
昔

話
を

通
し

て
、

法
や

き
ま

り
を

守
る

こ
と

の
意

義
に

つ
い

て
考

え
さ

せ
、

そ
れ

ら
を

大

切
に

し
て

生
活

し
よ

う
と

す
る

心
情

を
育

て

る
。

 

 

★
法

や
き

ま
り

を
守

る
こ

と
の

意
義

に
つ

い

て
、

考
え

よ
う

。
 

◎
「
そ

う
か

、
お

天
道

様
か

。
」

と
膝

を

打
っ

た
と

き
、

銀
蔵

は
、

ど
ん

な
こ

と
を

思
っ

て
い

た
で

し
ょ

う
。
 

登
場

人
物

の
姿

に
ふ

れ
、

自

分
の

考
え

や
言

動
を

見
つ

め
、

法
や

き
ま

り
を

守
る

た
め

に
大

切
に

し
た

い
自

分
な

り
の

考
え

方
を

も
と

う
と

し
て

い
る

か
。

 

 

  

1
1

月 （ ４ 時 間 ）

 

【
Ｃ

（
10

）
遵

法
精

神
、

公
徳

心
】
 

1
8深

め
た

い
む
 

★
よ

り
よ

い
き

ま
り

に
つ

い
て

考
え

る
こ

と

は
、

ど
う

し
て

大
切

な
の

か
、

考
え

よ
う

。
 

◎
生

活
の

中
で

、
よ

り
よ

い
き

ま
り

に

つ
い

て
考

え
る

こ
と

は
、

ど
う

し
て

大
切

な
の

で
し

ょ
う

。
 

 

【
Ｃ

（
16

）
郷

土
の

伝
統

と
文

化
の

尊
重

、
郷

土
を

愛
す

る
態

度
】
 

1
9な

お
し

も
ん

 

重
要

無
形

文
化

財
の

輪
島

塗
に

関
す

る

文
章

を
通

し
て

、
郷

土
に

根
ざ

し
た

伝

統
と

文
化

を
大

切
に

し
て

い
こ

う
と

す

る
実

践
意

欲
と

態
度

を
育

て
る

。
 

★
郷

土
の

伝
統

や
文

化
を

大
切

に
す

る

と
は

、
ど

う
い

う
こ

と
だ

ろ
う

。
 

◎
職

人
た

ち
は

、
ど

う
し

て
漆

器
を

「
し

ま
っ

て
お

く
よ

り
も

毎
日

使
っ

て
ほ

し
い

」
と

願
う

の
で

し
ょ

う
。

 

 

自
分

の
地

域
の

伝
統

や
文

化

を
ど

の
よ

う
に

大
切

に
し

て

い
く

か
を

、
具

体
的

に
イ

メ

ー
ジ

す
る

な
ど

、
郷

土
や

そ

の
伝

統
と

文
化

の
尊

重
に

つ

い
て

、
自

分
の

こ
と

と
し

て

考
え

よ
う

と
し

て
い

る
か

。
 

 

【
Ｄ

（
1
9）

生
命

の
尊

さ
】
 

2
0捨

て
ら

れ
た

悲
し

み
 

犬
猫

に
関

す
る

環
境

省
の

調
査

資
料

、

日
本

動
物

愛
護

協
会

の
ペ

ッ
ト

飼
育

に

関
す

る
ポ

ス
タ

ー
、

犬
猫

の
殺

処
分

を

行
う

施
設

の
職

員
の

仕
事

を
追

っ
た

文

章
と

写
真

を
通

し
て

、
生

命
を

尊
ぶ

こ

と
に

つ
い

て
考

え
さ

せ
、

生
き

物
の

命

を
大

切
に

し
て

い
こ

う
と

す
る

心
情

を

育
て

る
。

 

★
身

近
な

生
き

物
の

命
に

つ
い

て
、

考

え
よ

う
。

 

◎
こ

ず
え

さ
ん

は
、

ど
ん

な
思

い
で

残

り
短

い
命

の
犬

や
猫

の
世

話
を

し
て

い
る

の
か

、
自

分
の

考
え

を
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

記
入

し
ま

し
ょ

う
。

書
き

終
わ

っ
た

ら
、

グ
ル

ー
プ

で
話

し
合

い
ま

し
ょ

う
。

 

 

普
段

の
生

活
の

中
で

、
自

分

が
生

き
物

の
生

命
に

つ
い

て

ど
の

よ
う

に
捉

え
、

行
動

し

て
い

る
か

を
振

り
返

り
、

生

命
に

つ
い

て
自

分
の

こ
と

と

し
て

考
え

よ
う

と
し

て
い

る

か
。

 

 

【
Ｄ

（
2
0）

自
然

愛
護

】
 

2
1
「ソ

ー
セ

ー
ジ

」
の

悲

し
い

最
後

 

観
光

客
の

身
勝

手
な

餌
や

り
が

原
因

で

駆
除

さ
れ

て
し

ま
っ

た
ヒ

グ
マ

の
エ

ピ

ソ
ー

ド
を

通
し

て
、

人
と

自
然

が
よ

り

よ
い

関
係

を
築

く
た

め
に

必
要

な
こ

と

に
つ

い
て

考
え

さ
せ

、
自

然
を

尊
重

し
、

進
ん

で
自

然
を

愛
護

し
よ

う
と

す

る
た

め
の

判
断

力
を

育
て

る
。

 

★
人

と
自

然
が

よ
り

よ
い

関
係

を
築

く

た
め

に
は

、
ど

ん
な

考
え

が
必

要
だ

ろ
う

。
 

◎
「
ソ

ー
セ

ー
ジ

」
の

よ
う

に
悲

し
い

最

後
を

迎
え

る
動

物
た

ち
を

な
く

す
た

め
に

、
私

た
ち

は
ど

ん
な

考
え

を
も

ち
、

ど
ん

な
行

動
を

取
れ

ば
よ

い
で

し
ょ

う
。

 

３
「学

び
の

記
録

」
に

記
入

す
る

。
 

普
段

の
自

分
の

過
ご

し
方

や

感
じ

方
を

振
り

返
る

な
ど

し

な
が

ら
、

人
間

と
自

然
と

の

よ
り

よ
い

共
生

の
在

り
方

を
、

自
分

の
こ

と
と

し
て

捉

え
よ

う
と

し
て

い
る

か
。

 

  

1
2

月 （ ３ 時 間 ）

 

【
Ｃ

（
17

）
我

が
国

の
伝

統
と

文
化

の
尊

重
、

国
を

愛
す

る
態

度
】
 

2
2日

本
の

お
米

 

米
や

稲
が

日
本

の
食

文
化

や
自

然
環

境

を
支

え
て

き
た

こ
と

を
説

明
し

た
文

章

を
通

し
て

、
伝

統
的

な
農

業
や

文
化

を

引
き

継
い

で
い

く
こ

と
の

大
切

さ
に

つ

い
て

考
え

さ
せ

、
自

分
に

で
き

る
こ

と

を
し

て
い

こ
う

と
す

る
実

践
意

欲
と

態

度
を

育
て

る
。

 

★
昔

の
日

本
人

が
大

切
に

し
て

き
た

伝

統
や

文
化

に
対

し
て

、
私

た
ち

が
で

き
る

の
は

、
ど

ん
な

こ
と

だ
ろ

う
。

 

◎
水

田
が

潰
さ

れ
、

農
業

を
す

る
人

が

減
る

と
、

ど
ん

な
こ

と
が

起
こ

る
で

し
ょ

う
。

 

 

普
段

の
生

活
に

お
け

る
、

自

分
と

日
本

の
伝

統
や

文
化

と

の
関

わ
り

を
振

り
返

り
、

そ

れ
ら

を
継

承
し

て
い

く
こ

と

の
大

切
さ

に
つ

い
て

、
自

分

の
こ

と
と

し
て

考
え

よ
う

と

し
て

い
る

か
。

 

 

【
Ｃ

（
18

）
国

際
理

解
、

国
際

貢
献

】
 

2
3異

文
化

の
人

々
と

共
に

生
き

る
 

日
本

人
と

外
国

の
人

と
の

間
に

生
じ

た

ギ
ャ

ッ
プ

を
巡

る
事

例
を

通
し

て
、

異

な
る

文
化

を
も

つ
人

ど
う

し
が

共
生

し

て
い

く
た

め
に

大
切

な
こ

と
に

つ
い

て

考
え

さ
せ

、
異

文
化

を
尊

重
し

、
理

解

し
合

お
う

と
す

る
た

め
の

判
断

力
を

育

て
る

。
 

★
異

な
る

文
化

を
も

つ
人

々
と

共
に

生

き
て

い
く

た
め

に
大

切
な

こ
と

は
、

何
だ

ろ
う

。
 

◎
異

な
る

文
化

を
も

つ
人

々
と

共
に

生

き
て

い
く

た
め

に
大

切
な

こ
と

は
、

何
で

し
ょ

う
。

 

 

こ
れ

ま
で

の
自

分
の

考
え

や

行
動

を
振

り
返

り
、

自
国

の

文
化

も
他

国
の

文
化

も
大

切

に
し

な
が

ら
共

存
し

て
い

く

こ
と

を
、

自
分

の
こ

と
と

し

て
考

え
よ

う
と

し
て

い
る

か
。

 

  

【
Ｄ

（
2
2）

よ
り

よ
く

生
き

る
喜

び
】
 

2
4撮

れ
な

か
っ

た
一

枚
の

写
真

 

フ
ォ

ト
・

ジ
ャ

ー
ナ

リ
ス

ト
の

吉
田

ル

イ
子

さ
ん

が
ベ

ト
ナ

ム
戦

争
取

材
中

に

抱
い

た
葛

藤
を

記
し

た
文

章
を

通
し

て
、

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
や

職
業

観
に

つ

い
て

考
え

さ
せ

、
人

と
し

て
の

自
分

を

知
り

、
自

分
ら

し
く

生
き

て
い

こ
う

と

す
る

心
情

を
育

て
る

。
 

★
人

と
し

て
よ

り
よ

く
生

き
る

と
は

、

ど
う

い
う

こ
と

だ
ろ

う
。

 

◎
「
プ

ロ
の

フ
ォ

ト
・

ジ
ャ

ー
ナ

リ
ス

ト

で
あ

る
前

に
、

私
は

一
人

の
普

通
の

人
間

で
あ

り
た

い
。

」
と

は
、

ど
う

い
う

こ
と

で
し

ょ
う

。
 

 

自
分

が
影

響
を

受
け

た
出

来

事
な

ど
を

振
り

返
り

、
よ

り

よ
い

生
き

方
や

そ
れ

が
も

た

ら
す

喜
び

に
つ

い
て

、
自

分

の
こ

と
と

し
て

考
え

を
深

め

よ
う

と
し

て
い

る
か

。
 

 

4
 

１ 月 （ ３ 時 間 ）

 

【
Ｂ

（
8
）
友

情
、

信
頼

】 

2
5親

友
 

異
性

の
友

達
と

友
情

を
育

ん
で

き
た

生

徒
の

物
語

を
通

し
て

、
性

別
等

に
と

ら

わ
れ

な
い

友
情

関
係

や
信

頼
関

係
に

つ

い
て

考
え

さ
せ

、
友

達
を

大
切

に
し

て

い
こ

う
と

す
る

心
情

を
育

て
る

。
 

★
友

達
を

大
切

に
す

る
と

は
、

ど
う

い

う
こ

と
だ

ろ
う

。
 

◎
「
美

咲
を

見
つ

め
、

そ
の

場
に

突
っ

立

っ
て

い
た

」
と

き
、

「
僕

」
は

、
ど

ん
な

こ
と

を
思

っ
て

い
た

の
で

し
ょ

う
。

 

 

普
段

の
生

活
に

お
け

る
自

分

の
友

達
に

対
す

る
態

度
な

ど

を
振

り
返

り
、

友
情

や
信

頼

関
係

に
つ

い
て

、
自

分
の

こ

と
と

し
て

考
え

よ
う

と
し

て

い
る

か
。

 

 

【
Ｄ

（
2
2）

よ
り

よ
く

生
き

る
喜

び
】
 

2
6銀

色
の

シ
ャ

ー
プ

ペ
ン

シ
ル

 

友
達

の
シ

ャ
ー

プ
ペ

ン
シ

ル
を

拾
っ

て

自
分

の
も

の
に

し
て

し
ま

っ
た

こ
と

を

言
い

だ
せ

な
か

っ
た

主
人

公
の

姿
を

通

し
て

、
心

の
弱

さ
を

乗
り

越
え

さ
せ

る

も
の

と
は

何
か

に
つ

い
て

考
え

さ
せ

、

自
分

も
弱

さ
を

乗
り

越
え

て
生

き
て

い

こ
う

と
す

る
心

情
を

育
て

る
。

 

★
心

の
弱

さ
を

乗
り

越
え

さ
せ

る
も

の

と
は

、
何

だ
ろ

う
。

 

◎
卓

也
の

家
に

向
か

い
な

が
ら

、

「
僕

」
は

、
ど

ん
な

こ
と

を
考

え
て

い
た

で
し

ょ
う

。
 

 

「
僕

」
の

姿
に

ふ
れ

、
自

分

の
心

の
弱

さ
や

強
さ

を
見

つ

め
、

自
分

が
心

の
弱

さ
を

乗

り
越

え
る

た
め

に
大

切
に

し

た
い

こ
と

に
つ

い
て

考
え

よ

う
と

し
て

い
る

か
。

 

  

【
Ｃ

（
11

）
公

正
、

公
平

、
社

会
正

義
】
 

2
7や

っ
ぱ

り
樹

里
は

 

不
公

正
な

場
面

を
見

す
ご

さ
ず

、
偏

見

や
差

別
の

な
い

態
度

を
取

っ
た

生
徒

を

描
い

た
物

語
を

通
し

て
、

正
義

や
公

正

さ
に

つ
い

て
考

え
さ

せ
、

公
正

、
公

平

に
行

動
す

る
こ

と
で

、
よ

り
よ

い
集

団

や
社

会
を

形
成

し
て

い
こ

う
と

す
る

実

践
意

欲
と

態
度

を
育

て
る

。
 

★
正

義
や

公
正

さ
に

つ
い

て
、

考
え

よ

う
。

 

◎
「
私

」
は

、
ど

う
し

て
「

や
っ

ぱ
り

、

樹
里

は
か

っ
こ

い
い

。
」

と
思

っ
た

の
で

し
ょ

う
。

 

 

普
段

の
生

活
に

お
け

る
自

分

の
在

り
方

を
見

つ
め

、
常

に

公
正

、
公

平
な

態
度

を
取

る

こ
と

の
大

切
さ

や
、

そ
れ

が

で
き

な
く

な
っ

て
し

ま
う

人

間
の

弱
さ

を
乗

り
越

え
る

こ

と
を

、
自

分
の

こ
と

と
し

て

捉
え

て
い

る
か

。
 

  

２ 月 （ ３ 時 間 ）

 

【
Ａ

（
3
）
向

上
心

、
個

性
の

伸
長

】
 

2
8
カ

メ
は

自
分

を
知

っ
て

い
た
 

百
人

一
首

大
会

で
ラ

イ
バ

ル
関

係
に

あ
る

生
徒

た
ち

の
物

語
を

通
し

て
、

自
己

を
知

り
、

向
上

心
を

も
っ

て
物

事
に

取
り

組
む

姿

勢
に

つ
い

て
考

え
さ

せ
、

自
分

の
よ

さ
を

伸

ば
し

て
い

こ
う

と
す

る
実

践
意

欲
と

態
度

を

育
て

る
。

 

 

★
自

分
の

よ
さ

を
伸

ば
す

た
め

に
大

切
な

の
は

、
ど

ん
な

こ
と

だ
ろ

う
。

 

◎
美

麻
は

、
「

カ
メ

は
自

分
を

知
っ

て

い
た

」
と

い
う

耕
司

の
言

葉
に

、
ど

ん
な

こ
と

を
考

え
た

で
し

ょ
う

。
 

・
自

分
の

長
所

や
短

所
な

ど
を

見
つ

め
、

向
上

心
や

個
性

の

伸
長

に
つ

い
て

、
自

分
の

こ
と

と
し

て
考

え
よ

う
と

し
て

い
る

か
。

 

 

  

【
Ａ

（
3
）
向

上
心

、
個

性
の

伸
長

】
 

2
8深

め
た

い
む

 

★
友

達
と

、
お

互
い

の
「
よ

さ
」
を

見
つ

け
合

う
活

動
を

し
よ

う
。

 

◎
自

分
で

は
気

が
つ

い
て

い
な

い
「
よ

さ
」

を
知

っ
て

、
あ

な
た

は
ど

ん
な

こ
と

を
思

い
ま

し
た

か
。
 

 

【
Ｄ

（
2
1）

感
動

、
畏

敬
の

念
】
 

2
9命

の
木

 

屋
久

島
の

原
生

林
の

様
子

を
描

い
た

文

章
を

通
し

て
、

人
は

ど
う

し
て

感
動

す

る
の

か
に

つ
い

て
考

え
さ

せ
、

自
然

な

ど
の

美
し

さ
や

人
の

力
を

超
え

た
も

の

に
心

を
動

か
さ

れ
る

こ
と

を
大

切
に

し

よ
う

と
す

る
心

情
を

育
て

る
。

 

★
人

は
、

ど
う

し
て

感
動

す
る

の
だ

ろ

う
。

 

◎
筆

者
は

、
ど

ん
な

思
い

で
、

屋
久

杉

を
「

命
の

木
」

と
よ

ん
だ

の
で

し
ょ

う
。

 

 

こ
れ

ま
で

の
自

分
の

経
験

と

照
ら

し
合

わ
せ

な
が

ら
、

自

然
な

ど
の

美
し

い
も

の
や

気

高
い

も
の

に
ふ

れ
た

と
き

に

心
を

動
か

さ
れ

る
こ

と
や

、

心
を

動
か

さ
れ

る
自

分
自

身

を
、

大
切

に
し

て
い

こ
う

と

し
て

い
る

か
。

 

 

３ 月 （ ２ 時 間 ）

 

【
Ｄ

（
1
9）

生
命

の
尊

さ
】
 

3
0エ

ル
マ

お
ば

あ
さ

ん
か

ら
の

「最
後

の
贈

り
も

の
」 

死
を

迎
え

よ
う

と
す

る
老

人
と

そ
れ

を

見
守

る
家

族
を

描
い

た
文

章
と

写
真

を

通
し

て
、

尊
厳

あ
る

生
と

死
の

在
り

方

に
つ

い
て

考
え

さ
せ

、
命

を
大

切
に

し

て
生

き
て

い
こ

う
と

す
る

心
情

を
育

て

る
。

 

★
「
生

き
る

」
と

は
、

ど
う

い
う

こ
と

だ

ろ
う

。
 

◎
エ

ル
マ

お
ば

あ
さ

ん
が

、
み

ん
な

に

く
れ

た
「

最
後

の
贈

り
も

の
」

と
は

何
で

し
ょ

う
。

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
自

分
の

考
え

を
書

い
て

、
話

し
合

い
ま

し
ょ

う
。

 

 

普
段

の
生

活
や

自
分

の
身

の

回
り

を
振

り
返

り
、

生
命

の

尊
さ

に
つ

い
て

自
分

の
こ

と

と
し

て
考

え
よ

う
と

し
て

い

る
か

。
 

  

【
内

容
項

目
を

限
定

し
な

い
】 

3
1道

徳
の

学
び

を
振

り
返

ろ
う

 

こ
れ

ま
で

記
入

し
た

「
学

び
の

記
録

」

や
「

あ
り

が
と

う
」

の
詩

を
基

に
、

１

年
間

の
道

徳
で

学
ん

だ
こ

と
を

振
り

返

り
、

こ
れ

か
ら

の
自

分
の

生
き

方
に

つ

い
て

考
え

を
深

め
、

学
ん

だ
こ

と
を

生

か
し

て
い

こ
う

と
す

る
実

践
意

欲
と

態

度
を

育
て

る
。

 

★
１

年
間

の
学

び
を

振
り

返
り

、
「

あ

り
が

と
う

」
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
を

書
こ

う
。

 

◎
自

分
を

成
長

さ
せ

て
く

れ
た

も
の

や

人
に

対
し

て
、

「
◯

◯
あ

り
が

と

う
。

」
の

言
葉

と
と

も
に

メ
ッ

セ
ー

ジ
を

書
い

て
み

ま
し

ょ
う

。
 

 

自
分

の
１

年
間

の
道

徳
の

学

び
を

振
り

返
り

な
が

ら
、

自

己
の

成
長

や
考

え
の

深
ま

り

に
つ

い
て

考
え

よ
う

と
し

て

い
る

か
。

 

  

付 録

 

【
Ｂ

（
8
）
友

情
、

信
頼

】 

3
2い

ち
ば

ん
高

い
値

段
の

絵
 

画
家

の
ミ

レ
ー

と
ル

ソ
ー

と
の

関
係

を

描
い

た
物

語
か

ら
、

友
達

と
は

ど
ん

な

存
在

か
に

つ
い

て
考

え
さ

せ
、

友
達

と

信
頼

関
係

を
築

い
て

い
こ

う
と

す
る

心

情
を

育
て

る
。

 

★
友

達
と

は
、

ど
ん

な
存

在
な

の
だ

ろ

う
。

 

◎
ミ

レ
ー

は
、

ど
ん

な
思

い
で

、
「

こ

の
絵

は
、

な
ん

と
幸

せ
な

絵
だ

ろ

う
。

」
と

言
っ

た
の

で
し

ょ
う

。
 

 

教
材

に
描

か
れ

て
い

る
友

達

関
係

と
、

こ
れ

ま
で

自
分

が

も
っ

て
い

た
友

達
に

つ
い

て

の
考

え
を

照
ら

し
合

わ
せ

る

な
ど

し
て

、
豊

か
な

友
達

関

係
を

築
い

て
い

く
こ

と
に

つ

い
て

、
考

え
を

深
め

よ
う

と

し
て

い
る

か
。

 

 

【
Ｃ

（
10

）
遵

法
精

神
、

公
徳

心
】
 

3
3雨

の
日

の
昇

降
口

 

急
な

雨
の

際
、

他
人

の
傘

を
無

断
で

借

用
し

て
よ

い
か

ど
う

か
で

迷
う

生
徒

の

物
語

を
通

し
て

、
き

ま
り

を
守

る
こ

と

の
大

切
さ

や
公

徳
心

に
つ

い
て

考
え

さ

せ
、

住
み

よ
い

社
会

に
す

る
た

め
に

、

公
徳

心
を

も
っ

て
生

活
し

よ
う

と
す

る

実
践

意
欲

と
態

度
を

育
て

る
。

 

★
住

み
よ

い
社

会
を

実
現

す
る

た
め

に

大
切

な
の

は
、

ど
ん

な
心

だ
ろ

う
。

 

◎
「
僕

」
は

、
ど

う
し

て
雨

の
中

へ
駆

け

出
し

て
い

っ
た

の
か

、
話

し
合

い
ま

し
ょ

う
。

 

 

普
段

の
生

活
の

中
で

、
き

ま

り
を

守
ら

な
か

っ
た

こ
と

が

な
い

か
な

ど
を

振
り

返
り

、

遵
法

精
神

や
公

徳
心

に
つ

い

て
、

自
分

の
こ

と
と

し
て

考

え
よ

う
と

し
て

い
る

か
。

 

  

－52－



1
 

令
和

４
年
度
 
第

２
学

年
 

特
別
の

教
科
 

道
徳
 

年
間

指
導

計
画
 

作
成

者
  
松

坂
 
真

吾
 

 

月

 

【
主

題
名

】
 

教
材

名
 

内
容

項
目

 

ね
ら

い
 

学
習

活
動

と
主

な
発

問
 

評
価

の
視

点
 

反
省

 

４ 月 （ ４ 時 間 ）

 

１
 

道
徳

の
授

業
を

始
め

よ
う

！
 

道
徳

で
何

を
学

ぶ
の

か
、

ど
の

よ
う

に

学
ぶ

の
か

、
な

ぜ
学

ぶ
の

か
、

ど
う

し

て
い

っ
し

ょ
に

学
ぶ

の
か

に
つ

い
て

考

え
さ

せ
な

が
ら

、
１

年
間

の
道

徳
の

学

び
の

見
通

し
を

も
た

せ
、

こ
れ

か
ら

の

学
び

を
広

げ
た

り
、

深
め

た
り

し
て

い

こ
う

と
す

る
実

践
意

欲
と

態
度

を
育

て

る
。

 

★
１

年
間

の
道

徳
の

時
間

の
中

で
、

特

に
考

え
た

い
こ

と
や

学
び

た
い

こ
と

は
、

何
だ

ろ
う

。
 

◎
２

年
生

と
し

て
、

こ
の

１
年

間
で

、

特
に

考
え

て
い

き
た

い
、

学
ん

で
い

き
た

い
、

も
っ

と
伸

ば
し

て
い

き
た

い
と

思
う

キ
ー

ワ
ー

ド
は

ど
れ

で
し

ょ
う

。
付

箋
に

三
つ

書
き

ま
し

ょ

う
。

 

 

何
を

学
ぶ

か
、

ど
の

よ
う

に

学
ぶ

か
、

な
ぜ

学
ぶ

か
を

踏

ま
え

、
な

ぜ
い

っ
し

ょ
に

学

ぶ
の

か
に

つ
い

て
、

自
分

な

り
に

考
え

、
授

業
で

大
切

に

し
た

い
こ

と
に

つ
い

て
の

見

通
し

が
も

て
た

か
。

 

  

【
Ｃ

(1
5
)よ

り
よ

い
学

校
生

活
 

集
団

生
活

の
充

実
】
 

２
 テ

ニ
ス

部
の

危
機

 

テ
ニ

ス
部

の
活

動
方

針
を

巡
っ

て
対

立

し
た

生
徒

の
話

を
通

し
て

、
集

団
の

一

員
と

し
て

、
よ

り
よ

く
あ

る
た

め
に

大

切
な

こ
と

を
考

え
さ

せ
、

集
団

生
活

を

充
実

さ
せ

て
い

く
た

め
の

判
断

力
を

育

て
る

 。
 

★
集

団
の

一
員

と
し

て
、

よ
り

よ
く

あ

る
た

め
に

大
切

な
こ

と
は

、
何

だ
ろ

う
。

 

◎
 
テ

ニ
ス

部
を

よ
り

よ
い

集
団

に
す

る

た
め

に
、

白
石

君
と

木
戸

君
 

は
、

こ
の

後
、

ど
ん

な
行

動
を

取
れ

ば

よ
い

で
し

ょ
う

 。
 

自
分

が
所

属
す

る
集

団
に

対

す
る

思
い

を
見

つ
め

た
り

、
 

登
場

人
物

の
姿

か
ら

自
分

の

考
え

方
や

言
動

を
見

つ
め

 

た
り

す
る

な
ど

し
て

、
自

分

が
集

団
の

一
員

と
し

て
よ

り
 

よ
く

あ
る

こ
と

に
つ

い
て

考

え
よ

う
と

し
て

い
る

か
 。

 

 

【
Ａ

（
1
）
自

主
、

自
律

、
自

由

と
責

任
】
 

３
カ

ラ
カ

ラ
カ

ラ
 

電
車

の
中

で
転

が
る

空
き

缶
を

拾
う

か

迷
う

主
人

公
の

姿
を

通
し

て
、

自
ら

考

え
て

行
動

す
る

と
は

ど
う

い
う

こ
と

か

に
つ

い
て

考
え

さ
せ

、
物

事
を

自
主

的

に
考

え
、

判
断

し
、

誠
実

に
実

行
し

よ

う
と

す
る

実
践

意
欲

と
態

度
を

育
て

る
。

 

★
自

ら
考

え
て

行
動

す
る

と
は

、
ど

う

い
う

こ
と

だ
ろ

う
。

 

◎
男

の
人

の
背

中
を

目
で

追
い

か
け

て

い
た

と
き

、
達

也
は

、
ど

ん
な

こ
と

を
考

え
て

い
た

の
で

し
ょ

う
。

 

 

自
分

の
経

験
を

振
り

返
っ

た

り
、

登
場

人
物

の
姿

か
ら

自

分
の

気
持

ち
や

言
動

を
見

つ

め
た

り
す

る
な

ど
し

て
、

自

ら
考

え
て

行
動

す
る

こ
と

に

つ
い

て
、

自
分

自
身

に
引

き

つ
け

て
考

え
よ

う
と

し
て

い

る
か

。
 

 

【
Ｂ

（
9
）
相

互
理

解
、

寛
容

】
 

４
ジ

コ
チ

ュ
ウ

 

ク
ラ

ス
メ

ー
ト

の
言

動
を

自
己

中
心

的

だ
と

誤
解

し
た

生
徒

の
物

語
を

通
し

て
、

考
え

や
立

場
の

違
い

を
尊

重
し

合

う
た

め
に

ど
ん

な
こ

と
が

大
切

な
の

か

を
考

え
さ

せ
、

相
互

理
解

に
努

め
、

他

者
に

対
し

て
寛

容
な

気
持

ち
で

接
し

よ

う
と

す
る

実
践

意
欲

と
態

度
を

育
て

る
。

 

★
考

え
方

や
立

場
の

違
い

を
尊

重
し

合

う
た

め
に

は
、

ど
ん

な
こ

と
が

大
切

な
の

だ
ろ

う
。

 

◎
手

紙
を

読
ん

だ
「

僕
」

は
、

佐
々

木

に
、

ど
ん

な
言

葉
を

か
け

よ
う

と
考

え
た

の
で

し
ょ

う
。

 

 

相
互

理
解

と
寛

容
に

つ
い

て

考
え

、
ど

の
よ

う
に

理
解

し

合
い

、
よ

り
よ

い
関

係
を

つ

く
っ

て
い

く
の

か
と

い
う

こ

と
に

つ
い

て
、

自
分

の
こ

と

と
し

て
捉

え
、

考
え

よ
う

と

し
て

い
る

か
。

 

 

５ 月 （ ３ 時 間 ）

 

【
Ｂ

（
8
）
友

情
、

信
頼

】 

５
松

葉
づ

え
 

松
葉

づ
え

を
突

い
て

い
る

転
校

生
に

親

切
に

し
て

い
た

ク
ラ

ス
メ

ー
ト

た
ち

が
、

し
だ

い
に

態
度

を
変

え
て

し
ま

う

姿
を

通
し

て
、

「
友

情
」

と
は

ど
う

い

う
も

の
か

を
考

え
さ

せ
、

心
か

ら
信

頼

し
、

助
け

合
え

る
友

達
関

係
を

築
い

て

い
こ

う
と

す
る

心
情

を
育

て
る

。
 

★
「
友

情
」

と
は

、
ど

う
い

う
も

の
だ

ろ

う
。

 

◎
伊

藤
君

の
言

葉
が

「
僕

」
に

大
き

く

響
い

た
と

き
、

「
僕

」
は

ど
ん

な
こ

と
を

考
え

て
い

た
で

し
ょ

う
。

 

３
「学

び
の

記
録

」
に

記
入

す
る

。
 

教
材

に
描

か
れ

た
友

情
と

自

分
の

も
つ

友
情

観
を

照
ら

し

合
わ

せ
る

な
ど

し
て

、
友

情

に
つ

い
て

の
自

分
の

考
え

方

を
広

げ
、

深
め

よ
う

と
し

て

い
る

か
。

 

 

【
Ｃ

（
12

）
社

会
参

画
、

公
共

の
精

神
】
 

６
消

防
団

 

消
防

団
に

参
加

す
る

こ
と

で
地

域
社

会

に
貢

献
し

て
い

る
巻

出
さ

ん
の

姿
を

通

し
て

、
地

域
の

た
め

に
活

動
す

る
こ

と

に
つ

い
て

考
え

さ
せ

、
自

分
の

地
域

や

社
会

に
積

極
的

に
関

わ
っ

て
い

こ
う

と

す
る

心
情

を
育

て
る

。
 

★
社

会
の

一
員

と
し

て
地

域
や

社
会

に

関
わ

っ
て

い
く

に
は

、
ど

の
よ

う
な

思
い

が
大

切
だ

ろ
う

。
 

◎
巻

出
さ

ん
は

、
ど

う
し

て
消

防
団

の

活
動

を
続

け
て

い
る

の
で

し
ょ

う
。

 

 

巻
出

さ
ん

の
消

防
団

へ
の

思

い
を

感
じ

る
こ

と
で

、
こ

れ

ま
で

の
自

分
を

振
り

返
り

、

自
分

が
社

会
の

中
で

よ
り

よ

く
生

き
る

こ
と

に
つ

い
て

考

え
よ

う
と

し
て

い
る

か
。

 

 

【
Ｃ

（
1
1
）
公

正
、

公
平

、

社
会

正
義

】
 

７
 明

日
、
み

ん
な
で

着

よ
う

 

「
 
ピ

ン
ク

シ
ャ

ツ
デ

ー
」

と
い

う
い

じ
め

反
対

運
動

を
世

界
に

広
め

た
カ

ナ
ダ

の
生

徒
た

ち
の

実
話

を
通

し
て

、
誰

も
が

安
心

し
て

過
ご

せ
る

社

会
に

す
る

た
め

に
大

切
な

こ
と

に
つ

い
て

考
え

さ
せ

、
い

じ
め

や
差

別
、

偏
見

の
な

い
社

会
を

実
現

し
て

い
こ

う
と

す
る

実
践

意
欲

と
態

度
を

育
て

る
 。

 
    

★
誰

も
が

安
心

し
て

過
ご

せ
る

社
会

に
す

る

た
め

に
は

、
ど

ん
な

こ
と

が
大

切
だ

ろ
う

。

◎
学

校
が

ピ
ン

ク
色

で
染

ま
っ

た
こ

と
に

つ

い
て

、
前

日
に

い
じ

め
ら

れ
て

い
た

男
子

生
徒

は
、

ど
ん

な
こ

と
を

思
っ

た
で

し
ょ

う
。
 

登
場

す
る

人
々

の
姿

か
ら

自
分

の
気

持
ち

や
言

動
を

見
つ
 

め
、

誰
も

が
安

心
し

て
過

ご
せ

る
社

会
に

す
る

た
め

に
自

分
に

で
き

る
こ

と
は

何
か

と
考

え
よ

う
と

し
て

い
る
か

 。
 

    

 

2
 

６ 月 （ ４ 時

間 ）

【
Ｃ

（
1
1
）
公

正
、

公
平

、

社
会

正
義

】
 

７
深
め
た

い
む
 

「
 
ピ

ン
ク

シ
ャ

ツ
デ

ー
」

と
い

う
い

じ
め

反
対

運
動

を
世

界
に

広
め

た
カ

ナ
ダ

の
生

徒
た

ち
の

実
話

を
通

し

て
、

誰
も

が
安

心
し

て
過

ご
せ

る
社

会
に

す
る

た
め

に
大

切
な

こ
と

に
つ

い
て

考
え

さ
せ

、
い

じ
め

や
差

別
、

偏
見

の
な

い
社

会
を

実
現

し
て

い
こ

う
と

す
る

実
践

意
欲

と
態

度
を

育
て

る
 。

 

   詩
「

い
の

ち
の

音
」

と
、

出
産

を
撮

影

す
る

フ
ォ

ト
グ

ラ
フ

ァ
ー

の
文

章
や

写

真
を

通
し

て
、

「
生

き
て

い
る

」
こ

と

の
尊

さ
に

つ
い

て
考

え
さ

せ
、

生
命

を

尊
重

し
よ

う
と

す
る

心
情

を
育

て
る

。
 

★
「

い
じ

め
」

を
な

く
す

た
め

に
大

切
な
こ
と

は
何
か

、
考
え

よ
う
。
 

◎
「
い

じ
り

」
と

「
い

じ
め

」
は

、
同

じ
も

の
で

し
ょ

う
か

、
そ

れ
と

も
、

違
う

も
の

で
し

ょ

う
か

。
 

登
場

す
る

人
々

の
姿

か
ら

自
分

の
気

持
ち

や
言

動
を

見
つ
 

め
、

誰
も

が
安

心
し

て
過

ご
せ

る
社

会
に

す
る

た
め

に
自

分
に

で
き

る
こ

と
は

何
か

と
考

え
よ

う
と

し
て

い
る
か

 。
 

   自
分

の
経

験
を

振
り

返
っ

た

り
、

繁
延

さ
ん

の
姿

か
ら

自

分
の

思
い

を
見

つ
め

た
り

す

る
な

ど
し

て
、

自
分

が
「

生

き
て

い
る

」
こ

と
の

尊
さ

や
、

自
他

の
命

を
大

切
に

す

る
生

き
方

に
つ

い
て

考
え

よ

う
と

し
て

い
る

か
。
 

 

６ 月 （ ４ 時 間 ）

 

【
Ｄ

（
1
9）

生
命

の
尊

さ
】
 

８
命

が
生

ま
れ

る
そ

の
と

き
に
 

★
 
「

 
生

き
て

い
る

」
こ

と
の

尊
さ

に
つ

い

て
、

考
え

よ
う

。
 

◎
繁

延
さ

ん
の

「
私

も
生

き
よ

う
」
と

い
う

思
い

の
源

は
、

ど
ん

な
も

の
で

し
ょ

う
。

 

 

 

【
Ａ

（
1
）
自

主
、

自
律

、
自

由

と
責

任
】
 

９
許

せ
な

い
よ

ね
 

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
へ

の
匿

名
の

書
き

込

み
か

ら
行

き
違

い
が

生
じ

て
し

ま
う

物

語
を

通
し

て
、

自
分

の
行

動
に

責
任

を

も
つ

こ
と

の
大

切
さ

に
つ

い
て

考
え

さ

せ
、

物
事

を
自

律
的

に
実

行
し

て
、

そ

の
結

果
に

責
任

を
も

と
う

と
す

る
判

断

力
を

育
て

る
。
 

★
責

任
あ

る
行

動
と

は
、

ど
の

よ
う

な

も
の

だ
ろ

う
。

 

◎
「
ど

う
し

た
ら

よ
い

の
か

、
わ

か
ら

な

く
な

っ
て

い
た

」
「

私
」

は
、

こ
の

後
、

ど
ん

な
こ

と
を

考
え

た
で

し
ょ

う
。

 

 

教
材

の
登

場
人

物
た

ち
に

起

こ
っ

た
出

来
事

は
、

普
段

の

学
校

生
活

の
中

で
も

起
こ

り

う
る

も
の

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

自
分

の
こ

と
と

し
て

責

任
あ

る
言

動
を

取
ろ

う
と

い

う
考

え
を

深
め

て
い

る
か

。
 

 

【
Ｄ

（
2
2）

よ
り

よ
く

生
き

る
喜

び
】
 

1
0あ

と
一

歩
だ

け
、

前
に

 

ス
ガ

シ
カ

オ
さ

ん
の

曲
の

歌
詞

を
通

し

て
、

自
分

を
見

つ
め

、
人

と
し

て
生

き

て
い

く
こ

と
が

ど
う

い
う

こ
と

な
の

か

を
考

え
さ

せ
、

弱
さ

や
醜

さ
を

克
服

し

て
よ

り
よ

く
生

き
て

い
こ

う
と

す
る

心

情
を

育
て

る
。

 

★
自

分
を

見
つ

め
、

生
き

る
こ

と
に

つ

い
て

、
考

え
よ

う
。

 

◎
「
た

め
息

」
と

「
挫

折
」

に
も

か
か

わ

ら
ず

、
「

ぼ
く

」
が

、
あ

と
一

歩
前

に
進

み
た

い
と

思
う

の
は

、
ど

う
し

て
で

し
ょ

う
。

 

人
間

の
も

つ
「

弱
さ

」
や

「
醜

さ
」

が
自

分
の

中
に

も

あ
る

こ
と

に
気

づ
き

、
そ

れ

を
受

け
入

れ
な

が
ら

、
こ

れ

か
ら

前
向

き
に

生
き

て
い

こ

う
と

考
え

て
い

る
か

。
 

 

７ 月 （ ２ 時 間 ）

 

【
Ｃ

（
14

）
家

族
愛

、
家

庭
生

活
の

充
実

】
 

1
1異

な
り

記
念

日
 

「
異

な
り

記
念

日
」

に
込

め
た

筆
者

の
家

族
に

対
す

る
思

い
を

通
し

て
、

温
か

い

信
頼

関
係

や
愛

情
の

あ
る

「
家

族
の

在
り

方
」

に
つ

い
て

考
え

、
家

族
の

一
員

と

し
て

の
自

覚
を

も
っ

て
積

極
的

に
関

わ

り
、

よ
り

よ
い

家
族

関
係

を
築

い
て

い

こ
う

と
す

る
心

情
を

養
う

。
 

★
「
異

な
り

記
念

日
」

を
読

ん
で

、
家

族

の
つ

な
が

り
に

つ
い

て
、

考
え

よ

う
。

 

◎
「
異

な
り

記
念

日
」

と
い

う
言

葉
に

は
、

家
族

に
対

す
る

、
筆

者
の

ど
ん

な
思

い
が

込
め

ら
れ

て
い

る
で

し
ょ

う
。

 

３
「学

び
の

記
録

」
に

記
入

す
る

。
 

普
段

の
生

活
を

振
り

返
り

、

家
族

へ
の

思
い

や
そ

の
一

員

と
し

て
の

自
分

の
在

り
方

な

ど
を

改
め

て
考

え
、

家
族

愛

や
家

庭
生

活
に

つ
い

て
自

分

の
こ

と
と

し
て

考
え

よ
う

と

し
て

い
る

か
。

 

 

【
Ａ

（
2）

節
度

、
節

制
】
 

1
2
夢
中
に

な
る
の

は
悪

い
こ
と
？

 

中
高

生
を

対
象

と
し

た
自

由
時

間
に

つ
い

て
の

調
査

や
、

ネ
ッ

ト
ゲ

ー
ム

へ
の

依
存

に

関
す

る
新

聞
記

事
を

通
し

て
、

望
ま

し
い

生

活
習

慣
に

つ
い

て
考

え
さ

せ
、

節
度

を
守

り
、

節
制

を
心

が
け

た
生

活
を

送
ろ

う
と

す
る

実
践

意
欲

と
態

度
を

育
て

る
。

 

★
望

ま
し

い
生

活
習

慣
に

つ
い

て
、

考
え
よ
う

。
 

◎
「
依

存
」
に

陥
ら

な
い

生
活

を
送

る
た

め
に

必
要

な
こ

と
は

、
何

で
し

ょ
う
。
 

チ
ェ

ッ
ク

表
へ

の
記

入
や

、
新

聞
記

事
の

事
例

を
読

む
こ

と
を

通
し

て
、

自
分

自
身

の
生

活

習
慣

を
振

り
返

り
、

自
分

が
よ

り
よ

い
生

活
を

送
る

こ
と

に
つ

い
て

考
え

よ
う

と
し

て
い

る
か

。
 

  

８ 月 （ １ 時

【
Ａ

（
2）

節
度

、
節

制
】
 

1
2
深
め
た

い
む
 

中
高

生
を

対
象

と
し

た
自

由
時

間
に

つ
い

て
の

調
査

や
、

ネ
ッ

ト
ゲ

ー
ム

へ
の

依
存

に

関
す

る
新

聞
記

事
を

通
し

て
、

望
ま

し
い

生

活
習

慣
に

つ
い

て
考

え
さ

せ
、

節
度

を
守

り
、

節
制

を
心

が
け

た
生

活
を

送
ろ

う
と

す
る

実
践

意
欲

と
態

度
を

育
て

る
。

 

職
場

体
験

で
、

職
人

の
礼

儀
に

ふ
れ

た

二
人

の
生

徒
の

物
語

を
通

し
て

、
礼

儀

の
意

味
に

つ
い

て
考

え
さ

せ
、

心
の

籠

も
っ

た
適

切
な

言
動

を
取

ろ
う

と
す

る

実
践

意
欲

と
態

度
を

育
て

る
。
 

★
携

帯
電

話
や

ス
マ

ー
ト
フ

ォ
ン

を
使

う

と
き

に
は

、
ど

ん
な

心
構

え
が

必
要

だ

ろ
う
。

 

◎
携

帯
電

話
や

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
を

使
う

と
き

に
は

、
ど

の
よ

う
な

心

構
え
が
必

要
で
し

ょ
う
。
 

チ
ェ

ッ
ク

表
へ

の
記

入
や

、
新

聞
記

事
の

事
例

を
読

む
こ

と
を

通
し

て
、

自
分

自
身

の
生

活

習
慣

を
振

り
返

り
、

自
分

が
よ

り
よ

い
生

活
を

送
る

こ
と

に
つ

い
て

考
え

よ
う

と
し

て
い

る
か

。
 

礼
儀

に
つ

い
て

、
職

場
体

験

と
つ

な
げ

て
考

え
た

り
、

登

場
人

物
の

姿
か

ら
自

分
の

考

え
方

や
言

動
を

見
つ

め
た

り

す
る

な
ど

し
て

、
自

分
の

こ

と
と

し
て

捉
え

考
え

よ
う

と

し
て

い
る

か
。
 

  

９ 月 （ ３ 時 間 ）

 

【
Ｂ

（
7
）
礼

儀
】 

1
3秀

さ
ん

の
心
 

★
礼

儀
に

は
、

ど
の

よ
う

な
意

味
が

あ

る
の

だ
ろ

う
。

 

◎
胸

が
熱

く
な

る
の

を
感

じ
な

が
ら

、

昌
雄

は
、

ど
ん

な
こ

と
を

考
え

て
い

た
の

で
し

ょ
う

。
 

 

【
Ｃ

（
13

）
勤

労
】 

1
4段

ボ
ー

ル
ベ

ッ
ド

へ
の

思
い

 

災
害

の
避

難
者

の
健

康
を

考
え

て
段

ボ

ー
ル

ベ
ッ

ド
を

考
案

し
、

設
計

図
を

無

償
で

公
表

し
た

会
社

の
人

の
話

を
通

し

て
、

人
に

と
っ

て
働

く
こ

と
に

は
ど

ん

な
意

味
が

あ
る

の
か

を
考

え
さ

せ
、

人

や
社

会
の

た
め

に
働

こ
う

と
す

る
実

践

意
欲

と
態

度
を

育
て

る
。

 

★
働

く
こ

と
に

は
、

ど
ん

な
意

味
が

あ

る
の

だ
ろ

う
。

 

◎
会

社
の

方
の

話
か

ら
、

あ
な

た
が

将

来
働

く
と

き
に

大
切

に
し

た
い

と
考

え
た

の
は

ど
ん

な
こ

と
で

し
ょ

う
。

 

 

働
く

こ
と

の
意

義
に

つ
い

て

考
え

、
将

来
、

自
分

も
社

会

の
中

で
人

と
の

つ
な

が
り

を

つ
く

り
な

が
ら

、
社

会
に

貢

献
で

き
る

よ
う

に
働

い
て

い

こ
う

と
考

え
て

い
る

か
。

 

  

【
Ｃ

（
17

）
我

が
国

の
伝

統
と

文
化

の
尊

重
、

国
を

愛
す

る
態

度
】
 

1
5一

枚
の

布
か

ら
 

夏
祭

り
で

父
の

ゆ
か

た
を

着
る

こ
と

に

な
っ

た
こ

と
を

き
っ

か
け

に
、

日
本

の

伝
統

文
化

で
あ

る
和

服
に

つ
い

て
興

味

を
も

っ
た

話
を

通
し

て
、

伝
統

や
文

化

の
よ

さ
に

つ
い

て
考

え
さ

せ
、

そ
れ

ら

を
継

承
し

て
い

こ
う

と
す

る
心

情
を

育

て
る

。
 

★
伝

統
を

受
け

継
ぐ

と
は

、
ど

う
い

う

こ
と

だ
ろ

う
。

 

◎
「
僕

」
は

、
ど

ん
な

「
つ

な
が

り
」

が

い
い

な
と

思
え

て
き

た
の

で
し

ょ

う
。

 

 

主
人

公
や

、
和

服
に

関
わ

る

人
々

の
考

え
を

知
る

こ
と

で
、

自
分

自
身

と
伝

統
文

化

の
関

係
を

見
つ

め
、

自
分

が

伝
統

や
文

化
と

ど
う

関
わ

っ

て
い

く
か

を
考

え
よ

う
と

し

て
い

る
か

。
 

  

－53－



3
 

1
0

月 （ ４ 時 間 ）

 

【
Ｃ

（
16

）
郷

土
の

伝
統

と
文

化
の

尊
重

、
郷

土
を

愛
す

る
態

度
】
 

1
6私

の
町

 

新
潟

県
村

上
市

の
、

郷
土

の
祭

り
や

町

並
み

な
ど

に
対

す
る

生
徒

の
思

い
を

通

し
て

、
故

郷
を

思
う

心
に

つ
い

て
考

え

さ
せ

、
郷

土
の

伝
統

と
文

化
を

継
承

す

る
こ

と
に

努
め

よ
う

と
す

る
実

践
意

欲

と
態

度
を

育
て

る
。

 

★
ふ

る
さ

と
を

思
う

心
に

つ
い

て
、

考

え
よ

う
。

 

◎
私

た
ち

の
住

む
地

域
に

は
、

ど
ん

な

伝
統

や
文

化
が

あ
る

で
し

ょ
う

。
そ

れ
ら

を
守

り
発

展
さ

せ
る

た
め

に
、

何
が

で
き

る
で

し
ょ

う
。

 

 

村
上

大
祭

の
「

お
し

ゃ
ぎ

り
」

や
町

屋
に

対
す

る

「
私

」
の

思
い

を
理

解
し

、

自
分

の
住

む
地

域
の

伝
統

や

文
化

を
守

り
、

発
展

さ
せ

て

い
く

た
め

に
、

こ
れ

か
ら

で

き
る

こ
と

に
つ

い
て

考
え

て

い
る

か
。

 

 

1
0

月 （ ４ 時 間 ）

 

【
Ａ

（
5
）
真

理
の

探
究

、
創

造
】
 

1
7ス

カ
イ

ツ
リ

ー
に

か
け

た
夢

 

東
京

ス
カ

イ
ツ

リ
ー

の
設

計
士

の
、

物

事
を

追
求

す
る

姿
を

通
し

て
、

新
し

い

も
の

を
生

み
出

し
て

い
く

と
き

に
大

切

な
こ

と
に

つ
い

て
考

え
さ

せ
、

真
理

を

探
究

し
て

新
し

い
も

の
を

創
造

し
よ

う

と
す

る
実

践
意

欲
と

態
度

を
育

て
る

。
 

★
新

し
い

も
の

を
生

み
出

し
て

い
く

と

き
に

大
切

な
こ

と
は

、
何

だ
ろ

う
。

 

◎
吉

野
さ

ん
が

、
厳

し
い

条
件

に
合

わ

せ
、

新
し

い
も

の
を

造
り

あ
げ

た
の

は
、

ど
ん

な
思

い
に

支
え

ら
れ

た
か

ら
で

し
ょ

う
。

 

新
し

い
こ

と
に

挑
戦

し
た

自

分
の

経
験

を
振

り
返

っ
た

り
、

吉
野

さ
ん

の
姿

か
ら

自

分
の

思
い

を
見

つ
め

た
り

す

る
な

ど
し

て
、

新
し

い
も

の

を
生

み
出

す
生

き
方

に
つ

い

て
、

自
分

に
引

き
つ

け
て

考

え
よ

う
と

し
て

い
る

か
。

 

 

【
Ｃ

（
1
0
）
遵

法
精

神
、

公

徳
心

】
 

1
8
民
主
主

義
と
多

数
決

の
近
く
て

遠
い
関

係
 

「
好

き
な

案
」
と

「
み

ん
な

に
と

っ
て

望
ま

し
い

案
」
を

ど
う

捉
え

る
か

に
つ

い
て

の
説

明
文

を
通

し
て

、
集

団
や

社
会

の
中

で
合

意
形

成
す

る
と

き
、

大
切

に
す

べ
き

こ
と

に
つ

い

て
考

え
さ

せ
、

法
を

遵
守

し
、

公
徳

を
重

ん

じ
よ

う
と

す
る

判
断

力
を

育
て

る
。

 

 

★
集

団
や

社
会

で
何

か
を

決
め

よ
う

と
す

る

と
き

に
大

切
な

こ
と

は
、

何
だ

ろ
う

。
 

◎
 「

 好
き

な
案

」
 
と

「
み

ん
な

に
と

っ
て

望

ま
し

い
案

」
と

の
違

い
は

、
 

何
だ

と
思

い
ま

す
か

 。
 

 

日
常

の
学

校
生

活
で

も
、

少

数
意

見
を

大
切

に
す

る
こ

と
の

必
要

性
を

実
感

し
、

よ
り

よ
い

案
の

た
め

に
、

議
論

を
尽

く
す

こ
と

の
意

義
を

理
解

し
よ

う
と

し

て
い

る
か

。
 

 

 

【
Ｃ

（
1
0
）
遵

法
精

神
、

公
徳

心
】
 

1
8
深
め
た

い
む
 

「
好

き
な

案
」
と

「
み

ん
な

に
と

っ
て

望
ま

し
い

案
」
を

ど
う

捉
え

る
か

に
つ

い
て

の
説

明
文

を
通

し
て

、
集

団
や

社
会

の
中

で
合

意
形

成
す

る
と

き
、

大
切

に
す

べ
き

こ
と

に
つ

い

て
考

え
さ

せ
、

法
を

遵
守

し
、

公
徳

を
重

ん

じ
よ

う
と

す
る

判
断

力
を

育
て

る
。

 

昔
話

の
「

桃
太

郎
」

と
、

鬼
の

子
供

の

立
場

か
ら

桃
太

郎
を

捉
え

た
詩

を
通

し

て
、

考
え

方
や

立
場

の
異

な
る

者
ど

う

し
が

理
解

し
合

う
こ

と
に

つ
い

て
考

え

さ
せ

、
相

互
理

解
に

努
め

、
他

者
に

対

し
て

寛
容

な
気

持
ち

で
接

し
よ

う
と

す

る
心

情
を

育
て

る
。
 

★
複

数
の

人
と

話
し

合
っ

て
何

か
を

決
め

る

こ
と

の
意

義
や

効
果

に
つ

い
て

、
考

え
を

深
め

よ
う

。
 

◎
今

日
の

学
び

で
気

づ
い

た
こ

と
や

感
じ

た
こ

と
は

、
ど

ん
な

こ
と

で
す

か
。

 

日
常

の
学

校
生

活
で

も
、

少

数
意

見
を

大
切

に
す

る
こ

と
の

必
要

性
を

実
感

し
、

よ
り

よ
い

案
の

た
め

に
、

議
論

を
尽

く
す

こ
と

の
意

義
を

理
解

し
よ

う
と

し

て
い

る
か

。
 

教
材

や
自

分
自

身
を

振
り

返

る
こ

と
か

ら
、

立
場

や
考

え

の
異

な
る

他
者

と
理

解
し

合

い
、

寛
容

の
心

を
も

つ
こ

と

の
大

切
さ

や
難

し
さ

に
つ

い

て
、

自
分

の
こ

と
と

し
て

捉

え
よ

う
と

し
て

い
る

か
。
 

 

1
1

月 （ ４ 時 間 ）

 

【
Ｂ

（
9
）
相

互
理

解
、

寛
容

】
 

1
9「

桃
太

郎
」

の
鬼

退
治
 

★
異

な
る

考
え

方
や

立
場

の
人

ど
う

し

が
理

解
し

合
う

に
は

、
ど

う
す

れ
ば

よ
い

の
だ

ろ
う

。
 

◎
本

当
の

「
め

で
た

し
、

め
で

た

し
。

」
に

な
る

た
め

に
は

、
ど

ん
な

考
え

が
必

要
で

し
ょ

う
。

 

 

【
Ｃ

（
18

）
国

際
理

解
、

国
際

貢
献

】
 

2
0む

こ
う

岸
に

は
 

川
の

両
岸

に
住

む
肌

の
色

や
髪

の
毛

、

服
装

が
異

な
る

少
女

と
少

年
の

物
語

を

描
い

た
文

章
を

通
し

て
、

他
国

の
人

々

や
文

化
を

理
解

す
る

と
と

も
に

、
互

い

に
尊

重
し

合
い

、
国

際
的

視
野

に
立

っ

て
、

世
界

の
平

和
と

人
類

の
発

展
に

貢

献
し

よ
う

と
す

る
心

情
を

育
て

る
。

 

★
他

国
の

人
と

理
解

し
合

う
た

め
に

大

切
な

の
は

、
ど

ん
な

心
だ

ろ
う

。
 

◎
「
こ

の
川

に
橋

を
か

け
る

ん
だ

。
」

と

い
う

言
葉

に
は

、
二

人
の

ど
ん

な
思

い
が

込
め

ら
れ

て
い

る
の

で
し

ょ

う
。

 

 

教
材

の
登

場
人

物
の

考
え

に

ふ
れ

る
こ

と
で

自
分

自
身

に

つ
い

て
振

り
返

り
、

自
分

が

他
国

の
人

々
と

理
解

し
合

う

こ
と

に
つ

い
て

考
え

よ
う

と

し
て

い
る

か
。

 

 

【
Ｄ

（
2
0）

自
然

愛
護

】
 

2
1僕

の
仕

事
場

は
富

士
山

で
す

 

富
士

山
の

ガ
イ

ド
を

す
る

近
藤

光
一

さ

ん
が

自
身

の
活

動
や

思
い

に
つ

い
て

述

べ
た

文
章

を
通

し
て

、
自

然
を

守
る

た

め
に

大
切

な
こ

と
に

つ
い

て
考

え
さ

せ
、

自
然

を
愛

し
守

っ
て

い
こ

う
と

す

る
実

践
意

欲
と

態
度

を
育

て
る

。
 

★
自

然
を

守
る

と
は

、
ど

う
い

う
こ

と

だ
ろ

う
。

 

◎
毎

日
き

れ
い

な
水

が
飲

め
る

の
を

あ

た
り

ま
え

と
思

っ
て

い
た

と
き

の
筆

者
と

、
今

の
筆

者
で

は
、

ど
ん

な
と

こ
ろ

が
違

う
の

で
し

ょ
う

。
 

 

人
間

が
、

自
然

に
対

し
て

謙

虚
に

向
き

合
う

こ
と

の
大

切

さ
を

理
解

し
、

現
在

及
び

未

来
の

自
然

環
境

の
課

題
を

解

決
す

る
た

め
に

で
き

る
こ

と

を
、

自
分

の
こ

と
と

し
て

捉

え
、

考
え

よ
う

と
し

て
い

る

か
。

 

  

【
Ｄ

（
2
1）

感
動

、
畏

敬
の

念
】
 

2
2宇

宙
の

始
ま

り
に

思
い

を
寄

せ
て

 

天
文

学
者

の
大

内
正

己
さ

ん
が

、
新

し

い
天

体
を

発
見

し
た

と
き

の
思

い
や

、

宇
宙

と
の

出
会

い
に

つ
い

て
述

べ
た

文

章
を

通
し

て
、

「
感

動
す

る
心

」
を

見

つ
め

さ
せ

、
自

然
や

崇
高

な
も

の
に

対

し
て

感
動

す
る

心
を

大
切

に
し

て
生

き

よ
う

と
す

る
心

情
を

育
て

る
。

 

★
「感

動
す

る
心

」
を

見
つ

め
よ

う
。

 

◎
自

分
が

こ
れ

ま
で

に
感

動
し

た
こ

と

を
思

い
出

し
ま

し
ょ

う
。

あ
な

た

は
、

ど
う

し
て

そ
の

こ
と

に
感

動
し

た
の

で
し

ょ
う

。
 

 

大
内

さ
ん

の
姿

に
ふ

れ
、

自

分
の

感
動

体
験

を
振

り
返

っ

た
り

、
自

分
の

感
動

す
る

心

を
見

つ
め

た
り

す
る

な
ど

し

て
、

感
動

す
る

心
を

大
切

に

す
る

生
き

方
に

つ
い

て
考

え

よ
う

と
し

て
い

る
か

。
 

 

1
2

月 （ ３ 時 間 ）

 

【
Ｄ

（
1
9）

生
命

の
尊

さ
】
 

2
3つ

な
が

る
命

 

脳
死

と
な

っ
た

女
児

の
両

親
が

、
女

児

の
臓

器
提

供
を

決
断

し
た

こ
と

を
取

り

上
げ

た
新

聞
記

事
を

通
し

て
、

「
命

」

に
つ

い
て

考
え

さ
せ

、
生

命
を

尊
重

し

よ
う

と
す

る
心

情
を

育
て

る
。

 

★
「
命

」
と

は
、

ど
う

い
う

も
の

だ
ろ

う
。

 

◎
「
Ａ

ち
ゃ

ん
が

繋
い

だ
そ

の
命

」
と

い

う
言

葉
に

は
、

お
父

さ
ん

の
ど

ん
な

思
い

が
込

め
ら

れ
て

い
る

の
で

し
ょ

う
。

 

 

Ａ
ち

ゃ
ん

の
両

親
の

思
い

に

ふ
れ

、
自

分
の

経
験

や
思

い

を
見

つ
め

な
が

ら
、

自
分

の

命
と

は
ど

う
い

う
も

の
か

に

つ
い

て
考

え
よ

う
と

し
て

い

る
か

。
 

  

【
Ａ

（
3
）
向

上
心

、
個

性
の

伸
長

】
 

2
4優

し
さ

の
光

線
 

将
来

の
夢

が
見

え
ず

、
自

信
を

失
っ

て

い
る

生
徒

の
心

を
描

い
た

物
語

を
通

し

て
、

自
分

の
「

よ
さ

」
に

つ
い

て
考

え

さ
せ

、
向

上
心

を
も

ち
、

個
性

を
伸

ば

し
て

い
こ

う
と

す
る

心
情

を
育

て
る

。
 

★
自

分
の

「
よ

さ
」

を
見

つ
め

よ
う

。
 

◎
空

を
見

上
げ

た
と

き
、

翔
は

、
ど

ん

な
こ

と
を

考
え

て
い

た
で

し
ょ

う
。

 

 

登
場

人
物

の
翔

の
心

の
変

化

を
共

感
的

に
捉

え
、

こ
れ

か

ら
、

自
分

の
個

性
を

見
つ

め
、

将
来

に
生

か
し

て
い

こ

う
と

考
え

て
い

る
か

。
 

 

4
 

【
Ｄ

（
2
2）

よ
り

よ
く

生
き

る
喜

び
】
 

2
5人

っ
て

、
本

当
は

？
 

孟
子

の
「

性
善

説
」

と
荀

子
の

「
性

悪

説
」

を
通

し
て

、
人

の
も

つ
強

さ
や

弱

さ
、

自
分

の
よ

り
よ

く
生

き
る

道
に

つ

い
て

考
え

さ
せ

、
よ

り
よ

く
生

き
て

い

こ
う

と
す

る
実

践
意

欲
と

態
度

を
育

て

る
。

 

★
人

の
も

つ
強

さ
や

弱
さ

を
考

え
な

が

ら
、

自
分

の
よ

り
よ

く
生

き
る

道
に

つ
い

て
、

考
え

よ
う

。
 

◎
孟

子
、

荀
子

の
考

え
を

基
に

、
自

分

の
生

き
方

を
見

つ
め

直
し

て
み

ま
し

ょ
う

。
ど

の
よ

う
に

二
人

の
考

え
を

生
か

し
て

い
け

ば
、

よ
り

よ
く

生
き

る
こ

と
が

で
き

る
で

し
ょ

う
。

 

 

孟
子

と
荀

子
の

考
え

方
に

ふ

れ
、

自
分

の
経

験
や

言
動

を

振
り

返
り

な
が

ら
、

自
分

の

弱
さ

や
強

さ
、

よ
り

よ
く

生

き
る

道
に

つ
い

て
、

考
え

よ

う
と

し
て

い
る

か
。

 

 

１ 月 （ ３ 時 間 ）

 

【
Ａ

（
4
）
希

望
と

勇
気

、
克

己

と
強

い
意

志
】
 

2
6夢

の
力

 

 

困
難

を
乗

り
越

え
な

が
ら

、
次

々
に

夢
を

か

な
え

て
い

っ
た

二
條

実
穂

選
手

の
文

章
を

通
し

て
、

今
の

自
分

と
向

き
合

い
、

夢
や

目

標
の

達
成

に
向

け
、

希
望

と
強

い
意

志
を

も

っ
て

、
生

き
て

い
く

実
践

意
欲

と
態

度
を

育

て
る

。
 

 

★
夢

を
も

つ
こ

と
は

、
人

生
を

、
ど

う
変

え
て

い
く

の
だ

ろ
う

。
 

◎
二

條
選

手
が

信
じ

て
い

る
「
夢

の
力

」
と

は
、

ど
ん

な
力

だ
と

思
い

ま
す

か
。
 

ど
の

よ
う

な
状

況
に

お
い

て
も

自
己

を
見

つ
め

、
具

体
的

な

行
動

を
も

っ
て

、
自

己
実

現
に

向
け

て
生

活
し

て
い

こ
う

と
考

え
て

い
る

か
。

 

 

  

【
Ａ

（
4
）
希

望
と

勇
気

、
克

己

と
強

い
意

志
】
 

2
6深

め
た

い
む

 

困
難

を
乗

り
越

え
な

が
ら

、
次

々
に

夢
を

か

な
え

て
い

っ
た

二
條

実
穂

選
手

の
文

章
を

通
し

て
、

今
の

自
分

と
向

き
合

い
、

夢
や

目

標
の

達
成

に
向

け
、

希
望

と
強

い
意

志
を

も

っ
て

、
生

き
て

い
く

実
践

意
欲

と
態

度
を

育

て
る

。
 

他
人

に
嫌

わ
れ

る
こ

と
を

恐
れ

、
本

心
を

表

に
出

せ
な

い
こ

と
に

悩
む

生
徒

の
相

談
を

通
し

て
、

い
ろ

い
ろ

な
も

の
の

見
方

や
考

え

方
を

理
解

し
な

が
ら

、
自

ら
を

高
め

て
い

く
こ

と
の

大
切

さ
に

つ
い

て
考

え
さ

せ
、

向
上

心

を
も

ち
、

個
性

を
伸

ば
し

て
い

こ
う

と
す

る
判

断
力

を
育

て
る

。
 

★
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
大

切
な

こ
と

に

つ
い

て
、

考
え

よ
う

。
 

◎
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
大

切
な

こ
と

は
、

何
で

し
ょ

う
。
 

ど
の

よ
う

な
状

況
に

お
い

て
も

自
己

を
見

つ
め

、
具

体
的

な

行
動

を
も

っ
て

、
自

己
実

現
に

向
け

て
生

活
し

て
い

こ
う

と
考

え
て

い
る

か
。

 

「
僕

」
の

悩
み

を
、

生
徒

が

自
分

の
個

性
や

生
き

方
と

重

ね
て

考
え

、
こ

れ
か

ら
の

生

き
方

に
生

か
し

て
い

こ
う

と

し
て

い
る

か
。

 

 

  

【
Ａ

（
3
）
向

上
心

、
個

性
の

伸
長

】
 

2
7
嫌
わ
れ

る
の
を

恐
れ

る
気
持
ち

 

★
自

ら
を

高
め

て
い

く
生

き
方

と
は

、
ど

ん

な
生

き
方

だ
ろ

う
。

 

◎
自

ら
を

高
め

て
い

く
生

き
方

と
は

、
ど

ん

な
生

き
方

だ
と

思
い

ま
す

か
。
 

  

２ 月 （ ３ 時 間 ）

 

【
Ｂ

（
6
）
思

い
や

り
、

感
謝

】 

2
8気

づ
か

な
か

っ
た

こ
と
 

人
々

の
嫌

な
面

ば
か

り
を

見
て

い
た

生

徒
が

、
周

り
に

あ
ふ

れ
る

思
い

や
り

に

気
づ

く
姿

を
描

い
た

漫
画

を
通

し
て

、

日
々

の
生

活
で

人
と

接
す

る
と

き
に

大

切
な

こ
と

は
何

か
を

考
え

さ
せ

、
他

者

へ
の

思
い

や
り

や
感

謝
の

気
持

ち
を

も

っ
て

行
動

し
て

い
こ

う
と

す
る

実
践

意

欲
と

態
度

を
育

て
る

。
 

★
日

々
の

生
活

で
、

人
と

接
す

る
と

き

に
大

切
な

こ
と

は
、

何
だ

ろ
う

。
 

◎
「
私

」
が

気
が

つ
い

た
「

す
ご

い
こ

と
」

と
は

、
何

だ
と

思
い

ま
す

か
。

 

 

「
私

」
の

思
い

に
ふ

れ
、

自

分
の

思
い

や
経

験
を

振
り

返

り
な

が
ら

、
自

分
が

人
と

接

す
る

と
き

に
大

切
に

し
た

い

こ
と

に
つ

い
て

、
考

え
よ

う

と
し

て
い

る
か

。
 

 

【
Ｃ

（
11

）
公

正
、

公
平

、
社

会
正

義
】
 

2
9ク

ロ
ス

プ
レ

ー
 

草
野

球
の

審
判

を
引

き
受

け
た

警
官

と

子
供

た
ち

と
の

や
り

取
り

を
描

い
た

物

語
を

通
し

て
、

公
正

な
心

を
も

つ
こ

と

の
大

切
さ

に
つ

い
て

考
え

さ
せ

、
正

義

と
公

正
、

公
平

さ
を

重
ん

じ
よ

う
と

す

る
心

情
を

育
て

る
。

 

★
公

正
な

心
を

も
つ

と
は

、
ど

う
い

う

こ
と

だ
ろ

う
。

 

◎
「
僕

」
の

い
う

「
で

き
る

人
」

と
は

、

ど
の

よ
う

な
人

の
こ

と
で

し
ょ

う
。

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
書

い
て

、
話

し
合

い
ま

し
ょ

う
。

 

公
正

に
ふ

る
ま

う
こ

と
の

難

し
さ

を
自

分
の

こ
と

と
し

て

捉
え

た
う

え
で

、
そ

れ
を

乗

り
越

え
て

公
正

で
あ

ろ
う

と

し
て

い
る

か
。

 

 

【
Ｄ

（
1
9）

生
命

の
尊

さ
】
 

3
0泣

き
す

ぎ
て

は
い

け
な

い
 

亡
く

な
っ

た
祖

父
か

ら
孫

へ
の

メ
ッ

セ
ー

ジ

を
通

し
て

、
「
生

き
る

」
と

い
う

こ
と

に
つ

い
て

考
え

さ
せ

、
生

命
を

尊
重

し
よ

う
と

す
る

心
情

を
育

て
る

。
 

★
「
生

き
る

」
と

い
う

こ
と

に
つ

い
て

、
考

え
よ

う
。

 

◎
教

科
書

1
60

ペ
ー

ジ
４

・
５

行
目

の
「
泣

い

て
も

い
い

け
ど

／
泣

き
す

ぎ
て

は
い

け
な

い
」
と

い
う

言
葉

は
、

ど
う

い
う

意
味

で
し

ょ

う
。

 

 

「
私

」
の

思
い

に
ふ

れ
、

自
分

の
命

の
尊

さ
を

見
つ

め
た

う
え

で
、

自
分

は
ど

う
生

き
た

い
か

に
つ

い
て

考
え

よ
う

と
し

て
い

る
か

。
 

  

３ 月 （ ２ 時 間 ）

 

3
1道

徳
の

学
び

を
振

り
返

ろ
う

 

 

「
１

道
徳

の
授

業
を

始
め

よ
う

！
」

や

「
学

び
の

記
録

」
を

見
て

１
年

間
の

道

徳
授

業
を

振
り

返
り

、
こ

れ
か

ら
の

生

き
方

を
見

つ
め

、
伏

野
さ

ん
の

「
自

分

の
ル

ー
ル

」
を

参
考

に
自

分
で

も
ル

ー

ル
作

り
を

す
る

活
動

を
通

し
て

、
自

分

を
見

つ
め

、
学

ん
だ

こ
と

を
生

か
し

て

い
こ

う
と

す
る

実
践

意
欲

と
態

度
を

育

て
る

。
 

 

★
１

年
間

の
学

び
を

振
り

返
り

、
「
自

分
の

ル

ー
ル

」
を

作
ろ

う
。

 

◎
伏

野
さ

ん
の

ル
ー

ル
を

参
考

に
し

て
、

「
が

ん
ば

り
た

い
」
「
大

切
に

し
た

い
」
と

思

っ
た

こ
と

を
か

な
え

る
た

め
の

、
「
自

分
の

ル
ー

ル
」
を

三
つ

作
っ

て
み

ま
し

ょ
う

。
 

１
年

間
の

自
分

の
変

化
・
成

長

や
、

今
後

が
ん

ば
り

た
い

こ
と

・

大
切

に
し

た
い

こ
と

に
つ

い

て
、

自
分

の
思

い
を

見
つ

め
、

「
自

分
の

ル
ー

ル
」
を

作
り

、
よ

り
よ

く
生

き
て

い
く

こ
と

に
つ

い

て
考

え
よ

う
と

し
て

い
る

か
。

 

 

  

【
Ａ

（
2
）
節

度
、

節
制

】 

3
2箱

根
駅

伝
に

挑
む

 

箱
根

駅
伝

で
優

勝
を

果
た

し
た

選
手

た

ち
の

日
常

生
活

に
つ

い
て

書
か

れ
た

文

章
を

通
し

て
、

将
来

を
よ

り
豊

か
に

す

る
た

め
の

生
活

習
慣

に
つ

い
て

考
え

さ

せ
、

節
度

あ
る

生
活

を
送

ろ
う

と
す

る

実
践

意
欲

と
態

度
を

育
て

る
。

 

★
将

来
を

よ
り

豊
か

に
す

る
た

め
の

生

活
習

慣
に

つ
い

て
、

考
え

よ
う

。
 

◎
青

山
学

院
大

学
陸

上
競

技
部

（
長

距

離
ブ

ロ
ッ

ク
）

の
強

さ
の

秘
密

は
、

何
で

し
ょ

う
。

 

 

自
ら

の
意

思
で

生
活

の
改

善

を
行

う
選

手
の

姿
か

ら
、

自

分
の

生
活

を
振

り
返

り
、

望

ま
し

い
生

活
習

慣
を

心
が

け

て
い

こ
う

と
す

る
意

欲
を

高

め
て

い
る

。
 

 

付 録

 

【
Ａ

（
4
）
希

望
と

勇
気

、
克

己

と
強

い
意

志
】
 

3
3ア

イ
ヌ

の
歌

を
歌

い
た

い
 

本
物

の
ア

イ
ヌ

民
謡

を
歌

え
る

よ
う

に

な
り

た
い

と
い

う
目

標
を

実
現

し
た

ア

イ
ヌ

民
謡

歌
手

の
姿

か
ら

、
自

分
の

思

い
を

か
な

え
る

た
め

に
必

要
な

気
持

ち

に
つ

い
て

考
え

さ
せ

、
よ

り
高

い
目

標

を
も

ち
、

力
強

く
積

極
的

に
目

標
に

向

か
お

う
と

す
る

心
情

を
育

て
る

。
 

★
自

分
の

思
い

を
か

な
え

よ
う

と
思

う

と
き

、
そ

の
根

底
に

は
、

ど
ん

な
気

持
ち

が
あ

る
の

だ
ろ

う
。

 

◎
川

上
さ

ん
が

ア
イ

ヌ
民

謡
の

練
習

を

続
け

る
こ

と
が

で
き

た
の

は
、

ど
ん

な
思

い
が

あ
っ

た
か

ら
で

し
ょ

う
。

 

 

川
上

さ
ん

の
姿

と
自

分
を

照

ら
し

合
わ

せ
、

自
分

の
思

い

を
か

な
え

る
た

め
に

必
要

な

努
力

の
在

り
方

に
つ

い
て

の

考
え

を
、

深
め

よ
う

と
し

て

い
る

か
。

 

  

－54－



1
 

令
和

４
年
度
 
第

３
学

年
 

特
別
の

教
科
 

道
徳
 

年
間

指
導

計
画
 

作
成

者
  
及

川
 
将

太
 

 

月

 

【
主

題
名

】
 

教
材

名
 

内
容

項
目

 

ね
ら

い
 

学
習

活
動

と
主

な
発

問
 

評
価

の
視

点
 

反
省

 

４ 月 （ ３ 時 間 ）

 

１
 

道
徳

の
授

業
を

始
め

よ
う

！
 

〇
道

徳
で

何
を

学
ぶ

の
か

、
ど

の
よ

う
に

学
ぶ

の
か

、
な

ぜ
学

ぶ
の

か
、

ど
う

し
て

い
っ

し
ょ

に
学

ぶ
の

か
に

つ
い

て
考

え
さ

せ
な

が

ら
、

１
年

間
の

道
徳

の
学

び
の

見

通
し

を
も

た
せ

、
こ

れ
か

ら
の

学
び

を
広

げ
た

り
、

深
め

た
り

し
て

い
こ

う
と

す
る

実
践

意
欲

と
態

度

を
育
て
る

。
 

★
１

年
間

の
道

徳
の

時
間

の
中

で
、

特
に

考
え

た
い

こ
と

や
学

び
た

い

こ
と
は
、

何
だ
ろ

う
。
 

◎
３

年
生

と
し

て
、

こ
の

１
年

間

で
、

特
に

考
え

て
い

き
た

い
、

学

ん
で

い
き

た
い

、
も

っ
と

伸
ば

し
て

い
き

た
い

と
思

う
キ

ー
ワ

ー
ド

は
ど

れ
で

し
ょ

う
。

付
箋

に
三

つ

書
き
ま
し

ょ
う
。
 

 

何
を

学
ぶ

か
、

ど
の

よ
う

に
学

ぶ
か

、
な

ぜ
学

ぶ
か

を
踏

ま
え

、
な

ぜ
い

っ
し

ょ
に

学
ぶ

の
か

に
つ

い

て
、

自
分

な
り

に
考

え
、

授
業

で
大

切
に

し
た

い
こ

と
に

つ
い

て
の

見
通

し
が

も
て
た
か

。
 

  

【
Ｂ

（
7）

礼
儀

】
 

２
 
礼
儀

正
し
さ

と
は
 

〇
礼

儀
正

し
い

言
葉

遣
い

や
し

ぐ
さ

を
書

き
出

し
た

り
、

柔
道

・
大

野

将
平

選
手

の
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
で

の

エ
ピ

ソ
ー

ド
を

読
ん

だ
り

す
る

こ
と

を
通

し
て

、
礼

儀
正

し
い

行
動

を
取

ろ
う

と
す

る
実

践
意

欲
と

態

度
を
育
て

る
。
 

★
礼
儀
の

意
味
を

考
え
よ

う
。
 

○
大

野
選

手
は

、
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
の

決
勝

で
、

柔
道

の
ど

ん
な

「
美

し

い
側

面
」

を
見

せ
る

こ
と

が
で

き
た

の
で
し

ょ
う
。
 

◎
礼

儀
に

は
ど

ん
な

意
味

が
あ

る
の

だ
と
思
い

ま
し
た

か
。
 

マ
ッ

プ
へ

の
記

入
や

ク
ラ

ス
で

の
話

し
合

い
を

通
し

て
、

自
分

自
身

は
い

つ
も

礼
儀

正
し

い
行

動
が

取
れ

て
い

る
か

と
振

り
返

り
、

礼
儀

正
し

さ
に

つ
い

て
自

分
の

こ
と

と
し

て
考

え
よ

う
と
し
て

い
る
か

。
 

 

【
Ｂ

（
6）

思
い

や
り

、
感

謝
】
 

３
 
背
番

号
1
0 

〇
挫

折
を

乗
り

越
え

て
野

球
部

の
キ

ャ
プ

テ
ン

と
し

て
の

役
割

を
果

た
す

「
僕

」
の

物
語

を
通

し
て

、
自

分
と

周
り

の
人

々
が

ど
の

よ
う

な

思
い

で
関

わ
っ

て
い

る
の

か
を

考
え

さ
せ

、
思

い
や

り
や

感
謝

の
念

を
も

っ
て

他
者

に
向

き
合

お
う

と

す
る

実
践

意
欲

や
態

度
を

育
て

る
。
 

★
自

分
と

自
分

を
取

り
巻

く
人

々
と

は
、

ど
の

よ
う

な
思

い
で

関
わ

っ
て

い
る

の
か

に
つ

い
て

、
考

え
よ

う
。
 

◎
チ

ー
ム

メ
ー

ト
に

向
か

っ
て

深
々

と
頭

を
下

げ
た

と
き

、
「

僕
」

は
、

ど
ん

な
こ

と
を

思
っ

て
い

た

で
し
ょ
う

。
 

主
人

公
と

自
分

と
を

重
ね

合
わ

せ
る

こ
と

で
、

自
分

と
自

分
を

取
り

巻
く

他
者

と
が

、
ど

の
よ

う
な

思
い

で
関

わ
っ

て
い

る
か

を
考

え
よ
う
と

し
て
い

る
か
。
 

 

５ 月 （ ３ 時 間 ）

 

【
Ｃ

（
1
0
） 

遵
法

精
神

、
公

徳
心

】
 

４
 
二
通

の
手
紙
 

〇
規

則
よ

り
自

分
の

思
い

を
優

先
さ

せ
た

た
め

に
起

こ
っ

た
ト

ラ
ブ

ル

を
描

い
た

物
語

を
通

し
て

、
規

則

は
何

の
た

め
に

あ
る

の
か

を
考

え
さ

せ
、

規
則

を
守

っ
て

行
動

し
よ

う
と
す
る

判
断
力

を
育
て

る
。
 

★
規

則
は

、
何

の
た

め
に

あ
る

の
だ

ろ
う
。
 

◎
元

さ
ん

が
、

「
こ

の
年

に
な

っ
て

初
め

て
考

え
さ

せ
ら

れ
」

た
の

は
、

ど
ん

な
こ

と
だ

っ
た

の
で

し

ょ
う
。
 

本
教

材
を

通
し

て
自

分
自

身
の

こ
れ

ま
で

の
生

活
を

振
り

返
る

こ
と

か
ら

、
自

分
に

関
わ

る
法

や
規

則
の

意
義

を
見

つ
め

直
し

、
そ

れ
を

捉
え

よ
う

と
し

て
い

る
か
。
 

 

【
Ｄ

（
1
9）

生
命

の
尊

さ
】
 

５
 

あ
の

日
生

ま
れ

た

命
 

〇
東

日
本

大
震

災
の

被
災

者
へ

の
支

援
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

巡
る

実
話

を

通
し

て
、

命
の

尊
さ

に
つ

い
て

考
え

さ
せ

、
自

他
の

生
命

を
尊

ぶ
心

情
を
 

育
む
 
。
 

★
「

命
の

尊
さ

」
に

つ
い

て
、

考
え

よ
う
。
 

◎
「

 
お

母
さ

ん
」

と
真

奈
ち

ゃ
ん

は
「

 
希

望
の

『
君

の
椅

子
』

」
と

と

も
に

、
ど

ん
な

も
の

を
受

け
取

っ

た
の
で
し

ょ
う

 。
 

自
分

の
経

験
を

振
り

返
る

こ
と

で
、

自
分

も
他

者
も

か
け

が
え

の
な

い
尊

い
存

在
と

し
て

捉
え

、
自

分
や

他
者

の
生

命
を

大
切

に
す

る
こ

と
に

つ
い

て
考

え
を

深
め

よ
う

と
し

て
い

る

か
 。

 

 

【
Ａ

（
1）

自
主

、
自

律
、

 

自
由

と
責

任
】
 

６
 
三

年
目

の
「ご

め
ん

ね
」
 

〇
修

学
旅

行
中

、
周

囲
に

な
じ

め
な

い
同

級
生

に
一

度
は

声
を

か
け

、
い

っ
し

ょ
に

行
動

し
始

め
た

も
の

の
、

友
人

の
目

を
気

に
し

て
声

を
か

け
る

の
を

や
め

た
主

人
公

の
姿

を
通

し
て

、
自

分
で

考
え

誠
実

に

行
動

す
る

と
は

ど
う

い
う

こ
と

か
に

つ
い

て

考
え

さ
せ

、
誠

実
で

責
任

あ
る

行
動

を
取

ろ
う

と
す

る
実

践
意

欲
と

態
度

を
育

て

る
。

 

★
自

分
で

考
え

誠
実

に
行

動
す

る
と

は
、

ど
う

い
う

こ
と

だ
ろ

う
。

 

◎
｢
あ

の
と

き
は

う
れ

し
か

っ
た

。
あ

り
が

と
う

。
｣
と

言
っ

た
伊

藤
さ

ん
に

対
し

て
、

｢
私

｣
は

、
ど

ん
な

こ

と
を
思
っ

た
の
で

し
ょ
う

。
 

登
場

人
物

の
姿

に
ふ

れ
て

自
分

の
思

い
や

言
動

を
見

つ
め

、
自

分
で

考
え

誠
実

に

行
動

す
る

た
め

に
、

自
分

自

身
が

大
切

に
し

た
い

こ
と

に

つ
い

て
考

え
よ

う
と

し
て

い
る

か
。

 

 

 

６ 月 （ ４ 時 間 ）

 

【
Ａ

（
1）

自
主

、
自

律
、

 

自
由

と
責

任
】
 

６
 
深
め

た
い
む
 

〇
修

学
旅

行
中

、
周

囲
に

な
じ

め
な

い
同

級
生

に
一

度
は

声
を

か
け

、
い

っ
し

ょ
に

行
動

し
始

め
た

も
の

の
、

友
人

の
目

を
気

に
し

て
声

を
か

け
る

の
を

や
め

た
主

人
公

の
姿

を
通

し
て

、
自

分
で

考
え

誠
実

に

行
動

す
る

と
は

ど
う

い
う

こ
と

か
に

つ
い

て

考
え

さ
せ

、
誠

実
で

責
任

あ
る

行
動

を
取

ろ
う

と
す

る
実

践
意

欲
と

態
度

を
育

て

る
。

 

 

★
い

じ
め

を
な

く
す

た
め

に
で

き
る

こ
と

は

何
か

、
考

え
よ

う
。

 

◎
い

じ
め

を
な

く
す

た
め

に
大

切
な

の

は
、

ど
ん

な
こ

と
で

し
ょ

う
。

教
科

書
６

・

７
ペ

ー
ジ

の
「
①

道
徳

の
授

業
を

始
め

よ
う

！
」
に

あ
る

22
の

キ
ー

ワ
ー

ド
も

参

考
に

し
て

、
考

え
ま

し
ょ

う
。

 

登
場

人
物

の
姿

に
ふ

れ
て

自
分

の
思

い
や

言
動

を
見

つ
め

、
自

分
で

考
え

誠
実

に

行
動

す
る

た
め

に
、

自
分

自

身
が

大
切

に
し

た
い

こ
と

に

つ
い

て
考

え
よ

う
と

し
て

い
る

か
。

 

 

 

2
 

６ 月 （ ４ 時 間 ）

 

【
Ｃ

（
1
1
）
公

正
、

公
平

、

社
会

正
義

】
 

７
小
さ
な

出
来
事
 

〇
過

去
に

自
分

が
行

っ
た

不
公

正
な

振
る

舞
い

を
回

想
す

る
人

物
を

描
い

た
魯

迅

の
小

説
を

通
し

て
、

誰
に

対
し

て
も

公
平

に
接

す
る

た
め

に
は

ど
ん

な
考

え
方

が

必
要

か
を

考
え

さ
せ

、
公

正
、

公
平

な
社

会
を

築
い

て
い

こ
う

と
す

る
心

情
を

育
て

る
。

 

★
誰

に
対

し
て

も
公

平
に

接
す

る
た

め
に

は
、

ど
ん

な
考

え
方

が
必

要
だ

ろ
う

。
 

◎
「
私

」
は

、
ど

う
し

て
車

夫
の

後
ろ

姿

が
、

「
急

に
大

き
く

な
っ

た
」

よ
う

に
感

じ
た

の
で

し
ょ

う
。
 

主
人

公
の

考
え

や
思

い
に

ふ

れ
、

自
身

の
日

々
の

生
活

を

振
り

返
り

、
自

分
が

誰
に

対
し

て
も

公
正

、
公

平
に

接
す

る
こ

と
に

つ
い

て
考

え
よ

う
と

し
て

い

る
か

。
 

 

 

【
Ｃ

（
1
3
）
勤

労
】 

８
「リ

ク
エ
ス

ト
食
」

を

支
え
る
 

〇
末

期
が

ん
患

者
が

過
ご

す
ホ

ス
ピ

ス
で

、

「
リ

ク
エ

ス
ト

食
」
の

取
り

組
み

に
携

わ
る

管
理

栄
養

士
と

調
理

師
の

姿
を

通
し

て
、

「
働

く
」

こ
と

の
意

味
に

つ
い

て
考

え
さ

せ
、

他
者

や
社

会
に

貢
献

し
な

が
ら

自
ら

の
生

き
方

を
充

実
さ

せ
よ

う
と

す
る

心
情

を
育

て
る

。
 

★
働

く
こ

と
の

意
味

に
つ

い
て

、
考

え
よ

う
。

◎
「
『
リ

ク
エ

ス
ト

食
』

を
支

え
る

」
を

読
ん

で
、

働
く

と
い

う
こ

と
に

つ
い

て
、

ど
ん

な
こ

と
を

考
え

ま
し

た

か
。
 

働
く

こ
と

が
人

生
に

何
を

も
た

ら
す

の
か

に
つ

い
て

、
こ

れ
ま

で
の

自
分

の
考

え
や

、
自

分

の
将

来
の

生
き

方
な

ど
と

照
ら

し
合

わ
せ

な
が

ら
、

考
え

を
深

め
よ

う
と

し
て

い
る

か
。

 

 

 

【
Ｄ

（
2
1
）
感

動
、

畏
敬

の

念
】
 

９
サ

グ
ラ

ダ
・

フ
ァ

ミ

リ
ア

―
受

け
継

が
れ

て
い

く
思
い
 

〇
サ

グ
ラ

ダ
・
フ

ァ
ミ

リ
ア

の
建

設
に

携
わ

る

人
々

に
関

す
る

文
章

を
通

し
て

、
人

間

の
力

を
超

え
た

も
の

や
時

を
超

え
て

つ

な
が

る
思

い
を

深
く

考
え

さ
せ

、
美

し
い

も
の

や
気

高
い

も
の

を
感

じ
取

る
心

情
を

育
む

。
 

 

★
時

を
超

え
て

つ
な

が
る

思
い

を
見

つ
め

よ

う
。

 

◎
あ

な
た

は
、

「
永

遠
に

続
い

て
い

く

も
の

に
心

で
連

な
っ

て
い

く
」

と

は
、

ど
ん

な
こ

と
だ

と
思

っ
た

で
し

ょ
う

。
 

自
分

の
経

験
を

振
り

返
り

、
自

分
が

美
し

い
も

の
や

気
高

い
も

の
に

心
を

動
か

す
こ

と
に

つ
い

て
考

え
を

深
め

よ
う

と
し

て
い

る

か
。

 

 

 

７ 月 （ ２ 時 間 ）

 

【
Ａ

（
5
）
真

理
の

探
究

、
創

造
】
 

1
0
鉄

腕
ア

ト
ム

を
つ

く
り

た
い

─
人

工
知

能

研
究
は
人

間
探
究
 

〇
筆

者
の

人
工

知
能

研
究

に
か

け
る

思
い

を
つ

づ
っ

た
文

章
を

通
し

て
、

知
的

好
奇

心
を

も
っ

て
真

理
を

探
究

す
る

こ
と

の
お

も
し

ろ
さ

と
可

能
性

に
つ

い
て

考
え

さ

せ
、

積
極

的
に

学
び

、
工

夫
し

て
新

し
い

も
の

を
創

造
し

て
い

こ
う

と
す

る
実

践
意

欲
と

態
度

を
育

て
る

。
 

 

★
真

理
を

探
究

す
る

心
に

つ
い

て
、

考
え

よ

う
。

 

◎
「
知

的
好

奇
心

」
や

「
知

的
欲

求
」

と

は
、

ど
ん

な
心

で
し

ょ
う

。
 

自
分

の
経

験
や

興
味

・
関

心

を
振

り
返

り
、

真
理

を
探

究
す

る
心

や
も

の
を

創
造

す
る

た
め

に
大

切
な

心
に

つ
い

て
、

自

分
の

こ
と

と
し

て
考

え
よ

う
と

し

て
い

る
か

。
 

 

 

【
Ａ

（
3
）
向

上
心

、
個

性
の

伸
長

】
 

1
1
が
ん
ば

れ
お
ま

え
 

〇
体

面
を

繕
う

あ
ま

り
、

内
心

に
不

安
を

抱

え
る

生
徒

を
描

い
た

物
語

を
通

し
て

、

「
自

分
」
に

つ
い

て
考

え
さ

せ
、

自
己

を

見
つ

め
、

充
実

し
た

生
き

方
を

し
て

い
こ

う
と

す
る

実
践

意
欲

と
態

度
を

育
て

る
。

 

 

★
「
自

分
」
を

見
つ

め
よ

う
。

 

◎
「
が

ん
ば

れ
―

。
オ

レ
た

ち
。

」
と

い

う
言

葉
に

は
、

「
少

年
」

の
ど

ん
な

思
い

が
込

め
ら

れ
て

い
る

の
で

し
ょ

う
。
 

物
語

の
少

年
と

自
分

自
身

と

を
重

ね
合

わ
せ

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

自
分

に
も

少
年

の
よ

う
な

側
面

が
な

い
か

と
、

自
分

自
身

に
つ

い
て

見
つ

め
て

い
る

か
。

 

 

 

８ 月 （ １ 時 間 ）

 

【
Ｂ

（
8）

友
情

、
信

頼
】
 

1
2
私

が
ピ

ン
ク

色
の

キ
ャ

ッ
プ
を

か
ぶ
る

わ
け
 

〇
水

泳
の

全
国

大
会

を
目

ざ
す

生
徒

と
そ

の
ラ

イ
バ

ル
と

の
交

流
を

描
い

た
生

徒
作

品
を

通
し

て
、

友
達

の
存

在
に

つ
い

て

考
え

さ
せ

、
深

い
友

情
や

信
頼

関
係

を

築
い

て
い

こ
う

と
す

る
心

情
を

育
て

る
。

 

 

★
友

達
と

は
、

ど
ん

な
も

の
だ

ろ
う

。
 

◎
「
私

」
は

、
ど

う
し

て
Ｍ

の
こ

と
を

、

「
大

切
な

友
だ

っ
た

」
と

言
え

る
の

で
し

ょ
う

。
 

主
人

公
に

と
っ

て
の

友
達

と
い

う
存

在
に

つ
い

て
考

え
る

こ
と

で
、

自
分

に
と

っ
て

も
そ

う
い

う

存
在

は
い

る
か

と
、

自
分

に
と

っ
て

の
友

達
と

い
う

存
在

に
つ

い
て

考
え

を
深

め
よ

う
と

し
て

い
る

か
。

 

 

  

９ 月 （ ３ 時 間 ）

 

【
Ｂ

（
9

）
相

互
理

解
、

寛

容
】
 

1
3
ソ

ー
シ

ャ
ル

・
ビ

ュ

ー
─

見
え

な
い

人
と

楽
し
む
美

術
鑑
賞
 

〇
「
ソ

ー
シ

ャ
ル

・
ビ

ュ
ー

」
の

活
動

が

大
切

に
し

て
い

る
こ

と
を

通
し

て
、

違
う

個
性

が
あ

る
こ

と
に

よ
っ

て
生

ま
れ

て
く

る
豊

か
さ

や
お

も
し

ろ
さ

に
つ

い
て

考
え

、
人

間
が

相
互

に
個

性
や

立
場

を
尊

重
し

合
い

な
が

ら
よ

り
よ

く
共

生
し

て
い

こ
う

と
す

る
実

践
意

欲
と

態
度

を
育

て
る

。
 

★
社

会
で

他
者

と
共

に
生

き
て

い
く

た
め

に

は
、

ど
ん

な
こ

と
が

大
切

な
の

だ
ろ

う
。

 

◎
一

人
一

人
の

違
い

が
生

き
る

社
会

に

は
、

ど
ん

な
よ

さ
が

あ
る

で
し

ょ

う
。
 

普
段

の
生

活
の

中
で

、
他

者

か
ら

学
ん

だ
こ

と
や

互
い

の
立

場
や

考
え

方
を

尊
重

し
合

え

た
こ

と
な

ど
を

振
り

返
り

、
相

互

理
解

に
つ

い
て

自
分

の
こ

と
と

し
て

考
え

よ
う

と
し

て
い

る
か

。
 

 

  

【
Ｄ

（
1
9）

生
命

の
尊

さ
】
 

1
4
命
の
選

択
 

〇
祖

父
の

意
思

に
反

し
て

延
命

措
置

を
施

す
こ

と
に

つ
い

て
葛

藤
す

る
家

族
の

姿
を

描
い

た
文

章
と

、
尊

厳
死

に
対

す
る

複

数
の

立
場

か
ら

の
新

聞
投

稿
を

通
し

て
、

命
に

つ
い

て
多

面
的

・
多

角
的

に
考

え

さ
せ

、
生

命
を

尊
ぶ

心
情

を
育

て
る

。
 

 

★
「
命

」
に

つ
い

て
、

考
え

よ
う

。
 

◎
あ

な
た

が
「

僕
」

だ
っ

た
ら

、
父

の

「
父

さ
ん

た
ち

は
、

ど
う

す
れ

ば
よ

か
っ

た
ん

だ
ろ

う
…

…
。

」
と

い
う

つ
ぶ

や
き

に
、

何
と

答
え

る
で

し
ょ

う
。
 

主
人

公
と

自
分

と
を

重
ね

合

わ
せ

な
が

ら
、

尊
厳

死
の

是

非
に

つ
い

て
自

分
な

り
に

考

え
る

こ
と

で
、

自
分

が
生

命
を

大
切

に
す

る
こ

と
に

つ
い

て
考

え
を

も
と

う
と

し
て

い
る

か
。

 

 

 

【
Ｃ

（
1
2
）
社

会
参

画
、

公

共
の

精
神

】
 

1
5
一

票
を

投
じ

る
こ

と
の

意
味
 

〇
選

挙
に

関
心

を
も

ち
始

め
た

生
徒

を
描

い
た

物
語

と
、

選
挙

の
意

味
に

つ
い

て

書
か

れ
た

説
明

文
を

通
し

て
、

よ
り

よ
い

社
会

を
実

現
す

る
た

め
に

大
切

な
こ

と
に

つ
い

て
考

え
さ

せ
、

社
会

や
公

共
の

問

題
に

目
を

向
け

、
参

画
し

て
い

く
た

め
の

判
断

力
を

育
て

る
。

 

★
よ

り
よ

い
社

会
を

実
現

す
る

た
め

に
、

大

切
な

こ
と

は
何

だ
ろ

う
。

 

◎
「
私

」
は

、
ど

う
し

て
投

票
で

き
る

よ
う

に
な

る
の

が
待

ち
遠

し
く

な
っ

た
の

で
し

ょ
う

。

 

３
年

後
に

は
投

票
権

を
も

つ
こ

と
を

自
覚

す
る

こ
と

で
、

選
挙

に
対

す
る

考
え

を
振

り
返

り
、

自
分

が
よ

り
よ

い
社

会
を

つ
く

る
こ

と
に

つ
い

て
考

え
よ

う
と

し

て
い

る
か

。
 

 

  

1
0

月 （ ４ 時 間 ）

 

【
Ｃ

（
1
0
）
遵

法
精

神
、

公
徳

心
】
 

1
6
闇
の
中

の
炎

 
 

〇
既

存
の

芸
術

作
品

を
参

考
に

し
て

自
分

の
作

品
を

描
い

た
こ

と
に

後
ろ

め
た

さ
を

感
じ

て
い

る
生

徒
の

物
語

を
通

し
て

、
法

や
き

ま
り

を
守

ろ
う

と
す

る
心

に
つ

い
て

考
え

さ
せ

、
規

則
を

守
っ

て
行

動
し

よ
う

と

す
る

実
践

意
欲

と
態

度
を

育
て

る
。

 

 

★
法

や
き

ま
り

を
守

る
心

の
源

と
は

、
何

だ

ろ
う

。
 

◎
夢

中
で

鉛
筆

を
走

ら
せ

な
が

ら
、

理

沙
は

、
何

を
考

え
て

い
る

で
し

ょ

う
。
 

法
や

き
ま

り
に

従
わ

な
い

こ
と

で
生

じ
る

、
良

心
の

呵
責

や
周

囲
へ

の
影

響
な

ど
、

さ
ま

ざ
ま

な
問

題
に

つ
い

て
考

え
よ

う
と

し
て

い
る

か
。

 

 

  

－55－



3
 

1
0

月 （ ４ 時 間 ）

 

【
Ｃ

（
1
0
）
遵

法
精

神
、

公

徳
心

】
 

1
6
深
め
た

い
む
 

〇
既

存
の

芸
術

作
品

を
参

考
に

し
て

自
分

の
作

品
を

描
い

た
こ

と
に

後
ろ

め
た

さ
を

感
じ

て
い

る
生

徒
の

物
語

を
通

し
て

、
法

や
き

ま
り

を
守

ろ
う

と
す

る
心

に
つ

い
て

考
え

さ
せ

、
規

則
を

守
っ

て
行

動
し

よ
う

と

す
る

実
践

意
欲

と
態

度
を

育
て

る
。

 

★
携

帯
電

話
や

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
な

ど
を

使

っ
て

情
報

を
発

信
す

る
と

き
に

は
、

ど
ん

な
心

構
え

が
必

要
だ

ろ
う

。
 

◎
携

帯
電

話
や

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
な

ど
か

ら

情
報

を
発

信
す

る
と

き
に

大
切

な
こ

と

は
、

何
で

し
ょ

う
。

 

主
人

公
の

思
い

に
ふ

れ
、

自

ら
の

規
範

意
識

に
つ

い
て

振

り
返

る
こ

と
で

、
自

分
が

法
や

き
ま

り
を

守
る

こ
と

に
つ

い
て

考
え

よ
う

と
し

て
い

る
か

。
 

 

 

【
Ｃ

（
1
1
）
公

正
、

公
平

、

社
会

正
義

】
 

1
7
ぼ

く
の

物
語

あ
な

た
の

物
語
 

〇
黒

人
作

家
ジ

ュ
リ

ア
ス

・
レ

ス
タ

ー
の

人

種
差

別
問

題
に

つ
い

て
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
を

通
し

て
、

差
別

や
偏

見
の

な
い

社
会

を

築
く

た
め

に
大

切
な

心
に

つ
い

て
考

え
さ

せ
、

公
正

、
公

平
で

、
社

会
正

義
に

基

づ
い

た
行

動
を

取
っ

て
い

こ
う

と
す

る
判

断
力

を
育

て
る

。
 

 

★
差

別
や

偏
見

の
な

い
社

会
に

す
る

た
め

に
は

大
切

な
こ

と
は

、
何

だ
ろ

う
。

 

◎
「
ぼ

く
」

が
「

人
種

や
肌

の
色

で
、

人

を
判

断
し

な
い

こ
と

に
す

る
。

」
と

言
っ

た
の

は
、

ど
う

し
て

で
し

ょ

う
。
 

 
 

【
Ｃ

（
1
1
）
公

正
、

公
平

、

社
会

正
義

】
 

1
7
深
め
た

い
む
 

★
「
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
違

い
」
を

な
く

す
た

め
に

大
切

な
考

え
方

に
つ

い
て

、
考

え
よ

う
。

 

◎
「
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
違

い
」

と
は

ど

ん
な

も
の

で
し

ょ
う

か
。

ま
た

そ
の

「
違

い
」

を
な

く
す

た
め

に
は

ど
う

す
れ

ば
よ

い
の

で
し

ょ
う

。
 

差
別

や
偏

見
の

な
い

社
会

を

つ
く

る
た

め
の

、
一

人
一

人
が

も
つ

べ
き

考
え

や
行

動
に

つ

い
て

、
自

分
の

こ
と

と
し

て
捉

え
、

考
え

よ
う

と
し

て
い

る
か

。
 

 

  

1
1

月 （ ４ 時 間 ）

 

【
Ａ

（
4）

希
望

と
勇

気
、

克

己
と

強
い

意
志

】
 

1
8
私
の
再

出
発

 
 

〇
7
8

歳
か

ら
8
1

歳
ま

で
夜

間
学

級
で

学

び
、

卒
業

後
も

学
び

続
け

よ
う

と
決

意
す

る
見

目
律

子
さ

ん
の

作
文

を
通

し
て

、
目

標
を

も
っ

て
学

び
、

困
難

を
乗

り
越

え

て
、

自
分

を
高

め
る

喜
び

を
実

感
し

て
生

き
て

い
こ

う
と

す
る

実
践

意
欲

と
態

度
を

育
む

。
 

★
目

標
を

も
っ

て
学

び
、

困
難

を
乗

り
越

え

て
自

分
を

高
め

て
い

く
こ

と
に

つ
い

て
、

考
え

よ
う

。
 

◎
見

目
さ

ん
は

、
な

ぜ
夜

間
学

級
に

入
学

し
、

学
び

続
け

た
の

で
し

ょ
う

。
 

 

現
在

の
自

分
の

学
び

に
対

す

る
感

情
や

考
え

に
つ

い
て

振
り

返
り

、
困

難
や

逆
境

に
直

面
し

て
も

、
目

標
を

も
ち

続
け

て
学

び
、

自
分

を
高

め
て

生
き

て
い

く
こ

と
に

つ
い

て
考

え
よ

う
と

し

て
い

る
か

。
 

 

 

【
Ｄ

（
2
2
）
よ

り
よ

く
生

き
る

喜
び

】
 

1
9
足
袋
の

季
節
 

〇
つ

り
銭

を
ご

ま
か

し
、

そ
れ

を
償

う
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

過
去

の
こ

と
を

振
り

返
っ

た
随

筆
を

通
し

て
、

自
分

の
弱

さ
や

醜
さ

を
見

つ
め

て
そ

れ
を

乗
り

越
え

る
こ

と
の

大
切

さ
に

つ
い

て
考

え
さ

せ
、

誠
実

に
生

き
よ

う
と

す
る

心
情

を
育

て
る

。
 

 

★
人

が
も

つ
弱

さ
や

醜
さ

を
見

つ
め

、
そ

れ

を
乗

り
越

え
よ

う
と

す
る

力
に

つ
い

て
考

え
よ

う
。

 

◎
「
私

」
は

、
ど

う
し

て
「
あ

の
お

ば
あ

さ
ん

が

私
に

く
れ

た
心

を
、

今
度

は
、

私
が

誰
か

に
差

し
あ

げ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
」
と

思
う

の
で

し
ょ

う
。

 

 

教
材

や
、

現
在

の
自

分
自

身

が
も

つ
弱

さ
や

醜
さ

に
つ

い
て

振
り

返
る

こ
と

か
ら

、
よ

り
よ

く
生

き
る

こ
と

の
難

し
さ

や
そ

れ
を

乗
り

越
え

て
い

こ
う

と
す

る
気

高
さ

を
、

自
分

の
こ

と
と

し
て

捉

え
、

考
え

よ
う

と
し

て
い

る
か

。
 

 

 

【
Ｃ

（
1
7
）
我

が
国

の
伝

統

と
文

化
の

尊
重

、
国

を
愛

す
る

態
度

】
 

2
0
障
子
あ

か
り
 

〇
照

明
デ

ザ
イ

ナ
ー

の
石

井
幹

子
さ

ん
が

障
子

あ
か

り
に

つ
い

て
述

べ
た

文
章

を

通
し

て
、

日
本

の
文

化
を

知
り

、
継

承
し

て
い

く
こ

と
の

大
切

さ
に

つ
い

て
考

え
さ

せ
、

伝
統

と
文

化
を

尊
重

し
て

い
こ

う
と

す
る

実
践

意
欲

と
態

度
を

育
て

る
。

 

★
日

本
の

文
化

を
知

り
、

継
承

す
る

こ
と

の

意
味

を
考

え
よ

う
。

 

◎
日

本
の

光
文

化
を

継
承

し
、

発
信

し

て
い

き
た

い
と

願
う

筆
者

の
思

い
の

源
は

何
で

し
ょ

う
。
 

筆
者

の
思

い
に

ふ
れ

、
自

分

自
身

の
生

活
と

日
本

文
化

と

を
関

連
さ

せ
な

が
ら

考
え

、
自

分
が

伝
統

や
文

化
を

尊
重

す

る
こ

と
に

つ
い

て
考

え
よ

う
と

し

て
い

る
か

。
 

 

【
Ｃ

（
1
4
）
家

族
愛

、
家

庭

生
活

の
充

実
】
 

2
1
家
族
っ

て
？
家

庭
っ

て
？
 

〇
家

族
や

家
庭

の
役

割
を

、
家

族
の

そ

れ
ぞ

れ
の

立
場

か
ら

考
え

る
こ

と
を

通
し

て
、

家
庭

で
の

自
分

の
役

割
に

つ
い

て
の

考
え

を
深

め
、

家
族

の
一

員
と

し
て

の
自

覚
を

も
っ

て
、

よ
り

充
実

し
た

家
庭

生
活

を
築

こ
う

と
す

る
心

情
を

養
う

。
 

★
家

族
と

は
、

ど
ん

な
も

の
だ

ろ
う

。
 

◎
｢
家

族
」

と
は

、
ど

の
よ

う
な

も
の

で

し
ょ

う
。

今
日

の
学

び
を

振
り

返

り
、

あ
な

た
の

「
家

庭
」

で
の

立
場

や
そ

の
立

場
で

大
切

な
こ

と
を

踏
ま

え
て

考
え

ま
し

ょ
う

。
 

 

家
庭

で
の

自
分

の
役

割
に

つ

い
て

、
家

族
の

一
員

と
し

て

の
自

覚
を

も
っ

て
役

割
を

果

た
し

、
家

族
を

支
え

て
い

こ

う
と

す
る

心
情

を
養

う
こ

と

が
で

き
た

か
。

 

  

1
2

月 （ ３ 時 間 ）

 

【
Ｄ

（
2
0）

自
然

愛
護

】
 

2
2
海
と
ス

ト
ロ
ー
 

〇
マ

イ
ク

ロ
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
の

こ
と

を

知
り

、
そ

れ
に

つ
い

て
考

え
る

「
菜

月
」

へ
の

自
我

関
与

を
中

心
と

し
た

学
習

を
通

し
て

、
人

間
と

自
然

と
の

関
わ

り
に

つ
い

て
考

え
を

深
め

、
進

ん
で

自
然

環
境

を
大

切
に

し
よ

う
と

す
る

実
践

意
欲

と
態

度
を

育
て

る
。

 

★
自

然
を

大
切

に
す

る
と

は
、

ど
う

い

う
こ

と
だ

ろ
う

。
 

◎
菜

月
は

、
広

報
誌

を
読

ん
で

、
ど

ん

な
こ

と
を

考
え

た
で

し
ょ

う
。

 

 

主
人

公
「

菜
月

」
の

経
験

と

自
分

自
身

の
自

然
に

対
す

る

経
験

を
重

ね
つ

つ
、

今
ま

で

の
自

ら
の

自
然

に
対

す
る

考

え
方

や
態

度
を

振
り

返
り

、

一
人

の
人

間
と

し
て

自
然

と

ど
う

関
わ

っ
て

い
く

か
を

考

え
よ

う
と

し
て

い
る

か
。

 

 

【
Ｃ

（
1
6
）
郷

土
の

伝
統

と

文
化

の
尊

重
、

郷
土

を
愛

す
る

態
度

】
 

2
3
好
い
と

っ
ち
ゃ

ん
、

博
多
 

〇
郷

土
を

愛
し

、
そ

の
発

展
に

尽
力

し

た
西

島
伊

三
雄

さ
ん

の
思

い
や

願
い

に
つ

い
て

書
か

れ
た

文
章

を
通

し

て
、

郷
土

と
自

分
と

の
関

わ
り

に
つ

い
て

考
え

さ
せ

、
郷

土
に

対
す

る
認

識
を

深
め

、
郷

土
を

愛
し

、
そ

の
発

展
に

努
め

よ
う

と
す

る
心

情
を

育
て

る
。

 

★
郷

土
を

愛
す

る
心

に
つ

い
て

、
考

え

よ
う

。
 

◎
西

島
さ

ん
が

つ
な

ご
う

と
し

た
「

た

す
き

」
と

は
、

何
で

し
ょ

う
。

 

 

先
人

が
た

す
き

を
つ

な
い

で

く
れ

た
伝

統
や

文
化

に
、

自

分
は

ど
う

関
わ

っ
て

い
き

た

い
か

、
将

来
の

生
き

方
に

重

ね
な

が
ら

考
え

よ
う

と
し

て

い
る

か
。

 

  

【
Ｃ

（
1
8
）
国

際
理

解
、

国

際
貢

献
】
 

2
4
希
望
の

義
足
 

〇
ル

ワ
ン

ダ
内

戦
で

負
傷

し
た

人
々

を
支

援
す

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

立
ち

上
げ

た
吉

田
真

美
さ

ん
ら

の
活

動
に

つ
い

て
書

か

れ
た

文
章

を
通

し
て

、
世

界
で

日
本

人
と

し
て

行
動

す
る

の
に

大
切

な
こ

と
は

何
か

を
考

え
さ

せ
、

国
際

理
解

や
国

際
貢

献

に
努

め
よ

う
と

す
る

実
践

意
欲

や
態

度
を

育
て

る
。

 

 

★
世

界
の

中
の

日
本

人
と

し
て

行
動

す
る

の
に

大
切

な
こ

と
は

、
何

だ
ろ

う
。

 

◎
真

美
さ

ん
は

、
ど

う
し

て
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

に
ル

ワ
ン

ダ
代

表
を

送
り

た
い

と
思

っ
た

の
で

し
ょ

う
。

 

 

自
分

も
グ

ロ
ー

バ
ル

化
し

た
社

会
の

一
員

で
あ

る
と

い
う

自
覚

を
も

ち
、

他
国

の
人

々
と

共
に

生
き

る
た

め
に

必
要

と
さ

れ
る

こ
と

を
、

自
分

の
事

と
し

て
考

え
よ

う
と

し
て

い
る

か
。

 

 

 

4
 

１ 月 （ ３ 時 間 ）

 

【
Ａ

（
4）

希
望

と
勇

気
、

克

己
と

強
い

意
志

】
 

2
5
『落

葉
』
―

菱
田
春

草
 

〇
日

本
画

に
新

し
い

画
法

や
考

え
方

を

も
た

ら
し

た
菱

田
春

草
の

生
涯

を
描

い
た

文
章

を
通

し
て

、
信

念
や

意
志

に
つ

い
て

考
え

さ
せ

、
逆

境
に

あ
っ

て
も

希
望

や
強

い
意

志
を

も
っ

て
生

き
て

い
こ

う
と

す
る

心
情

を
育

て

る
。

 

★
理

想
に

近
づ

こ
う

と
す

る
人

の
強

い

意
志

の
源

は
、

何
だ

ろ
う

。
 

◎
春

草
の

強
い

意
志

の
源

は
、

何
だ

っ

た
の

で
し

ょ
う

。
グ

ル
ー

プ
で

意
見

交
換

を
し

ま
し

ょ
う

。
 

３
「学

び
の

記
録

」
に

記
入

す
る

。
 

理
想

や
目

標
を

実
現

す
る

こ

と
の

困
難

さ
を

理
解

し
た

う

え
で

、
失

敗
や

挫
折

が
あ

っ

て
も

希
望

や
勇

気
を

も
っ

て
、

そ
の

達
成

の
た

め
に

努

力
し

続
け

る
こ

と
の

大
切

さ

に
気

づ
い

て
い

る
か

。
 

 

【
Ａ

（
2）

節
度

、
節

制
】
 

2
6
小
さ
い

こ
と
 

〇
自

分
へ

の
「

し
つ

け
」

と
し

て
便

所

の
草

履
を

そ
ろ

え
る

と
い

う
習

慣
を

つ
づ

っ
た

随
筆

を
通

し
て

、
自

ら
の

生
活

を
振

り
返

り
、

小
さ

な
こ

と
を

継
続

し
て

い
く

こ
と

の
尊

さ
に

つ
い

て
考

え
さ

せ
、

よ
い

生
活

習
慣

を
続

け
て

い
こ

う
と

す
る

実
践

意
欲

と
態

度
を

育
て

る
。

 

★
よ

い
生

活
習

慣
を

実
践

す
る

の
に

大

切
な

心
構

え
に

つ
い

て
、

考
え

よ

う
。

 

◎
「
ご

く
小

さ
い

自
分

の
し

つ
け

．
．

．

が
、

他
の

こ
と

で
も

私
を

支
配

し
て

い
る

」
と

は
、

ど
う

い
う

こ
と

で
し

ょ
う

。
 

 

自
分

の
普

段
の

生
活

の
し

か

た
を

振
り

返
り

、
改

善
す

べ

き
点

を
見

直
し

、
望

ま
し

い

生
活

習
慣

を
積

極
的

に
築

い

て
い

こ
う

と
し

て
い

る
か

。
 

  

【
Ｂ

（
9）

相
互

理
解

、
寛

容
】
 

2
7
恩
讐
の

彼
方
に
 

贖
罪

の
た

め
に

難
事

業
に

取
り

組
む

僧

と
、

彼
に

復
讐

を
企

て
る

若
者

と
の

葛

藤
を

描
い

た
小

説
を

通
し

て
、

「
寛

容

の
心

」
に

つ
い

て
考

え
さ

せ
、

他
者

の

立
場

や
考

え
方

を
尊

重
し

、
理

解
し

合

お
う

と
す

る
心

情
を

育
て

る
。

ま
た

、

人
間

に
は

、
弱

さ
や

醜
さ

を
克

服
し

気

高
く

生
き

よ
う

と
す

る
心

が
あ

る
こ

と

を
理

解
し

、
よ

り
よ

く
生

き
る

こ
と

に

喜
び

を
見

い
だ

そ
う

と
す

る
心

情
を

育

て
る

。
 

★
了

海
と

実
之

助
、

そ
れ

ぞ
れ

の
人

物

の
視

点
を

通
し

て
、

人
の

心
の

あ
り

よ
う

に
つ

い
て

、
考

え
よ

う
。

「
寛

容

の
心

」
と

は
、

ど
ん

な
心

な
の

だ
ろ

う
。

 

◎
実

之
助

が
、

父
の

敵
で

あ
る

了
解

の

手
を

取
り

、
「

全
て

を
忘

れ
、

た
だ

た
だ

感
激

の
涙

を
流

し
合

」
う

こ
と

が
で

き
た

の
は

、
ど

う
し

て
で

し
ょ

う
。

 

 

他
者

に
対

し
て

寛
容

な
心

を

も
っ

て
理

解
し

合
お

う
と

す

る
こ

と
や

、
弱

さ
や

醜
さ

と

向
き

合
い

、
よ

り
よ

く
生

き

よ
う

と
す

る
こ

と
を

、
こ

れ

か
ら

の
生

活
に

生
か

そ
う

と

し
て

い
る

か
。

 

  

２ 月 （ ３ 時 間 ）

 

【
Ｄ

(2
2
)よ

り
よ

く
生

き
る

喜

び
】
 

2
7
恩
讐
の

彼
方
に
 

★
了

海
と

実
之

助
、

そ
れ

ぞ
れ

の
人

物
の

視
点

を
通

し
て

、
人

の
心

の
あ

り
よ

う
に

つ
い

て
、

考
え

よ
う

。
自

分
の

弱
さ

に
向

き
合

う
と

は
、

ど
う

い
う

こ
と

だ
ろ

う
。

 

◎
二

人
が

、
「

全
て

を
忘

れ
、

た
だ

た

だ
感

激
の

涙
を

流
し

合
」

う
こ

と
が

で
き

た
の

は
ど

う
し

て
で

し
ょ

う
。
 

  

【
Ｃ

（
1
5
）
よ

り
よ

い
学

校
生

活
、

集
団

生
活

の
充

実
】
 

2
8
巣
立
ち

の
歌
が

聞
こ

え
る
 

〇
卒

業
式

を
前

に
自

分
た

ち
の

学
校

を

意
識

し
、

自
主

的
に

校
舎

を
掃

除
し

た

り
修

理
し

た
り

し
た

生
徒

た
ち

の
物

語

を
通

し
て

、
よ

い
校

風
を

作
り

、
継

承

し
て

い
く

た
め

に
大

切
な

こ
と

は
何

か

を
考

え
さ

せ
、

学
校

生
活

や
集

団
生

活

を
充

実
さ

せ
て

い
こ

う
と

す
る

実
践

意

欲
と

態
度

を
育

て
る

。
 

★
よ

い
校

風
を

作
り

、
継

承
し

て
い

く

た
め

に
大

切
な

こ
と

は
、

何
だ

ろ

う
。

 

◎
石

丸
さ

ん
た

ち
は

、
ど

ん
な

思
い

か

ら
落

書
き

な
ど

で
汚

れ
た

壁
を

拭
き

始
め

た
の

で
し

ょ
う

。
 

 

登
場

人
物

の
思

い
や

行
動

を

自
分

に
置

き
換

え
て

考
え

、

自
分

の
学

校
を

よ
り

よ
く

す

る
た

め
に

ど
う

す
れ

ば
よ

い

の
か

を
考

え
よ

う
と

し
て

い

る
か

。
 

 

【
Ａ

（
3）

向
上

心
、

個
性

の

伸
長

】
 

2
9
先
人
の

言
葉
―

「
論

語
」
 

〇
「
論

語
」

の
七

つ
の

章
句

を
読

む
こ

と

を
通

し
て

、
自

分
を

見
つ

め
、

輝
か

せ
る

こ
と

に
つ

い
て

具
体

的
に

考
え

さ
せ

、
向

上
心

を
も

っ
て

、
充

実
し

た
生

き
方

を
し

よ
う

と
す

る
心

情
を

育
て

る
。

 

★
人

の
生

き
方

に
つ

い
て

語
っ

た
先

人

の
言

葉
を

通
し

て
、

自
分

を
見

つ

め
、

自
分

を
輝

か
せ

る
た

め
の

ヒ
ン

ト
を

手
に

入
れ

よ
う

。
 

◎
教

科
書

に
書

い
て

あ
る

よ
う

な
観

点

で
考

え
、

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
書

い
て

み
ま

し
ょ

う
。

 

「
論

語
」

の
中

の
言

葉
に

照

ら
し

て
、

現
在

の
自

分
や

将

来
こ

う
あ

り
た

い
と

い
う

自

分
を

見
つ

め
直

し
、

自
己

の

向
上

を
図

ろ
う

と
し

て
い

る

か
。

 

 

３ 月 （ ２ 時 間 ）

 
【
Ｄ

（
1
9）

生
命

の
尊

さ
】
 

3
0
命
と
向

き
合
う
 

〇
生

命
誌

研
究

者
の

中
村

桂
子

さ
ん

に

よ
る

、
命

に
関

す
る

文
章

を
読

み
、

話
し

合
う

こ
と

を
通

し
て

、
生

命
の

尊
さ

に
つ

い
て

考
え

さ
せ

、
生

命
を

尊
ぶ

心
情

を
育

て
る

。
 

★
命

の
尊

さ
に

つ
い

て
、

考
え

よ
う

。
 

◎
「
命

の
あ

る
間

を
思

い
切

り
生

き
」

る

と
は

、
ど

う
い

う
こ

と
で

し
ょ

う
。

 

 

こ
れ

ま
で

の
自

分
の

考
え

を

振
り

返
り

な
が

ら
、

か
け

が

え
の

な
い

命
を

大
切

に
す

る

こ
と

に
つ

い
て

、
考

え
を

深

め
よ

う
と

し
て

い
る

か
。

 

  

3
1
道
徳
の

学
び
を

振
り

返
ろ
う
 

〇
こ

れ
ま

で
に

記
入

し
た

「
学

び
の

記

録
」

や
「

手
紙

～
拝

啓
十

五
の

君
へ

～
」

の
歌

詞
を

基
に

、
１

年
間

の
道

徳
で

学
ん

だ
こ

と
を

振
り

返
り

、
こ

れ
か

ら
の

自
分

の
生

き
方

に
つ

い
て

考
え

を
深

め
、

学
ん

だ
こ

と
を

生
か

し
て

い
こ

う
と

す
る

実
践

意
欲

と
態

度
を

育
て

る
。

 

★
１

年
間

の
学

び
を

振
り

返
り

、
未

来

の
自

分
に

手
紙

を
書

こ
う

。
 

◎
こ

の
１

年
間

で
、

自
分

は
変

わ
っ

た

な
、

成
長

で
き

た
な

と
思

う
の

は
、

ど
ん

な
と

こ
ろ

で
す

か
。

 

 

自
分

の
１

年
間

の
道

徳
の

学

び
を

振
り

返
り

な
が

ら
、

自

己
の

成
長

や
考

え
の

深
ま

り

に
つ

い
て

考
え

よ
う

と
し

て

い
る

か
。

 

  

付 録

 

【
Ｂ

（
6）

思
い

や
り

、
感

謝
】
 

3
2
出
会
い

の
輝
き
 

留
学

時
代

の
恩

師
や

仲
間

と
の

交
流

を

回
想

し
た

今
道

友
信

さ
ん

の
随

筆
か

ら
、

人
と

人
と

の
つ

な
が

り
に

つ
い

て

考
え

さ
せ

、
思

い
や

り
や

感
謝

の
気

持

ち
を

も
っ

て
生

き
て

い
こ

う
と

す
る

心

情
を

育
て

る
。

 

★
「
い

い
思

い
出

」
と

は
、

人
々

の
ど

ん

な
思

い
で

で
き

て
い

る
の

だ
ろ

う
。

 

◎
筆

者
が

い
う

「
心

の
宝

物
」

と
は

、

ど
ん

な
も

の
で

し
ょ

う
。

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
書

き
ま

し
ょ

う
。

 

  

こ
れ

ま
で

に
自

分
が

も
ら

っ

た
「

い
い

思
い

出
」

を
振

り

返
り

、
翻

っ
て

、
自

分
自

身

は
他

者
に

対
し

て
思

い
や

り

や
感

謝
の

心
を

も
っ

て
接

し

て
い

る
か

と
自

問
し

て
い

る

か
。

 

 

－56－



令和４年度

道徳教育の抜本的改善・充実に係る支援事業報告集

令和５年４月

編集・発行 青森県道徳教育推進協議会




